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序章







「や、やめて下さい……」

　俺おれの真横でクロエが顔を赤くしながら必死に訴うつたえていた。

　しかも言い回しが少し変だ。

「きっ、聞いてるんですか？　早くそこから……あっ……」

　彼かの女じよの狼狽ろうばいはさらに深まり、鮮あざやかな金きん髪ぱつの合間に指先を差し込み、柔やわらかそうな両の頬ほおに手を当てて居ても立っても居られないという状態。

　全く触ふれてもいないのに、彼女は傍そばで悶もだえ続つづけている。

　なんでだ？

　ここは国立魔剣士学院の教室。

　俺、神かん前ざき央おう真まは、もうすぐ次の授業が始まるっていうんで大人しく席に着いていた。

　ただ座すわっているだけなら、クロエだってこんなふうに取り乱したりはしない。

「クロエの指示に従わなければならない理由が不明」

　恐おそらく原因は、この抑よく揚ようの無いしゃべり方で返した人物のせいだろう。

　さっきから俺の膝ひざの上にクロエと瓜うり二ふたつの少女――クロアがちょこんと腰こしを下ろしていた。

　彼女はクロエの遺伝子を元に造られたクローン。だから黙だまっていれば誰だれにも見分けがつかない。ただクロアの方が俺に対し、やたらと積極的にくっついてくるところと、口調が固く、表情が乏とぼしいことが大きな違ちがいだ。

　しかしクロエにとっては、自分と同じ姿の彼女が俺と触れ合っていることが、まるで自分の事のように感じるらしく気が気でないらしい。

　実際、同じ遺伝子同士、精神感応のようなものが起きているみたいで、先さき程ほどからクロエはしきりにお尻しりの辺りを気にしている。

「と、ととにかく、降りて下さい！　このままではわたし……わたしのせいで〝おかしく〟なってしまいます……！」

「〝おかしく〟とはどのような事象であるのか説明を要求」

　クロアは俺の膝の上に乗ったまま、平然とした様子でそう答えた。

「もうっ、央真さんからも何か言ってやって下さいー」

「俺はべつに構わないけど？」
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「そんなぁ……だって今日は朝からずっとこの状態ですよ？　もう……恥はずかしくて死んじゃいそうです……」

　クロエはモジモジと身をくねらせた。

　彼女の言うとおり、クロアは一時間目の授業からずっと俺の膝を椅い子す代がわりにしている。席を立つ時はさすがに降りてくれるが、トイレにまでついてくる始末だ。

　それはまるで卵から孵かえったばかりの雛ひなが親鳥の後をつけてくる姿に似ている。

「何な故ぜ、羞しゆう恥ちの念を感じる？」

　クロアが眉まゆ一ひとつ動かさずにクロエに尋たずねる。

「それは……その……央真さんの……感かん触しよくが伝わってきている気がして……じゃなくて実際伝わってきてるんです……こういうのは、わたし慣れてないですし……機関からも止められてますし……そもそも接触保護法の面から見ても……」

「クロエは恥ち辱じよくを受けると生命活動を停止する？」

「そっ、そんな事はありませんが……死んでしまいそうなくらい心臓がバクバクいってるっていう意味で言ったんです！」

「それは興味深い。心しん拍ぱく数すうの計測を要求する」

　クロアは腰をひねってクロエの方へ上半身を向け、彼女の左胸に手を伸のばそうとする。それがちょっと羨うらやましくなった。

「なんなら俺が計ってやるよ？」

「へっ!?　そ、そそそそれはちょっと困るというか、心の準備がでっ、ででできていないというかっ……モゴモゴ」

「了りよう承しよう、央真に計測を委い譲じようする」

「そっ、そんな簡単に了承しないで下さいっ！」

　クロエは自分の胸むな元もとを両手で防ぼう御ぎよしながら真っ赤になって慌あわてていた。

　世間から隔かく絶ぜつした生活を送っていたせいで貞操観念がどこかズレていた彼女だったが、ここにきてだいぶ普ふ通つうの女の子のような恥じらいを見せている。

　だが、それとは対たい照しよう的てきに今度はクロアの方が心配だ。

　クロエ以上に外部との接触を持たずに育ったのだから、仕方がないといえばそうなんだけど、まあそれはこの島での生活と時間が解決してくれるだろう。

　そんな感じで三人で話していると、不意に背後からボソリとした声が聞こえた。

「ふっ……不ふ謹きん慎しんです」

　顔だけで振ふり向むくと、そこには二つ縛りの髪かみと真ま面じ目めそうな容よう貌ぼうの少女がぽつんと立っていた。

　彼女は雪ゆき代しろ羽は奈な。72柱の魔ま神じんを隷れい従じゆうする上級魔剣士で、うちのクラスの委員長でもある。

　その彼女は俺おれ達たちの様子を眺ながめながら微かすかに頬を染めていた。

「あれ？　羽奈も心拍数を計って欲ほしいのか？」

「そ……そんなわけ無いじゃないですか！　私はその……教室内で他の生徒に悪あく影えい響きようを及およぼすような行こう為いや発言は止めて下さいとお願いしているのです。私にはこのクラスの秩ちつ序じよを守る責任がありますから」

「相変わらず真面目だなー」

「私は悟さとったのです」

「何を？」

「これからは神前君に対して厳しくいかせて頂きます」

「以前から厳しい気がするんだけど気のせいか？」

「そんなに触さわりたいのなら……私だけにしてくれればいいんです」

「ん？」

　羽奈は軽く咳せき払ばらいをする。

「いえ……とっ、とにかく、接触保護法に基もとづいて他生徒との関係を常時監視しますのでそのつもりで」

「え、何？　監視って羽奈が？」

「そうですよ、それが何か？」

「いやあ、常に羽奈に見られてると思うと興奮しちゃうなー」

「えっ……」

「だって好きな子からそんなふうにずっと熱い視線を向けられていたら、誰だってそうなるだろ？」

「すっ……好きな……子っ!?」

　羽奈は一いつ瞬しゆんよろめいたあと、まるで起おき抜ぬけのような足取りでふらふらと教室の窓辺へ移動する。

　そこで軽く身を反そらせたかと思った直後、窓のサッシに向かってガンガンと額をぶつけ始めた。

「ああっ!?　またやってる！　ちょっと待ったぁぁっ!!」

　俺はクロアを降ろすと急いで羽奈に駆かけ寄より、彼女の肩かたを引っ張って止める。

「すっ、すっ……すすすぅっ!?」

「落ち着けって！」

「はぁはぁはぁ……」

「自分の体を大切にしてくれ。って言っても俺が余計な事を言ったせいだけど」

「よっ、余計だなんて……これは私が……」

　平静を取とり戻もどした様子の彼女は俺と目を合わせないようにうつむき加減でいた。

「まあとにかく、これからは自傷行為はやめようぜ」

「はい……」

「よし、いい返事だ。じゃあ『痛いの痛いの飛んでけー』をしてあげよう」

「ええっ!?」

「なんだ、嫌いやなのか？」

「いっ、いえ！　そんなことは！」

　羽奈は顔を紅潮させながら、おでこを差し出してきた。

「おっ、お願いします」

　俺は目を固く瞑つぶって待っている彼女の額に手を伸ばす。

　くすみ一つ無い白しら肌はだが手の平に吸い付くようだった。

　自分で勧すすめておいてなんだが、潔けつ癖ぺきで真面目な彼女が、こんなおまじないみたいな行為を素す直なおに受け入れてくれた事に驚おどろいた。

「痛いの痛いの飛んでけー」

「ふぅ……」

　俺が手を除のけると緊きん張ちようが解けたのか、軽く息を吐ついた。

　彼女がそのまま余よ韻いんに浸ひたるように佇たたずんでいると、いつの間にかクロアが傍にいた。

「央真の手には痛みを緩かん和わさせる機能が装備されている？」

「いいや、これは〝まじない〟の一種だ」

「〝まじない〟とは何？」

　クロアは無表情で首を傾かしげる。

「呪じゆ術じゆつの一つだな。こうする事で気持ちを楽にするんだ」

「精神的健康という意味？」

「そうだな。そういう事だろうな」

「わたしにも同様の〝まじない〟を要求する」

「どこか痛むのか？」

「現状では身体の異常は見受けられない」

「じゃあどうして？」

「経験を蓄ちく積せきしたい」

「まあ、それくらいお安いご用だけども。じゃあやるか」

　俺がそう言うと、クロアは淡あわい表情のまま額を傾かたむけてきた。

　ちょっと羽奈を楽しませてやろうと思ってやっただけなのだが、意外にも興味を持たれてしまったようで。

　そんな訳でクロアにも同じ事をやってあげようとした矢先だった。

「ちょっと待ってくださーい！」

　案の定、クロエが分け入ってきた。

「わたしに断り無く、物事を進めないで下さいっ！　あなたの体はあなた一人だけのものじゃないんですよ？　クロアさん」

「では中止する」

「へっ!?　そ、それは困る……じゃなくて、もっとよく話し合ってから行動しましょうって言ってるんです」

「意味不明」

「なんでですか!?」

　クロエ達たちが言い争っていると、羽奈が冷めた口調で告げる。

「あなた達は別にどこも痛めてはいないのですから、わざわざ神前君の手を煩わせることもないでしょう？」

　これは最近俺の周囲で良く見る光景。そんな変わらぬ日常の中で、なんだか物足りないものを感じる。

　いつもだったら、この辺でもう一人分け入ってくる奴やつがいるはずなのだ。

　俺は窓まど際ぎわの一番前の席に目をやる。

　そこには仏ぶつ頂ちよう面づらをした長い髪の少女が座っていた。

　泉せん明みよう寺じ蓮れん花か。

　彼女は半眼で俺達のことを睨にらんでいた。

「蓮花もこっちにきて、みんなと交ざればいいのに」

　そう言おうとしたのだが、口を開く前に彼女の方から「ぷいっ」と顔を背そむけてしまった。

　なんなんだ、あれは？

　訝いぶかしげに思っていると授業開始のチャイムが校舎に響ひびき渡わたる。

　次の授業は魔神隷従剣レメゲトンソードの構造学の時間だ。みんなぼちぼち席に着き始めている。

　すると教室の前の入り口の方から、廊ろう下かをカツカツと歩く足音が聞こえてくる。

　俺は普通に担当の教師がやってきたんだと思っていた。

　だが、みんなが席に落ち着いたところに現れたのは、学院の制服を身にまとった一人の女生徒だった。

　すらっと背が高く、まるでモデルのような体型。長い黒くろ髪かみを後ろでポニーテールに結ゆっている。顔立ちはかなり引ひき締しまっていて、美しさの中に精せい悍かんさがうかがえた。

　転校生か？

　と一瞬だけ思ったが、傍に先生の姿も無く、どうやらそうではないようだ。

　よくよく見れば、首元のブローチが俺達のしている青色のものと違って赤色だ。ということは彼女は一つ上の三年生ということになる。

　クラスのみんなは何事かと、静かに彼女の一挙手一投足を見守っていた。

　ポニーテールの彼女はそのまま教きよう卓たくの前まで進み出ると、教室全体を見み渡わたすように視線を動かした。

　かなりキツい性格なのか、その眼光は鋭するどい。

　そこで俺は〝ある事〟に気づき、顔を伏ふせようとした。

　しかし、左右に振れていた彼女の目が俺を捉とらえた途と端たん、険しかった表情が急に綻ほころんだ。

「あ！　央真、みーっけ！」

　最初の印象と違う、軽い口調に生徒達は呆ぼう然ぜんとする。

　しかも彼女は物もの凄すごい勢いで駆け寄ってきて、そのまま俺に抱だき付ついてきたのだ。

　クラスのみんなはその行為に驚きよう愕がくの表情を見せていた。

「え？　俺のこと知ってるのか？　どっかで会ったことあったっけ??」

　彼女は俺の首に手を回しながら、むくれた顔をする。

「ええーっ!?　なんで分からないかなー。葵あおいだよー。片かた切ぎり葵！　央真と幼おさな馴な染じみの！」

「幼馴染み？　葵……？」

「だからさっきから言ってるじゃない」

「んー、そういえばそんな気が……」

　俺は納なつ得とくのいかない顔をし続けたが、実際は彼女の事を知っていた。

　幼よう稚ち園えんから中学に上がるまでの間、ずっと一いつ緒しよに過ごしてきたのだから忘れるわけがない。しかし突とつ然ぜん、葵は「魔剣士になる！」とか言い出して単身、弦げん月げつ島とうに渡っていたのだ。

　この学院にいれば、いつかは再会するのではと思っていたのだが……。

「またー、分かってる癖くせに惚とぼけてるんでしょ？」

「あんまり変わりすぎてるから分からなかっただけさ」

「それは何？　見み違ちがえるような美人になったってこと？」

「ないない」

　呆あきれたように答えると、彼女はぷくーっと頬を膨ふくらませた。

「で、何？　どうしてここへ？」

「会いにきたんだよー、もうっ。葵はさー、魔剣士隊本部の方にちょこっと行ってたから。そこにいる間、この島にやってきた男の子が央真だって知ってからは何も手に付かなくて大変だったんだから。早く会いに行かなきゃって、そんな思いでやってきたのに、その反応はないよー」

「わーおどろいた」

「全然、感情がこもってなーいー」

「まあそれはともかくとして、この腕うでを放してくれないか？」

「やだもんっ」

　彼女は背中に回り込んで俺の体を強く抱き締める。

　この〝女の子に抱き付かれる〟という状じよう況きよう。本来なら、俺にとって幸福な時間であるはずなのだが、葵だけは例外だ。

　俺は彼女のことが昔から苦手なのだ。

　一つ年上のお姉さんという立場もあるが、やたらと世話を焼きたがる性格の葵は、昔からずっと俺に付きっきりでベタベタだったから。

　それにこんな事をしていたら俺の学院独裁ハーレム計画の妨さまたげにしかならない。

「いいから放せって」

「いいじゃない少しくらい。せっかく久しぶりに会ったんだからー」

「俺はな、ここにいるみんなに平等に接しなければいけないんだ。葵だけ特別に扱あつかうわけにはいかないんだよ」

「何言ってんだか。あーっ、でもそれって葵もちゃんと女の子として見てくれてるっていうことになるよねー？　小さい頃ころからずっと一緒にお風ふ呂ろとか入ってたりしたから、葵に対してはそういう感情無いのかと思ってたー」

「ちょっ、おまっ!?　いきなり何を言い出すんだ！」

　瞬しゆん間かん、教室の空気が凍こおりついたのを肌はだで感じた。

　見回せばクラスの女の子全員が、俺に視線を向けながら真っ赤な顔をしている。

「おっ、おおお、お風呂だって！」

「うそ、やだっ!?」

「ずっと……って、いつまでかしら？」

「ありえない、ありえないわ！」

「神前君のことだから、きっと無む理り矢や理り……」

「あわわわ……」

　口々に動どう揺ようの声が上がる。

　そんな時だ――

「認めません!!」

　突とつ如じよ、上がった叫さけび声ごえ。それで教室は一気に静まり返ってしまった。

　声の主は羽奈。

　見れば彼女は体に力が入っているのか、ここにいる誰よりも顔を赤く染めていた。

「ど、どうした??」

「はっ……!?　い、いえ、なんでもありません……」

　注目が一点に集まると彼女は肩をすぼめて小さくなってしまった。

「まあそれは物心つく前の話だからな。大丈夫、みんなとはこれから一緒に入るから」

「そ、そういう問題じゃ……！」

　羽奈はしばらくうつむいていたが、そのうちにゆっくりと面を上げる。

「それより、神前君は片切先輩と知り合いだったんですね」

「まあな。ってか、その言い回しは羽奈も葵と友達とか？」

「いいえ」

　それは、なぜか冷たく吐き捨てるような言い方だった。

「先輩はこの学院で知らない者はいない有名人ですから」

「そうなのか？　葵」

「んーどちらかと言えば、そういう事になるかなー」

「なんだよそりゃ」

　未いまだ俺の背中にへばりついて離はなれない葵。その煮にえ切きらない返事にムズムズとしていると、羽奈が代わりに口を開く。

「片切先輩は三年生で唯ゆい一いつ、72柱クラスの魔神を操あやつる上級魔剣士ですから」

「マジか。いつの間にそんな事になってんだ」

　葵は「へへーん、すごいでしょ？」とばかりに胸を張る。

　しかし、俺の中で一つの疑問が浮ふ上じようした。

「あれ？　でもそういえば前に、今年の三年生は上級魔剣士はゼロだって聞いた気がするんだけど？」

「先輩はただの上級魔剣士ではないですからね」

「どういう意味だ？」

「彼女は去年の闘妃インビンシブ夜会ルクイーン優勝者。在学中の身でありながら、その栄光をもって、すでに魔剣士隊本部に籍を置いているのですから」

「なんだって!?」

　俺が知っている幼い頃の葵は、そんな才能の片へん鱗りんも感じさせない極ごく普ふ通つうの女の子だった。その彼女が、羽奈や蓮花が必死になって勝ち取ろうとしている闘妃インビンシブ夜会ルクイーンの優勝者だってのか。

「学がく籍せきは残っていますが進級時から完全に本部に身を移していて、先輩はもう学院の講義や行事に参加する事はありません」

「でも、葵は今日から学院に復帰しようと思って戻ってきたんだよねー」

「なっ……どうして!?」

「それで久しぶりに制服に袖そでを通してみたんだけど、央真、どう？　似合う？」

　葵は羽奈を無視して俺に制服姿を見せつけてくる。

「どうって言われても、ただの制服じゃないか」

「またそんな意地悪言ってー」

「意地悪じゃなくて、見たまんまを言っただけだが？」

「もーうっ」

　そんなやり取りを傍ぼう観かんしていた羽奈の表情が険しくなる。

「なぜ今さら、のこのこと戻っていらしたんですか？」

　多少なりとも先輩として敬う言い回しをしていた彼女だったが、いつしか葵を敵視するような態度に切り替わっていた。

　これに対して葵は、品定めでもするかのような視線を羽奈に向けていた。

「ふーん、あなた雪代羽奈ね？　知ってるよ。入学して間も無い時期だっていうのに72柱をものにしたって話題になってたものねー」

「私はあなたが戻ってきた理由を聞いているのです」

　この突つき放はなしたような言い方。そこにライバル心というものを感じる。

　葵はつまらなそうな顔をして、溜ため息いきを吐いた。

「だからー、葵は央真に会いにきたんだってば」

「理由になっていません。闘妃インビンシブ夜会ルクイーンの優勝者である先輩は早い段階から本部で経験を積み、いずれは……」

　羽奈は言いかけたところで意図的に口を噤つぐんだ。その言葉を発したくなかったのだ。

　だが葵がその先を続ける。

「黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズにって事？」

　羽奈は黙ったまま苦い顔をする。

　葵は軽い口調のまま、

「まあ、それもありだけど。葵にとっては黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズよりも央真だからねー」

「え……」

「うーん、ちょっと違うかぁ？　正しくは央真あっての黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズってことになるかなー。だから出向中だったけど無理言って戻ってきちゃった」

「戻ってきちゃった……って、そんなに甘あまい場所でもないでしょう？」

「大丈夫、大丈夫、あそこは実力主義な所だから」

　それは彼女が魔剣士としてそれ相応の実力を持っていると明言したも同じだった。

「それに葵は――」

　チラリとその視線が俺を捉え、口元が綻ぶ。

「央真の為に魔剣士になったんだから」

　この発言には羽奈を含ふくめ、クラス全員が「どういう事だろう??」と、首を傾げた。

　だが俺はみんなに交じって一人だけ違う反応をみせた少女に気がついた。

　窓際の席に座っていた蓮花だ。

　彼女だけは苛いら立だった表情を葵に向けていた。







一章　頂点に近い者







　先日、学院がある弦げん月げつ島とうの海域で豪華客船がテロに遭あうという事件が発生。現場に居合わせた俺達はそこで新たな〝鉄てつ騎き〟と遭そう遇ぐうした。

　その鉄騎を操っていたレイニという男が言うには、全すべては真のソロモン王を名乗る者の指示であるという。

　俺は自分の中にある魔ま王おうの力でレイニをねじ伏せることに成功したが、奴は自身の意志に反して爆散してしまった。

　結局ソロモン王に関しては、それ以上、何も情報が得られないまま。ついでに、ここ最近各地で頻ひん発ぱつしていた自じ爆ばくテロと思おぼしき事件もすっかり鳴りを潜ひそめていた。

　レイニと対たい峙じした時、これは〝宣戦布告〟だと言っていたが、本部もいまだその真意は掴つかめていないようだ。

「なんだったんだろうなー、あれ」

　俺は独り言のように呟つぶやいたが、実際独り言ではない。

　ここは学院寮の一室。俺が間借りしている蓮れん花かの部屋だ。

　今は一日の授業が終わり、二人でこの部屋に戻ってきて、まだそれほど時間の経たっていない頃ころ合あい。

　当然、彼女の返答を期待しての一言だったわけだが……当の本人はドレッサーの前に座り鏡と睨めっこをしているだけだった。

　部屋に戻ってからずっとこの調子だ。

　常に怒おこっている様子で一言もしゃべらない。

　こんな時、魔神隷従剣レメゲトンソードを展開していてくれれば心の内がのぞけるんだけどなー。

　状況に疲つかれてしまった俺は、気分を変えようと定位置であるクローゼットから立ち上がろうとした。

　ちなみにこのクローゼット、この前クロエが勢い余って破は壊かいしてしまった為、扉とびらが無い状態だ。

「そこから出ないでくれるかしら」

　一歩踏み出そうとしたところ、蓮花が強い口調で言ってきた。

「なんだよ、やっとしゃべったと思ったらそれかよ」

「……」

　彼女は俺に背を向けたままだ。しかし表情は鏡に映っているので、ここからでもはっきりとうかがえた。

　頬を膨らませ、むくれ顔だった。

「何、怒ってんだよ？」

「怒ってなんかないわよ」

「いや、明らかに怒ってるだろ」

　俺は今さらながら思い当たることを頭に浮うかべる。

「あー分かった。葵あおいのことで妬やいてるんだろ？」

「違うわよ、それもあるけど違うわよ」

「今、それもあるって言ったよな？」

「……」

「葵のことなら気にしなくていいぞ。あいつは昔からあんな感じなんだ」

「だから違うって言ってるでしょう……私はただ、彼女が黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズに今一番近い人間なのにもかかわらず、それを簡単に放ほうり出だしてきた事が気に入らないの」

「ほう、でも今めちゃめちゃ拳こぶしに力入ってるよな？　平静を装よそおっているけどぷるぷる震ふるえてるし」

「そうかしら？　央おう真まの目がおかしいんじゃなくて？」

「あくまで言い張る気だな」

　蓮花は呆れたように溜息を吐く。

「央真は、その……いつから私が不ふ機き嫌げんだと思っているの？」

「不機嫌であることは認めたんだ」

「……茶ちや化かさないで」

　俺はここ数日の彼女の態度を思い起こす。

「そういえば、もっと前から苛いら々いらしてたな。えーと、いつからだっけか……？」

　一向に答えに辿たどり着つかない俺に痺しびれを切らしたのか、彼女はドレッサーの前から立ち上がった。

「この前、私に言ったわよね？　これからは互たがいに〝ライバル〟だ、って」

「ああ、その事か」

「あれはどういう意味？」

「意味も何も言葉のまんまだけど？」

「そういう事を言ってるのではなくて……央真は私の魔神……よね？」

「まあそうだが」

「なのにもかかわらず、ライバルってどういうことなの」

「それは前にも説明しただろ。俺おれもこの学院で目標を見つけたって。黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指すってな」

「なら……私の魔神を辞やめるって事なの？」

「そうは言ってない。今まで通り、俺の中の魔王の力を使ってくれて構わないさ」

「でもそれじゃ……」

　蓮花はそこで僅わずかに言いい淀よどんだ。

「もう一緒に……タッグを組んでくれないって事？」

「組む時もあるだろうし、そうでない時もあるだろう。その辺は状況に応じてじゃないか？　場合によっては蓮花と戦うこともあるだろうさ」

「……」

「それに俺は女の子を悲しませない為に技術を身に付けたいと言ったが、色んな場所で剣けんを交えているうちに、これ自体が気に入っちまったみたいだ」

　俺は指に嵌はめていた魔束輪ゴエテイアリングから黒王の剣を実体化してみせた。

「確かに私は……央真に目標を持ってもらいたいって言ったけど……でも……」

　彼かの女じよの表情は水面に波は紋もんすら起きない淀んだ池のようになっていた。

「何、しけたツラしてんだ？　こいつの楽しさを教えてくれたのは他ほかならぬ蓮花だぜ？」

「え……？」

「離り島とうでのバトルロイヤルで蓮花の脳内サポートで戦った時があっただろ？　あの時に知っちまったんだ。正確で確実な思考とそれに合わせ反応する流れるような動き。まるで二人で最高のダンスを踊おどったような気分だった。この体にはその時の痺れるような記き憶おくが残ってる。人はここまでできるんだってな。それを俺はまた感じたいと思った」

「だったら……」

「一緒にやればいいって言うんだろ？　それはその通りなんだけど、俺は蓮花や魔王の力を借りず、俺自身の力だけで試ためしてみたいんだ」

「……」

「おいおい、そんな程度で立ち上がれなくなっちまうほど、泉せん明みよう寺じ蓮花って奴の意志は弱かったか？　少なくとも俺が知る蓮花は、とても諦あきらめの悪い奴だったぜ？　それに蓮花だって俺と同じはずだぜ？」

「何の事かしら？　私は自分に力が無いことで……何かを失いたくないから」

「それもあるだろうけどな。でも、憧あこがれちまったんだろ？　〝つよさ〟に」

　彼女は虚きよを突かれたような顔をした。

「蓮花を見ていれば分かるさ」

「……」

　それで彼女は恥ずかしそうに頬ほおを染めた。

「まあ俺達は同じ目標を目指すライバルでありつつも、いつも共にある。ただそれだけさ」

「ふん、そんな調子のいいこと言って、泣きを見るのは央真の方よ。私がクラスランキングで一位を取ってもパートナーに選んであげないんだから」

「じゃあ俺が一位を取ったら蓮花を選んでやるよ」

「なっ……なんでよ!?　哀あわれみなんていらないわよ」

「フッ」

　何かが吹っ切れたのか、蓮花はいつもの調子に戻っていた。

「なに笑ってるのよ……。まあいいわ。早さつ速そく、勝負しましょ」

「勝負？」

「近々、全校参加の体育祭が行われるのを知っているでしょう？」

「ああ、美み影かげ先生がそんなこと言ってたな」

「体育祭は大きくランキングポイントを獲かく得とくできる最良の催もよおしなのよ。クラスとか関係無しの個人競技ばかりだから、そこで勝負」

「なるほど」

　魔剣士学院の体育祭は毎年この時期に行われる。体育祭といえばクラス対たい抗こうリレーやら綱つな引ひきやらとよくある競技をすぐに思い浮かべるだろう。でもそこは魔剣士の学校、ちょっと普通とは違ちがう競技になっているのだとか。

　俺はここに来たばかりで詳しよう細さいは知らないが、魔剣や魔力を使うことが前提にあるらしい。

「ああいいぜ、どんな競技でも受けて立つ」

「ふっふっふっ、言ったわね？」

「なんだその不気味な笑いは……。何を企たくらんでいる？」

「私には契けい約やく魔神を隷従させる力があることを忘れているようね」

「あぁぁぁっ!?　忘れてたぁぁぁっ！　ひっ、卑ひ怯きようだぞ！　そういうの無しだろ普通！」

「ルール的に特に問題があるとは思えないけど」

「外げ道どうすぎるっ」

　毎度言われているような台詞せりふを俺の方が吐いてしまっていた。

　でも、いつの間にか俺達は文句を言い合いながらも互いに笑えみをみせていた。

　そんな最中、蓮花が急に真ま面じ目めな顔をする。

　どうしたんだ？

　様子をうかがっていると、すごく言いにくそうにしながらも口を開き始めた。

「あの……これは全く関係無い話なんだけど、ちょっと聞きたい事があって……」

「何？」

「この前、旅客船内での救助活動中に言ったでしょ？　私が央真の命を救ったって。あれってもしかして……自衛隊基地で行われた魔剣祭の時の……」

「そうだけど、それが……」

　と言いかけた時だった。

　バタンッという激しい音がして、部屋の入り口の扉が勢い良く開け放たれたのだ。

「ああっ!?　本当にいたーっ！」

　大きく瞳ひとみを見開いて、ポニーテールを揺ゆらしながら部屋に入ってきたのは葵だった。

「げげっ、なんでお前がここに!?　三年の寮は棟が違うだろ」

「だって、今そこで央真が女子と同室で暮らしてるって話を聞いたんだよ？　それを聞いて放っておけるわけないじゃない」

「言ってる意味が分からないのだが？」

「なんでーっ!?　その子に食べられちゃったら困ると思って急いで確かく認にんに来たんだよ？」

「たっ、たた、食べ!?」

　蓮花は一人、狼狽うろたえていた。

「なのに『げげっ』とかひどくない？」

「全然、ひどくないぞ」

「あーうー」

　葵は悔くやしそうに制服の襟えりを噛かんで引っ張った。

　そこで蓮花が眼がん光こう鋭するどく、彼女をにらみつける。

「ちょっとあなた、勝手に私の部屋に入らないでくれるかしら？」

「どうして？　入っちゃいけない決まりなんてないよねー？」

「決まりは無くても、ここはプライベートな空間よ。部屋の主に許可無く入室するなんて常識外れも甚はなはだしいわ」

「ふん、接触保護法下のこの島で、男女同室なんていう事をやっているあなたこそ常識外れだと思うけどなー」

「そ、それは学院の許可が……」

「黙もく認にんされてるだけじゃない？」

「ぐ……でも、それは央真が困っていたからであって……」

「じゃあ、その役割は葵が引き受けても問題無いね。央真、今から葵の部屋に行こ！」

「えっ……」

　蓮花がぼんやりとしているうちに葵が俺の所までやってきて腕を引っ張る。

「おっ、おいっ！」

　葵の腕わん力りよくが思いの外すごくて、俺の体が引きずられる。

　そこへ、「はっ」となった蓮花が声を上げる。

「待ちなさいよ！　央真だって嫌がってるじゃない」

「そうなの？　央真」

「どちらかというと嫌がってるな」

「えー」

　葵はショックだったのか、その場に四よつん這ばいになってうなだれた。

「ひどい……ひどいよー。いくら気心知れた幼馴染みだからってさ、何を言っても傷つかないと思ったら大おお間ま違ちがいなんだからっ。それに蓮花ちゃんだって、かなりひどいよね？」

「蓮花ちゃん??」

　唐とう突とつに馴なれ馴なれしく名前を言われたもんだから、蓮花も目を白黒させていた。

「葵は一応、蓮花ちゃんの先輩だよ？　なのに部屋に入っただけで人を『西部劇でよく転がってくる謎なぞのゴミ』とか『人間産業廃棄物』とか『太陽系に生まれた奇き跡せき的てきな盲もう腸ちよう』みたいに言ったりしてさ」

「そこまで言ってないでしょ！」

「というわけだから、央真はもらっていくね」

「なんでそうなるのよ。そもそも、あなたはどうしてそこまで央真に固こ執しつするの？」

　すると葵は急に恥はずかしそうにモゾモゾとし始める。

「言わせないでよー。それは〝好きだから〟に決まってるじゃない」

「っ!?」

　なぜか蓮花の方が赤くなっていた。

「とっ、とととと突然、何を!?」

「べつに突然でもなんでもないよー。だって葵と央真はこーんな小ちっちゃい時からずっと一緒だったし」

　葵は床ゆかから数十センチの高さに手のひらを置いてそう言った。

「お互い知らない事は何も無いんだから。そんな環かん境きようで育ってきたら、ずっと一緒にいる事が普ふ通つうで、それが〝好き〟に変わるってことだってあるでしょ」

「央真は……その…………彼女の気持ち……知ってるの？」

　蓮花は不安そうな表情で俺を見てくる。

「ああ知ってるぜ」

「え……」

「でも、その思いに応えてはやれないけどな」

　蓮花は二度、驚おどろいた顔を見せた。

　そこへ葵が、こちらに指を差してくる。

「ああ、これは照てれ隠かくしのツンデレだから」

「そんなんじゃねえよ！」

「だったら尚なお更さら、葵と同じ部屋でも全然問題無いねー」

「どんだけポジティブなんだよ！」

　反論することにすら疲れてしまったそんな時、葵がふと尋たずねる。

「そういえば、蓮花ちゃんこそなんでそこまで央真にこだわるの？　好きなの??」

「っ!?　すっ、すすす……」

　困っていたので俺が先に言ってやった。

「好きだぞ」

「ちょっとぉっ!?　勝手に代弁しないでくれるかしら！」

「しかも、かなり俺のことを愛している」

「なっ!?　なにを……っ!?」

「そして俺も蓮花のことが大好きだ」

「……」

　はにかみつつ黙り込んでしまった彼女を前に、俺は続ける。

「それに蓮花だけじゃない。この学院、いや、この島に住む全ての美少女を俺は愛している！　近い将来、この島は我わが楽園島ハーレムアイランドとなるだろう！」

　言った直後、恥ずかしそうにしていた蓮花の表情が、一いつ瞬しゆんにしてムッとしたものに変化する。

　葵はというと、先さき程ほどまでの朗ほがらかさがいつの間にか消きえ失うせていた。

　今では悲しそうな目で俺を見ている。

「まだそんなこと言ってるなんて……あの時からなんにも変わってないね……」

「変化することが必ずしも良いとは限らないだろ」

「もうっ、誤ご魔ま化かさないで。葵は央真のことを心配して言ってるんだから……」

「そんなふうに健気けなげに振ふる舞まってみても、葵は俺の楽園島ハーレムアイランドには入れてやらないぞ？」

「むかっ」

　彼女は頬を目め一いつ杯ぱい膨ふくらませ、眉まゆ尻じりを上げた。

「もう、本気で怒ったんだからっ！　こうなったら葵しか知らない央真の恥ずかしい過去を全部言い触らして回っちゃうからね！」

「俺に恥ずかしい過去なんてあったかなー？」

「あるよ。たとえば幼稚園に通ってた時なんか、央真は終始ビクビクしてて登園から帰る時までずっと葵の手を握にぎってたよね？」

「ちょっ!?」

「しかも『ぜったい、はなさないでね』って目をうるうるさせながら」

「身体的にも精神的にも未熟だったんだから、そういう事もあるだろ！」

「だったらアレはどう？　同じく幼稚園の時に央真がおもらししちゃってさー、その時に丁度先生がいなかったから葵が新しいパンツに換かえてあげたんだよねー？　覚えてる？」

「覚えてない！　覚えてない！」

「慌あわてて否定を繰くり返かえすあたり、明らかに覚えてるでしょ」

「……そもそも、そんな小さい頃の話を持ち出してくるのは卑怯だろ」

「じゃあ中学に上がるほんの少し前の時の話はどう？　央真がお父さんの名前でちょっとエッチなＤＶＤを通つう販はんで買った時、普通にバレてそのまま家族会議になったこと」

「うぉい!?」

「その時に『お年とし頃ごろですから勘かん弁べんしてあげて下さい』ってご両親をなだめたの葵だったよねー？」

「……」

「あとはねー」

「まだあんのかよ！」

　これ以上、過去を掘り返されたらたまったもんじゃない。

　それに傍そばで俺おれ達たちの会話を聞いていた蓮花の反応も気になる。

　試しに彼女の様子をうかがうと、黙ってこちらを見ているだけだった。しかし、それがあまりにじっとしていて動かないもんだから気になって尋ねる。

「どうした？」

「なによ……二人だけで昔話に花が咲さいちゃって」

「え？　なんて？」

「仲よさそうね……って言ったのよ」

「そんなこと無いぞ」

「でしょ？　でしょ？」

　蓮花の問いに二人して正反対の返答をしたあと、互いに顔を見合わせる。

　葵は一度、変な顔をしたが、すぐに気を取り直す。

「まあいいや。というわけだから話を戻もどすけど、今日から央真は葵と同室だから」

「勝手に決めないでよ」

　蓮花はそれだけは譲ゆずらないとばかりに一歩前へと踏み出た。

「なあに？　何か問題でも？　気心知れた幼おさな馴な染じみなんだから、赤の他人の蓮花ちゃんと同室より全然健全だよ？」

「明らかに好意を抱いていると聞いた今、全然健全に思えないわよ」

「それは蓮花ちゃんにも言えることじゃない？」

「わっ、私は、そんなんじゃ……」

「それとも葵が納なつ得とくできる理由でもあるの？」

「ちゃんとあるわよ。央真は私の魔ま神じん。それが同室の理由よ」

「そういえば、そんな話が魔剣士隊本部にいる時に耳に入ってきてたね。にわかに信じがたいけど。それと蓮花ちゃん、あなたが〝黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズ〟を目指しているという事も」

　その単語を耳にした途と端たん、蓮花の目つきが変わった。

　葵はそれを受けて、にやりと笑う。

「なんなら央真を賭かけて勝負してもいいんだよ？　もっとも相手になればだけど」

「望むところだわ」

「おいおい、二人共正気か？　魔剣士同士の私し闘とうは禁じられてるはずだろ？」

　俺が二人の間に割って入るような形で指し摘てきすると、「それくらい知ってる」という顔でにらまれる。

　そしてすぐに葵が何か思いついたのか、手のひらの上で拳をポンッと叩たたいた。

「そうだ。もうすぐ体育祭があるみたいじゃない。勝負の場としては申し分ないと思うけどなー？」

「その提案に異論は無いわ。けど、そっちは本部に出向の身で体育祭に出られるの？」

「自ら進んで勉学に勤いそしむようなものだし誰だれも止めないと思うけど？　じゃあそれで決まりだね。それまでは葵もこの部屋で寝ね泊とまりするってことで」

「「はあっ!?」」

　俺と蓮花は同時に叫んでしまった。

「だってそうでしょ？　体育祭までまだ日があるし、その間ずっと二人っきりだなんて危険すぎるもの」

「べつに……今までだってこうしてきたのだから……問題ないわ」

「そうだ、そうだ、問題ないぞー。葵がいたらこっそり蓮花の着き替がえをのぞく！　なんてことができなくなるからな」

「っ!?　あなたまさか、今まで私の……」

「俺はフリフリがついたピンクのブラが一番好みかなー」

　蓮花の顔が、まるでガスコンロに火をつけたかのように一瞬にして赤くなる。その手には、すでに魔神隷従剣レメゲトンソードも現出していた。

「ぬわっ!?　今の嘘うそ！　冗じよう談だんだって!!」

「なんで嘘なのに、色とか形まで知ってんのよ！」

「それは俺がクローゼットの中で目を覚ましたら、タイミング悪く朝練から帰ってきた蓮花が着替えてて、それでチラッと……。そ、そう！　不幸な事故だったんだ！」

「……やっぱり見たんじゃない！　変態！　死ね！」

　構えた魔剣の尖せん端たんに魔光子の粒つぶが集まり始める。

　だが、そこへ葵が分け入ってきた。

「そんなハプニングイベントがお好みなら葵がいくらでもやってあげるよー。丁度今からお風ふ呂ろに行くから、誰も入ってないと思って扉開けちゃったーっていうシチュエーションでいい？」

「よかねーよ！　そもそも全然ハプニングじゃねえし！　それに葵じゃお断りだ」

「……」

　そこでいつものように歯は噛がみして悔しがる葵の姿を俺は想像していた。

　しかし、彼女は今までのように憤ふん慨がいを露あらわにするわけでもなく、ただ静かに体を背そむけた。

「いいよもうっ、央真なんて知らない！」

　そう言い放つと、そのまま部屋を出て行ってしまった。

　ぴしゃりと閉まるドアの音を最後に、部屋の中が急に静かになる。

「ちょっと……言い過ぎたんじゃないかしら？」

　蓮花が珍めずらしくしんみりとした表情で俺に訴うつたえてきた。

「いいんだよ。あいつはあんな程度じゃへこたれないから」

「そう……ならいいんだけど」

　蓮花は歯切れが悪そうにしつつも自分のベッドに潜り込んでしまった。

　残された俺は、さっきまで蓮花が座すわっていたドレッサーの前に立ち、そこに映る自分の姿を見つめていた。




‡　‡　‡




　夕食をとったあと就しゆう寝しんまでの自由時間。俺はなんとなく寮の外を散歩していた。

　所々にぽつりと置かれたガイド灯を足あし下もとに見ながらぼんやりと歩いていると、ふと気になって顔を上げる。

　するとそこは三年生の寮棟の前だった。

　どうやら無意識のうちに足を運んでしまっていたらしい。

　窓辺に明かりの点ともった三階建ての寮を見上げながら、自分の馬ば鹿かさ加減を鼻で笑う。

　なんだかんだとキツく当たっても、結局のところ心配してしまっている俺がいる。

　やっぱり、あんな顔をされるとかなわないな。

　でも、すべては――

「……あいつの為」

「何が〝あいつの為〟だって？」

「おわっ!?」

　突とつ然ぜん、寮とは反対側の暗くら闇やみの中で声が上がったもんだから、俺は飛とび跳はねるほど驚いてしまった。

　暗がりの中から、月明かりに照らされ青い燐りん光こうを放つポニーテールが現れる。

「あっ、葵!?」

「そんなに驚かなくてもいいじゃない。それともお化けかなんかだと思った？」

「んなわけあるか」

　俺が言うと彼女は優やさしく微ほほ笑えんだ。

「ちょっとそこの庭にある噴ふん水すいの横で涼すずんでたんだよ。央真も来る？」

「あ、ああ……」

　言われるがままについて行く。

　ほんの数メートルで目の前に円形の水みず溜だめがある噴水が現れる。

　俺達は何とはなしに、その縁に揃そろって腰こし掛かけた。

　すると彼女は俺の顔をのぞき込むように見てくる。

「もしかして、葵のこと心配して様子見に来てくれたとか？」

「ちげーよ。散歩してただけだ」

「そう？　葵の知ってる央真なら必ずフォローしに来てくれるはずなんだけどなー」

「……」

　くそう、やりにくいなあ。

「お前こそ、こんな所で何してたんだよ。涼むにしたって、ここは蚊かが多くて仕方が無いだろ」
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「葵は昔を思い出してたんだよ。央真はあの頃ころから変わってないなあって……」

「それはお互い様。葵だってなんも変わってない」

「そう？」

「ああ」

　そうさ。葵は昔から俺の為ために無理をするところがある。

　魔剣祭での事故の記憶を取り戻した今の俺には、その事がよく分かった。

　彼女が魔剣士を目指したのだって俺のせいだ。

　幼い頃、観覧に出向いた魔剣祭で俺の身代わりとなって死んだ蓮花。

　駆かけつけた葵に名前を呼ばれて我に返ると、すでに傍には蓮花の姿は無く、俺は返り血を全身に浴びて呆ぼう然ぜんとたたずんでいただけだった。

　その時に受けた衝しよう撃げきから、俺の中に〝ある強い思い〟が生まれ、同時に〝蓮花を生き返らせる〟という禁きん忌きの契約をした影えい響きようからなのか、魔王の存在と事故直後の記憶が朧おぼろ気げになってしまっていた。

〝女の子を悲しませない〟という意志だけを残して。

　その時からだ。俺が女の子大好きだの、ハーレムだの言い出したのは。

　葵は人が変わったようになった俺のことを心配したんだろうな。

　幼馴染みの俺を守れなかったのは、自分に力が無かったせいだと思い詰めて、魔剣士を目指してしまった。

　しかし、それももう終わりでいい。

「もう俺のことは大だい丈じよう夫ぶだから。葵は魔剣士を目指すの辞めていいぜ」

「え……？　でも、葵には全然大丈夫に見えないよ」

「そんなことはない。俺は本気でこの島のみんなが喜ぶハーレムを作りたいと思ってるし、なにより魔剣士としての目標を見つけた」

「？」

「だからもう俺の為に自分の人生を無む駄だにする必要も無い」

　彼女はしばらく、きょとんとしていた。

　だがそのうち、瞳に光が宿る。

「無駄じゃないよ」

「ん？」

「この学院に来たのは葵自身の意志だもの」

「でもこの前、クラスのみんなの前で『央真の為に魔剣士になった』って言ってたじゃないか」

「切きっ掛かけはそう。そして今も魔剣士としての葵を支えているのは確かに央真の存在。だけど、毎日剣と向き合って過ごしているうちに、剣が無いことの方が不自然に思えてきて……結構、気に入っちゃったみたい」

「気に入っちゃったみたい……って、それでいいのか？」

「うん、好きでやってるんだし問題無いよ」

「そういうのなら、まあ……」

　しかし、それでよくもまあ闘妃インビンシブ夜会ルクイーンで優勝するほどにまでなれたもんだ。元々持ち合わせていた天てん賦ぷの才なのか、それとも彼女本人の努力の賜たま物ものなのか……。

　そこで急に葵が、ぐっと俺に顔を近づけてくる。

「それからね、自分に関わらせないように、わざと意地悪を言うのはもうやめてよね」

「う……」

　バレてた。

「葵は魔剣士目指したこと、なんにも後こう悔かいしてないんだから」

「ああ……わかった」

　彼女の意志は受け取った。だが、やっぱり俺は葵のことが苦手だ。

　一つ年上だからなのか、妙みようにお姉ちゃんっぽいところがあって、俺の考えている事が見み透すかされていたり、子供扱いしたり、結構余よ裕ゆうがありげでいるところが主な原因じゃないかと思う。

　現に今、俺が了りよう承しようしたのを見て「よしよし」と頭を撫なでてきている。こういうのにペースを乱されるのだ。

「やめろって」

　葵の手を優しく振り払う。

「いいじゃない。昔は央真が転んで泣いちゃった時とか、よくこうしてたけどなー」

「昔は昔！　今は今！　それにこんな所を他の生徒にでも見つかったら、俺の学院独裁ハーレム計画に支障がでるだろ」

　言いながら不安になって周囲を見回すと、庭に植わっている木の幹の陰かげから俺達の様子をうかがっている一いつ対ついの瞳を発見した。

　それは紛まぎれもなく蓮花だった。

「あ……」

　本能的にヤバイと思った俺は、慌てて立ち上がろうとした。しかし腰こしの辺りに葵が腕うでを回し、絡からみついてくる。

「どこ行くのー？　まだここにいようよー」

「もう話終わったろ!?　いいから行かせてくれ！」

「まだ終わってないよー。ほら、央真が言うそのハーレムってやつに葵も入れてよー。葵は第一妃でいいからさー」

「何言ってんだ、葵は入れないってさっきも言っただろ。それにハーレムは常に平等でなくては意味が無いんだ……って、今はそんなことを説明してる場合じゃないんだよ」

　身動きが取れないまま再び蓮花に目を向けると、彼女はツンとそっぽを向いて、その場から離はなれていってしまうところだった。

　ああもう、苦労して信しん頼らいを取り戻したってのに、これじゃあまたしばらく不機嫌な状態が続きそうだ。

　部屋に戻ってからの重苦しい空気を思うと、今から辟へき易えきするのだった。







二章　実力差







　ここ最近、不ふ審しんな視線を感じる。

　誰かに常に見られているような、そういう感覚。

　学院中、どこにいてもだ。

　なんなんだ……これは。

　今は数学の授業中。こうしている間も後ろの方から視線を感じる。

　俺の席は廊ろう下か側がわの一番前。そぉーっと左後方に視線を動かしてみる。

　すると気配が一瞬にして消え失せた。

　まあ、状じよう況きようからしてこのクラスの誰かがってことは間ま違ちがいなさそうだが、気になって仕方が無い。

　転入当初は男の俺を珍しがる興きよう味み津しん々しんな視線をたくさん受けてきたが、今はそれとはちょっと違う。突つき刺さすような鋭するどい感覚を覚えるのだ。

　ちなみに窓まど際ぎわの一番前の席は蓮れん花か。

　彼女はさっきから俺おれの方をチラチラ見ては、視線が合うと恥ずかしそうにして教科書で顔を隠すという行動をもう何十回と繰り返している。

　その様子から不審な視線の正体は彼女ではなさそうだ。

　仕方無しに目線を自分の机の上にある端たん末まつに戻すと、再び背中を刺す感覚が蘇よみがえる。

　それにしてもこの感じ、前にもどこかで受けたような……。

　だが、授業の間はどうすることもできず、そのままやり過ごすしかなかった。

　程ほどなくして休み時間がやってきた。

　試してみるか……。

　ちょっとした案を思いついた俺は廊下へと向かう。

　そして教室を出た途端――ダッシュした。

『廊下を走るな』と書かれた掲けい示じ板ばんの前を駆け抜けた。

　急にこちらが行動を起こした事に慌てたのか、後ろからついてきていた足音が乱れて聞こえた。

　俺は無駄に遠回りするように何度か角を折れ、最終的にトイレに駆け込む。

　すると中に入ったと同時に気配が綺き麗れいさっぱりと消えた。

　一階の一番端はしにあるこの場所は、俺専用にと設けられた男子トイレだ。やはり相手は女子。さすがにこの中までは入れなかったらしい。

　さて、逃げ込んだはいいが、ここからどうするか？

　作戦を考える前に、

「とりあえず、ついでだから用を足しておくか」

　そう思って個室の一つに入って鍵かぎを閉めた。

　ここは元々女子トイレだったのを転用しただけ。だから個室しかないのだ。

　だからといって困るような事は無いけど。

　俺は特に何も考えず、ズボンのチャックに手を伸のばす。

　その時だった。

　不意にあの気配と視線が復活したのだ。

　しかも頭上から。

　俺は全力で天てん井じようを仰あおぎ見みた。

「!?」

　不審な視線の正体に目を見開いたのが自分でも分かった。

　そこにいたのは隣となりの個室の壁かべをよじ登り、こちらを見下ろしている――羽は奈なだったのだ。

「なにやってんだ？　そんな所で……」

「え……あ、あっ……」

　俺と視線が合わさったことで彼かの女じよの表情が急激に強こわ張ばってゆく。

「あ、あの……こ、こここれは……そっ、そそそそその…………あひゃっ!?」

　狼狽ろうばいを濃こくした彼女は、思わず手を滑すべらせ下に落っこちた。

　壁の向こう側で、ズンッという大きな音がする。

「おいっ、大丈夫か!?」

　俺は慌てて外に出ると、隣の個室に頭を突っ込む。

　すると洋式便座の上にお尻しりから落っこちて涙目でいる羽奈がいた。

「怪け我がは無いか？」

「いたたた……って、ひぃあっ!?　だっ、だだだ大丈夫です！」

　彼女は真っ赤になりながら、手のひらをブンブン振ってあたふたとしていたが、見た限り怪我とかはしてなさそうだった。

「それにしても……まさか羽奈にのぞきの趣しゆ味みがあったとは」

「ちっ、違いますっ!!　誤解です！」

「大丈夫だぞ。他のみんなには言わないでおいてやるから」

「だから違いますってば!!」

「じゃあ何してんだ？　ここ最近ずっと俺のことを見てるのも羽奈だろ？」

「……」

　その沈ちん黙もくが「自分が視線を送っていた本人です」と認めたことを意味していた。

　羽奈は咳せき払ばらいをして仕切り直す。

「ですから……前にも言ったじゃないですか。学院の風紀と秩ちつ序じよを守る為にこれからは神かん前ざき君を監かん視しさせて頂くと」

「ああ、そういえばそんなこと言ってたなあ。でもまさかトイレまで監視されるとは思ってもみなかった」

「そ、それは……私もちょっと……やりすぎたかも……と思いましたが……で、でも、神前君が好きな子から見られるのは嬉うれしい、みたいなことを言っていたので……もちろん、個人的な興味があったわけではない……と言ったら嘘になりますけど……でも、それだと私がまるで異常な性せい癖へきがあるように思われるのではないかと不安で……いえ、それは決して自分自身を擁よう護ごしようというわけではないんです……ですが……あと、片かた切ぎり先せん輩ぱいのことも気になりますし……」

　彼女は下を向きながらボソボソと何かを呟つぶやいていた。

「それで、監視してて何か得たものはあるのか？」

「あ、はい。今朝、寮りようの部屋を出てから登校するまでに神前君が声を掛けた女の子の数は36人。うち35人にセクハラ紛まがいの行こう為いをしていました」

「ちょっ、おい!?　俺はそんな事した覚えはないぞ！」

「神前君はその35人全すべてに『おはよう、今日も綺麗だね』と性的な嫌いやがらせをしていました」

「ただの挨あい拶さつだろが!!　しかも、よくそんな人数まで数えてるな……」

「ちなみに残り一人には『肩かたに糸くずがついてるぞ。俺が取ってやる』というあからさまな嘘を吐ついて平然と体に触れ、痴ち漢かんを行うという卑ひ劣れつな――」

「嘘じゃねえし！　痴漢じゃねえし！」

「でも世間一般では男の人に触れられると、それだけでその……孕はらむと言いますし」

「どんな偏かたよった情報だ！」

「違ちがうのですか？　それは神前君だけの話？」

「俺はどこの世界の人間なんだ！　てか、それは人間なのか!?」

「では、その結論はひとまず置いておき、次に行きます」

「べつに置いとかなくてもいいだろよ。先延ばしにするような問題じゃないし！」

「学院内での生活で気になった点をいくつか。本日、二時限目にあった剣技指導の授業で、担当の紫し刀とう先生を呼びに行く係を神前君がやりましたよね？」

「ああ、そうだったな」

「しかし実際、授業開始時刻から五分遅おくれて先生が現れました」

「ほう、時計見てなかったけど、そうだったのか？」

「しかも神前君と一いつ緒しよにです。これは二人の間に〝何かあった〟としか思えません」

「何かって、なんだよ！　何もねえよ！　五分で何しろって言うんだよ！」

「墓ぼ穴けつを掘りましたね？」

「いや、そういう意味じゃなくてだな。そもそもあの人はガード堅かたすぎて無理だろ」

「またまた墓穴を掘りましたね？」

「その程度で墓穴なら、俺の周りは穴だらけだな」

「開き直りですか。でも、まだあるんですよ」

　そう言って彼女はどこからかアナログな数取器カウンターを取り出してみせた。交通量とかを計ったりするアレだ。

「見て下さい」

　こちらに向けられた数取器カウンターには、４１８という数字が表示されていた。

「何の数だ？」

「これは神前君が朝から現在まで、女の子へ送った卑ひ猥わいな視線の回数です」

「俺に目を瞑つぶって過ごせというのか！」

「すさまじい欲望の現れですね」

　普通に生活してただけでこの有様だった。

「以上のことから、神前君を島内で野放しにすることは蜂はち蜜みつを求めてさまよう猛もう獣じゆうのように、非常に危険であることが裏付けられました」

「野生の熊くまか何かか！」

「よって今後も私が、間近で監視を続ける必要があると結論付けました。なのでよろしくお願いします」

「なるほど、結局は俺の傍に四六時中いたいってことか」

「ちっ、違います！　あくまで学院の治安と秩序の為です！」

　非常に分わかり易やすかった。

「ま、いいや。それじゃ俺はそろそろ行くぜ？　いつまでもトイレの中にいても仕方が無いしな」

「ちょっ……ちょっと待って下さい……」

「ん？」

　その場から離れようとした時、羽奈は非常に言いにくそうにしながら俺を呼び止めた。

「なんだ、どうした？　まだ何かあるのか？」

「いえ……そうじゃないんです……」

「じゃあなんだ？」

「それは……その……」

　彼女はモジモジするだけで一向に核かく心しんを話そうとしない。ただ便座の上に座ったまま恥はずかしそうにしているだけだ。

　そんな羽奈の様子を見ながら、俺はふと違い和わ感かんを覚える。

　そういえば彼女、さっきからそこに座っているだけで個室の外へ出ようという素そ振ぶりもみせない。ここは一応男子トイレだし、彼女の性格からすれば俺に見つかった時点で慌てて逃げ出すはず。

　なのにもかかわらず、動こうとしないのは……。

　俺は彼女が座っている座面に目をやる。

「もしかして……はまっちまったのか？」

　尋ねると、彼女は熱した鉄のように顔を赤くしながら無言で頷うなずいた。

　今一度確かめると、便座の穴に羽奈のお尻が隙すき間ま無なくすっぽりと嵌はまってしまっている。

　先程、彼女がよじ登っていたトイレの個室を仕切る壁。どうやらそこから落ちた際の衝撃でこうなってしまったっぽい。

「よし、じゃあ俺が手を引っ張るから」

「はい……」

　彼女の両手を持つと繊せん弱じやくな指が遠えん慮りよがちに握り返してくる。

「もっとしっかりと握って」

「はっ!?　……はい！」

　小さな手がぎゅっと俺の手を掴つかんだ。

「いくぞ？　せーのっ！」

「ひぃっ!?　ちょっ、ちょっと待って下さいっ!!」

　羽奈は突然、握っていた手を自分から解き、身を丸めてしまった。

「ん？　どうした？　どこか痛かったか？」

「い、いえ……そうでは無いんですが……あの………………ぱ……ぱぱっ……」

「ぱ??」

　何が言いたいんだ？　と思ったその時、彼女は太ももの付け根辺りを気にするようにスカートの裾すそを引っ張った。

　そして言いにくそうにしながらも訳を告げてくる。

「あ、あの……パ、パンツが……便座に引っかかってて……その……」

「なるほど、無理に引っ張ると一緒に脱ぬげちゃうってことか！」

「っ!?　わっ、わざわざ口に出して言わないで下さいっ！」

「しかし、どうやったらそんな事になるんだ？　器用だなー」

「私だって聞きたいですよ！」

　彼女は恥ずかしさが限界のようだ。

　だからといって逃げ隠れすることもできない状態なので、今では両手で顔を隠してしまっている。

「こいつはピンチだな」

「まるで人事みたいじゃないですか！」

　彼女は半分涙目で憤慨していたが、俺はそこで自分の体の変化に気がついた。

「では、体ごと我に預けてみてはどうか？」

　この口調と傲ごう慢まんな態度。

　間違い無くこれは――〝外げ道どうモード〟になっていた。

　少しばかり外道な衝しよう動どうに駆られるコレは、女の子がピンチになると突然発動する。

　俺が思うより、やり過ぎてしまうところが問題だ。

「預けるとは……どういう事ですか？」

　羽奈が恐る恐る聞いてくる。

「わかっているくせに惚とぼけるとは、そこがまた愛らしい」

「そっ、そんな事ないです！」

「ならば、この我が事細かに教えてやろう。まずはこのようにして――」

　俺は少し屈かがむと彼女の脇わきの下に両りよう腕うでを通し、そのまま背中を抱き締めた。

「えっ!?　こ、ここここっこんな事、困ります！」

「では即そく座ざに我を突き放そうとしないのは、どういう了りよう見けんか？」

「それは……でも、困ります……困ります……から……」

「口では文句を言っていても、体は正直だということだ」

「ち、違います……そんなんじゃ……」

「それに我はお前を助けようとしている。その事を忘れていないか？」

「あ……」

「思い出したのならば我に従い、身をゆだねるがいい」

「……はい」

　羽奈は火ほ照てった顔で頷いた。

「では、このままゆっくりと身を引き上げる。用意はいいか？」

「で、でもそれでは……」

「脱げてしまうだろう」

「えっ、えっ、ええええええぇぇ!?」

「他に方法が見つからないのだから仕方が無いだろう。それとも、冷たく狭せまいこの殺風景な場所に一生閉じ込められているつもりか？　助けを呼ぶこともできるが、その場合は生いき恥はじを晒さらすことになるやもしれない。どちらにせよ、我に助けられた方がお前にとっても最良なのではないか？　それに、こうして密に体を重ねていれば、我からは見えはしないだろう？」

「……」

　彼女は俺に抱き締められながら黙だまっていた。

　だが、しばらくして、

「……わかりました。お願いします……」

　そう告げた後、彼女の体温が急激に上がってゆくのを体全体で感じた。

「フッ、よかろう。では、ゆくぞ」

「はい……」

　細い腕が俺の体に回され、強張って力が籠こもるのが分かる。

　俺は彼女の体を支えつつ、ゆっくりと引き上げる。

　すると、見えはしないが、下の方で耳をそばだてなければ分からないほどの微かすかな音が聞こえてくる。それは布地が肌はだの上を滑るような音だった。

「あっ……」

　思わず羽奈が声を漏もらす。

　しかし、俺は引き上げることを止めない。

　そのまま彼女の体が嵌まっていた場所から抜け出て、浮うき上あがった時だ。

「ぴーかぴーかぴっかぴか♪　ぴかぴかぴっかぴか♪」

　突とつ如じよ、謎なぞの歌声がトイレの中に反響し始めた。しかも鼻歌交じりのそれは、次し第だいに俺おれ達たちの方へ近づいてきている。

「ふんふんふふん、おっそうじー♪　ふんふふん、おっそうじー♪　トイレそうじー♪」

　真後ろまでに迫せまったその歌声の主を確かく認にんする為に、俺は振ふり向むいた。

　そこに立っていたのは、デッキブラシとバケツをそれぞれの手に持ってたたずむ一人の少女だった。

　巻まき髪がみのツインテールに、学院の制服とは違うパリッとしたスーツ。そして小学生と見み間ま違ちがうような身長の低さ。
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　この人物を俺は知っている。というか、羽奈も含ふくめ学院の生徒ならば全員が知っている顔だ。

　そう、彼女はこの魔剣士学院の学院長。鬼灯ほおずき万ま里り枝え、その人だった。

　しかも万里枝先生は未いまだ歌に意識を奪うばわれていて、俺達のことに気づいていない様子。

　今もノリノリでよく分からないオリジナルソングを口ずさんでいる。

　だがそれも程なくして終わり、彼女の視線がこちらに注がれる。

「あ……」

　万里枝先生は目が点になったまま、固まってしまった。

　それもそのはず。男女二人が個室トイレの中で抱だき合あい、片方はパンツ半脱ぎの状態。そんな光景を目もく撃げきしたらそうなるのも当然だ。

　デッキブラシとバケツが音を立てて床ゆかに転がる。

「あ……ああ……あなた達……こんな所で何を!?」

「いっ!?　いえ、先生、こ、これは違うんです！」

　羽奈は下着を引き上げつつ、必死に弁解する。しかし、万里枝先生は狼狽を濃くするばかり。

　俺もいつの間にか外道モードが切れていた。

「いやあ、羽奈がいつでも、どこでも、俺と一緒にいたいって言いましてね」

「うっ、嘘うそを言わないで下さい!!」

「でも半分位、本当のような気もするんだけどなー」

「わーわぁぁぁぁーわぁー」

　羽奈は俺の言葉を掻かき消けそうと大きな声を上げる。

「と、とにかくっ！　かんじゃききゅんは先生に理由を説明しなさい！」

　万里枝先生はいつもの噛かみっぷりで訴えてきた。

　なので羽奈のお尻が便座に嵌まって取れなくなってしまった事など、諸もろ々もろの事情を彼女に話した。それでようやく納なつ得とくしてくれたらしく、多少なりとも落ち着きを取り戻した。

「先生はびっくりしました。そういう理由でしたら仕方ありませんね。でも、こういう場合はまず、先生方に報告して助けを求めることが先決だと思うんですよ？」

「はあ、そうですね」

「それに、こんな神前君くらいしか出入りの無い場所で二人きりだなんて、〝あらぬ事〟に発展する可能性が無いとも言い切れませんからね」

　それに反応するように羽奈が頬ほおを染める。

　俺は空気が読めない人間の振りをして手を挙げた。

「はいはい、先生、〝あらぬ事〟とはどんな事でしょうか？」

「へっ!?　そ、そそそれは、あれですよ……。あんな事とか、そんな事とかです！」

「あんな事って？　そんな事とは具体的にどのような？」

「ぐっ……具体的に!?　えーと、あーあー……ふぅーっ、ふぅーっ」

　万里枝先生は熱暴走した機械のように唸うなり声ごえを上げていた。

　これ以上待っていても返答は期待できなそうだ。そこで俺は話題を変えることにした。

「そういえば万里枝先生こそ、ここへ何しにきたんです？」

「はい？　ああ、先生はコレですよ、コレ。手に持っている物を見れば分かるでしょう？　掃そう除じをしにきたんです」

「学院長自らトイレ掃除っすか!?」

「何か問題でもありますか？」

「いえ、無いですけど……なかなか珍めずらしい光景ではないかと」

「学院の乱れはトイレからとも言いますからね」

「そうですか？」

「そうですよ。大体その学校の校風がトイレに現れるもんなんです。ですから……実際にこの場で……みっ、みみっ、乱れた行為が行われているとは……おおおっ思いも寄りませんでした」

「行われてませんから！　さっき訳を神前君が話してくれたじゃないですか！」

　羽奈が慌あわてて否定した。

「そ、そうでしたね。では先生は安心して掃除をしたいと思います」

　万里枝先生は上着を脱いで、ブラウスの腕をまくり、水道からバケツに水を入れ始める。

　やる気満々だ。

　バケツに水が溜たまるまでの間、彼女はデッキブラシの柄をこちらに向けてくる。

「どうですか、神前君達も一緒にやってみませんか？」

「どちらかというと、俺の穢けがれた体を万里枝先生の心のブラシで磨みがいて欲ほしいんですが」

「にゃわ!?　何を言って……いっ、意味が分かりません！」

　彼女は出だした手を引っ込めた。

「もういいです！　一人でやりますから。神前君達は教室に戻って下さい。もうすぐ次の授業が始まるでしょうし」

「うーん、残念。じゃあ行こうか、羽奈」

「え？　あっ、はい！」

　急に振られたので、羽奈はびっくりしていた。しかし、すぐに理解した彼女は、動き始めた俺の後についてくる。

　そのまま、この場から去ろうとした間ま際ぎわだった。

　万里枝先生がこう告げてくる。

「それから、そういうのは……今はまだ待って下さいね」

「え？　なんの事です？」

「い、いえ、こちらの事です。気になさらないで下さい」

　彼女は落ち着かない様子でこちらに背を向けた。

　俺はその態度がなんだか腑ふに落ちないのだった。
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「新しい部を立ち上げようと思ってるんだけど、入部しない？」

　食堂の外にあるテラス席で、俺は同席しているクロアに向かってそう誘さそってみた。

　彼女は自分の前に置いてあるカップからカプチーノを一口啜すすると、相変わらずな無表情の顔を向けてくる。

「部とは何？」

「部ってのは部活動を行う為の集まりだな。同じ趣味や目的を持っている者同士が集まって楽しく過ごす場所だ。で、それなんだけど、部員が五人集まらないと部活として認められないらしいんだよ。だからクロアに頼たのんでいるわけだ」

「部に於おける活動内容の詳しよう細さいを求む」

「ああ、俺が立ち上げようとしてるのは『悟さとり部』って言ってね、膝枕の上で心の平へい穏おんを保ち、この世の真理を探さぐるのが主な活動さ」

「了承。入部する」

「ちょっと待って下さい!!　なんでそんなに簡単に入ろうとしてるんですか！」

　あわあわとしながら割り込んできたのはクロアと同じ顔をしたクロエだった。

「央おう真まが困っていた為」

「だからって……膝枕だなんて……」

「問題無い」

「ありますよー！」

　彼かの女じよ達たちが言い合いになったところで、俺の頭に疑問が浮かんだ。

「おかしいなー」

「何がですかー？」

「ちょっと前までのクロエだったら『膝枕ってなんですか？』とか聞いてきてもおかしくないなーと思ってな。まるで以前のクロエをクロアに見ているような気がする」

「わたしだって、その……ここに来てから色々と勉強したんです。そうしたら今まで央真さんの前でわたしがしてきた事は、全部恥ずかしい行動だったんじゃないかって……最近になって後悔してるんです。だからクロアのやる事が見ていられなくって……」

「そんな事は無いと思うけどなー」

「え？」

「俺はクロエもクロアもとても魅み力りよく的てきな女性だと思ってる」

「ふぇ!?」

「特にクロエは優やさしさに溢あふれたその笑え顔がおがとても綺麗だ」

「そ、そ、そんなことありませんよー……」

「いいや、それは表面だけ美しいのとは違って、人間として中身まで美人でないと表には出てこない、そういう綺麗さなんだよね」

「やっ、やだなー言い過ぎですよー」

「そうは言ってもこれは真実だから。言い過ぎでもなんでもないんだよ」

「え……あ、あり得ないですよ、わたしがそんな……で、でも、央真さんにそう言ってもらえると……ちょっと……嬉しいかな？　うふ、うふふ……」

「だから、できればクロエにも俺の作る部に入って欲しいなー」

「分かりました。入ります！」

「うしっ」と心の中でガッツポーズを決める。

　あっさり二人目の部員をゲットして喜んでいると、クロエが隣のテーブルから椅い子すを持ってきて俺の隣に座すわった。

「そういえば、どうして急に部活を作り始めたんですかー？」

「それはあれさ。ここのところ俺の学院独裁ハーレム計画が滞とどこおっている状態だろ？　多分その原因は、あまりに大きな目標から手を入れ始めたが故ゆえに何もかもが散さん漫まんになってしまっているせいだと思い至ったわけだ。だからまずは小さな所からコツコツと支配を広げて行こうかなあと」

「あの……その央真さんが言うハーレムというのは……たくさんの女の子ではなくて……誰だれか一人に絞しぼることはできないのでしょうか……？」

「それは難しいなあ。俺はできるだけ多くの女の子を幸せにしたいと考えているし、そもそもそれではハーレムじゃないしな」

「……そうですか」

　クロエはがっくりと項うな垂だれていた。だがそのうちに不満そうな表情を見せ始め、今では俺をにらみ付けながら口を尖とがらせていた。

「あれ？　なんか怒おこってる？」

「いいえ、怒ってません」

「そう……」

　明らかに怒っていたが、今は触ふれない方が良さそうだ。

「えっと……さて、あと二人集まれば部として申しん請せいできるな」

「わたしに良案有り」

　カプチーノを飲み干したクロアが、唐とう突とつに口を開いた。

「ん？　なんか当てがあるのか？」

「追加87名の入部が可能」

「ちょっ!?　どっから出てきたんだよ、その数字!?　しかも、すげー多いし！」

「13番サーテイーン以降の量産品クローンが存在」

「クローンって……まさか、クロエの!?」

　隣で本人の体がビクッと震ふるえたのを横目で捉とらえた。

　クロアは以前、12番トウエルヴと呼ばれていたのを知っている。だから最低でも12人は存在しているのかも？　と思っていたが、まさかそんなにも多くのクローンが造られていたとは考えてもみなかった。

「じゃあ、その子達が今どこにいるのか知ってるのか？」

「存知しない」

「は？」

「個々に管理されている為ため、所在は不明」

「それなら、なんでその事を？」

「元型アーキタイプの意志は量産品クローンの総意。その為、全個体に入部の意志が発生」

「なるほど……そういう事か。で、その子達の身の安全までは分かったりするか？」

「わたし以降、任務ミツシヨンが遂すい行こうされたと思われる事じ跡せきが無い為、待機状態にあると推測」

「そうか、無事なら良かった」

「話題転換」

「ん？」

「この飲料が美味だった為、おかわりを所しよ望もうする」

　クロアは突とつ然ぜん話を切り上げたかと思ったら、先さき程ほど飲み終えたカップを俺に差し出していた。

「そいつは自分でいれてくるんだ。セルフ形式ってやつ」

　俺は食堂の中にあるカウンターの方を指差した。そこにファミレスなんかにあるドリンクバーみたいなコーナーがあった。

「了りよう解かい」

　彼女はカップを持ったまま立ち上がり、俺が教えた方へ行ってしまった。

　それでテラス席に残されたのは俺とクロエの二人だけになっていた。

　彼女はクローンの話題を出されて気持ちが沈しずんだのか、テーブル上に寂さびしげな視線を落としたまま。

　俺はそんな彼女の向かって言ってやった。

「大丈夫さ」

「はい？」

　クロエは憂い気味の瞳ひとみを上げる。

「いつかクロエの姉妹達を俺が全員助けてやるからさ」

「央真さん……」

　彼女の虹こう彩さいが滲にじんだように映った。幾いく度どか瞬まばたきをし、こちらを見つめている。

「それに全員、入部希望者みたいだからな」

「ふふっ」

　口元が緩ゆるみ、笑えみが漏れた。

　良かった。

　クロエもクロアも、もうあんな目には遭あわせられないからな。

「そうしたらやはり、目の前の部員集めが先決だな。とりあえずあと二人のうち一人は確定っぽいけど」

「えっ、誰ですか？」

「もう、すでにここに来てるだろ。なあ？　羽奈」

「ひっ!?」

　俺の真後ろで引ひき攣つったような短い悲鳴が上がった。クロエもそれにちょっと驚おどろいたようだ。

　羽奈はびっくりした拍ひよう子しに隠れていた植え込みの陰かげから転げ出た。

　そして今まで自分の存在が気づかれていないと思ったのか、まさかという表情で俺のことを見ていた。

「羽奈は隠れるのほんと好きだよなー。忍にん者じやの家系か何か？」

「そっ、そんなわけ無いじゃないですか！」

「じゃあそんな所で何してんの？　結構前から張ってたよな？」

「う……」

「あ、羽奈はくノ一の格好、結構似合いそうだよね？」

「忍者の話はもういいですから！　それと前にも言いましたよね？　私は学院の風紀を守る為に神前君の監視をしていると」

「あれ？　それまだやってたのか」

「当たり前です。神前君がいつ学院の生徒に手を出すか分かりませんから」

「ふーん、それはご苦労なことで。それで話は戻るけど、羽奈もＯＫだよな？」

「かっ、勝手に決めないで下さい！　誰がそんな……ひ……膝枕なんていう、いかがわしい事をする部活に入部なんて……するわけないじゃないですか」

「それじゃあ〝雪ゆき代しろ羽奈〟入部希望っと」

　俺はテーブルの上に出した申請用紙に彼女の名前を記入した。

「えっ、ちょっと!?　人の話を聞いて無いんですか？　それに本人の直筆でなければ無効ですよ！」

「分かりゃしないって」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

「なんだかんだ言っても入部したかったんだろ？　俺には分かってる」

「違います！　そもそも膝枕なんて私は絶対しませんからっ！」

「そうか、じゃあ逆に俺が膝枕してやるよ」

「え……」

「あ、今、迷っただろ？」

「まっ!?　迷ってません！　……でも、これは神前君を間近で監視できる最良の環かん境きようだとも言えます。なので、入部してあげます」

　俺はニヤニヤとした視線を彼女に向ける。

「こっ、これは決して個人的な興味があったわけではなく、仕方無く、仕方無くですよ？　そ、そこのところを勘かん違ちがいしないで下さい」

「はいはい」

　適当に返事をすると、彼女は非常にもどかしそうに歯は噛がみしていた。

「さて、あと一人をどうするかだが」

「蓮花さんが、いいんじゃないですか？」

　そう提案してきたのはクロエだ。彼女と蓮花は普ふ段だんから仲が良いので、そう言ってくるのも分かる。

「蓮花はなあ……今ちょっと無理そうだなー」

「え？　なんでですかー？」

「最近、色々あって苛いら々いらしてるんだ。誘っても全力で断られるだろうな」

「そうですか……あ、じゃあ、あの葵あおいさん……でしたっけ？　あの方はどうでしょう？」

「葵は無理！　俺が無理！」

「えーどうしてですかー？」

「そうですよ。女とあれば誰でも手を出す神前君が、なぜあの片切先輩だけを避さけるのか？　私も興味があります」

　羽奈が、がぶり寄るくらいの勢いで俺に迫ってきた。

「とにかく無理」

　葵がいると、どうしてもやりにくくて仕方が無いのだ。

　俺のやる事は全部分かってて、先回りされてしまう。それは学院独裁ハーレム計画を進める上で非常に面めん倒どう臭くさいことになる。

「でも、それが駄だ目めとなるとどうしたらいいでしょう？」

　クロエは頬に人差し指を当て、空を仰あおいだ。

「よし、こうなったら俺がクラスのみんなの名前を勝手に書いて提出してしまおう」

「そんなの駄目に決まってます！」

　羽奈の手が横から伸のびてきて、書きかけていた申請用紙を取り上げてしまった。

「やはり私は判断を誤っていました。こんなのは認められません」

　そう言って彼女は用紙をビリビリに切きり裂さき、紙かみ吹雪ふぶきにしてしまった。

「ああああっ!?　っと、驚いたふりをして、もう一枚」

「なっ!?」

「用紙なんていくらでもあるんだから破いたって意味無いだろ」

「む……」

　だがそんなふうに息巻いてみたものの羽奈に全力で止められ、結局最後の一人は集まらず終じまいだった。




‡　‡　‡




　学院の敷しき地ち内ないにある闘技場アリーナ。

　そのフィールド上に俺達二年Ａ組の生徒が集合していた。

　今日はこれから模擬戦闘訓練の授業がある為だ。

　闘技場アリーナは先日の鉄てつ騎き襲しゆう来らいで破損した箇か所しよがあり、しばらく使用できないでいたが、ようやく修理が完かん了りようしたのだとか。

　それも昨日の今日で、どうやら俺達のクラスが修理後、初の授業らしい。

　今はこの授業の教官である紫し刀とう美み影かげ先生が生徒達の前で説明を行っている。

　模擬戦闘訓練は以前もやったことがあるので大体段取りは心得ていたが、注意事項は同じ内容を毎回しっかりと伝えるようだ。

　頑がん強きような魔神装甲イーヴルギアをまとうとはいえ、一応戦闘行為を行うのだ。惨さん事じを招く可能性が無いとは言い切れない。だから、気の緩みや間ま違ちがいが無いように再確認の意味があるのだ。

　ただ前回と違うのは、前は単騎ソロ戦だったのに対し、今回は双騎タツグ戦であることだった。

「ほい、説明はこれで終わり。んじゃあ、適当に好きな人とペア組んじゃってー」

　美影先生の指示でみんなが動き出す。

　このノリは普ふ通つうの体育の授業と変わらないなー……。

　とか悠ゆう長ちように考えていたら、俺の目の前に突如三人の女の子が現れた。どの子ももちろんクラスメイトの見知った顔だが――

「神前君、あたしと組もっ！」

「何言ってんの、神前君は私と組むのよ！」

「ちょっと、抜ぬけ駆がけはダメだよ！　わたしにも組む権利はあるんだからっ」

　そんなふうに目の前で揉もめ始はじめた。

　しかも、こうしている間にも彼女達の後ろから更さらに多くの子達が押おし寄よせてくるのが視界に入った。

「ああっ、もう声掛けてる！　ずるーい！」

「いやーん待って、私も私も！」

　次から次へと増えてゆくペア希望者に収しゆう拾しゆうがつかなくなる。

　いつの間にか周囲を取り囲まれ、もう誰が誰やら分からなくなったのだ。

「押さないで！　痛い、もうっ」

「誰か私の足踏んでるわよ！」

「み、みえなーい！」

　それはまるで、空港に降り立ったハリウッドスターを揉みくちゃにするファンの群れのようだった。

「なんだこれ？　俺、もしかして大人気!?」

「違いますよ。誰だって、強い魔剣士と組みたいのは当たり前です」

　なぜか足あし下もとの方でそんな声がした。

　不思議に思って下に向かって潜もぐってみると、女の子達の美び脚きやくに挟はさまれて身動きが取れなくなっている羽奈がいた。

「なにやってんだ？　そんな場所で」

「好きでこんな事になっているのではありません……」

　口調は冷れい淡たんだったが、なぜだか頬は赤い。

「そうなのか？」

　なんだか腑に落ちないでいると、近くにクロエの姿があるのも確認できた。彼女もまた女の子達の脚あしの合間で苦く悶もんの表情を浮かべている。

「はわわ……く、苦しいですー……」

　この状態は俺がこの場にいる限り収まりそうにない。

　ならば――。

　思い立って、俺は無数の脚の隙間を縫ぬって集団から抜け出した。

　その際に女の子達の間で「きゃっ!?」とか「なに!?」とか声が上がる。

　上う手まいこと外に出られた俺の目に入ってきたのは、フィールドの端はしの方でポツンとただ一人たたずむ蓮花の姿だった。

　俺はそのまま彼女に駆け寄る。

　彼女もまた俺に気づいて、呆ぼう然ぜんとした態度を取っていた。

　そんな蓮花の横に回り、クラスのみんなに向かって言う。

「俺は蓮花と組むから」

　途と端たんに「えー」という声が一いつ斉せいに上がる。

「ごめんな。本当はみんなと組みたいんだ。でも俺、蓮花の魔ま神じんだからさ」

　みんな微び妙みように納得していないようで、しばらくブーイングが続いていたが、そのうちに渋しぶ々しぶ解散していった。

「なんで私となのよ」

　二人だけになったところで蓮花が仏ぶつ頂ちよう面づらで聞いてくる。

　この前、葵とコソコソやってた所を目撃されてから、こんなふうにずっと不ふ機き嫌げんなのだ。

「なんで……って、個人戦なら別だけど、タッグを組むってんなら、こういう時は蓮花しかいないだろ？」

「でも美影先生は〝好きな人〟と組むようにって言ったわよ」

「問題無いんじゃないか？　俺、蓮花のこと好きだし」

「……」

　彼女は僅わずかな間、黙もくしていたが、すぐに膨ふくれっ面つらになる。

「ふん、どうせ央真の言うことだから誰でも〝好きな人〟なんでしょ」

「そうだな。かわいい女の子ならみんな好きだな」

「……」

「でも、俺にとって蓮花は特別な存在であることは確かだ」

「特別……私が……？」

「そう、特別」

「ふふ……そう……特別……良い響ひびきね」

　彼女は低い声で静かに笑い始めた。そして、

「分かったわ、組んであげる」

「それはなにより」

　あっさりと機嫌が回復したようだった。

「でも私達が組んだら、もうこの学院には敵無しじゃないかしら？」

「そうか？」

「そうよ。だって央真の魔ま王おうとしての隷れい従じゆうの力が働いている限り、他の魔ま剣けん士し達たちはその能力を充じゆう分ぶんに発揮できないはずでしょう？」

　やけに上機嫌に話す蓮花。

　確かに彼女の言う通り、俺には全すべての魔神を屈くつ服ぷくさせる力が備わっている。少しばかりその能力を使うだけで、この学院の魔剣士達は畏い怖ふして動けなくなるだろう。

「でも俺、今回から魔王の力、使うのやめたから」

「は？」

　蓮花が目を丸くした。

「ほら、前に俺も黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指すって言っただろ？　それはいいんだけど、このまま魔王の力使ってたら模擬戦だけでなく、闘妃インビンシブ夜会ルクイーンでも、圧勝してしまうしな。そんな反則に近いことできないだろ」

「それは……」

「それにこいつは元々、俺自身の力だったわけじゃなく借り物だからフェアじゃないし。だから黒王の剣が起動する最低限の魔ま力りよくを残して封ふう印いんする。こっからは俺の力だけで試ためしてみたいんだ」

「……」

「ああ、でも蓮花の魔神としての魔力は、俺の意志とは関係無しに供給されているみたいだから自由に使ってくれていいぜ？」

「央真がそう決めたのなら……別にいいんじゃないかしら……。私にはそれを止める権利は無いし……」

「権利はあるさ。俺の契約主マスターなんだから」

「え……」

「俺一人の時はいいけどさ、こうしてタッグを組む時はどうしても迷めい惑わくをかけちゃうわけだし。だから、どうしてもってんなら少しくらい――」

「ふん、見み損そこなわないでよね。そんなもの無くても私は堂々と戦って目標を勝ち取るわよ」

「だと思った」

「へ??」

「蓮花なら、そう言うと思ったってこと」

「……」

　彼女は頬を朱しゆに染めて、俺から視線を逸そらした。

「そう決めたのなら、この模擬戦、負けるわけにいかないのは分かってるわよね？」

「元よりそのつもりだぜ？」

「大層な自信ね」

「蓮花ほどじゃないけどな」

　俺達は自然と互たがいに笑みを見せ合っていた。

　そこで俺はここぞとばかりに言い放つ。

「よし、これで学院独裁ハーレムは頂きだな！」

「はぁっ!?」

「魔剣士のトップになれば、それ相応の信用が生まれる。即すなわち、やりたい放題！　というわけさ」

「な……」

　蓮花は強く握にぎった拳こぶしをぷるぷると震わせ始める。そのうち、その手は上に振りかざされた。

「私の……私のやる気を返しなさいよ！」

「おっと、そろそろ模擬戦の順番決めが始まるみたいだぞ。俺達も行かないと」

「ちょっと、待ちなさいよ！」

　俺は怒いかりの形相で追いかけてくる蓮花をかわしながら、みんなが集まる場所へと走った。







「あんた達、ほんとクジ運が良いわね」

　そう言ってきたのは、金属のような煌きらめきを放つ腰こしまでの銀ぎん髪ぱつとグラマラスな姿態を持った女性。美影先生だった。

　彼女は気け怠だるい感じで、自前のタブレット端たん末まつの画面を俺達に向けてきた。

　そこには自動選出ソフトによって無む作さく為いに選ばれた対戦表が表示されていた。

　確かく認にんすると第一戦目に俺達の名前がある。

　対戦相手を見ると、美影先生の言っていた〝運が良い〟という理由が分かった。

［クロエ・アレクシーウ　＆　雪代羽奈］

　良く知ったあの二人だったのだ。

　しかもクロエは先日の契約試験で72柱クラスの魔神と契約し、羽奈と同じ上級魔剣士となっていた。よりにもよって一度に上級魔剣士二人を相手することになる。

　絶対これ仕組まれてるだろ。

　そう思って美影先生に懐かい疑ぎ的てきな視線を送るが、彼女は全く素知らぬ顔でプチチョコアイスＰｉｍｏピモのピックを囓かじりながら鼻歌を歌っていた。

　まあいいさ。俺は羽奈と一度戦ったことがあるし、蓮花もクロエと対戦した経験がある。

　勝手知ったるは、なんとやらだ。

「じゃあ早さつ速そく始めるわよー」

　美影先生の号令で、対戦を待つ生徒達はぞろぞろと観客席に上る入り口へと消えて行く。

　フィールド上に残された俺達はそのまま魔神隷従剣レメゲトンソードを現出させ、同時に魔神装甲イーヴルギアも身につける。

　準備はあっさりだ。そのまま対戦相手を見み据すえる。

「今回はこの前のようにはいかせません」

　そう言ってきたのは羽奈だ。

　俺がこの島にやってきて初めて魔剣士として対戦したのが彼女だった。あの時は俺が一方的に攻せめ伏ふせてしまう結果になってしまった。

　その対戦直後から、妙みように角が取れたようになっていた彼女だったが、上級魔剣士としてのプライドは健在らしく、普段日常で向かい合った時の表情とは違う、一人の剣士としての顔になっていた。

「お手て柔やわらかに頼むぜ」

　それは本心から出た言葉だったが、彼女の反応は冷ややかだった。

「それはそうと、クロエと組んだんだな」

「それは……神前君を除いたら、このクラスで次に能力が高いのは彼女しかいませんから。当然の結果です」

「ふーん」

「な……何か問題でも？」

「いいや」

　歯切れの悪い答えだと感じたのか、彼女は怪け訝げんな表情を見せた。

　一方、クロエは蓮花と会話していた。

「蓮花さん、また当たっちゃいましたねー」

「そうね。でも今度は負けないわよ」

「はい」

「そこは否定するところでしょ？」

「あ、そうでしたね、あはは。じゃあ頑がん張ばります！」

　俺達はそんなふうに軽く会話を交かわした後、指定されている配置に付く為、互いに距きよ離りを取る。

　その際に俺は、歩きながら蓮花に耳打ちした。ちょっとした作戦を伝えたのだ。

　彼女はさほど驚く様子も無く、むしろ素す直なおに頷うなずいてくれた。

　俺達は羽奈やクロエ達と五十メートルほど間を開けた地点で静止する。

　あとは開始の合図を待つのみだ。

　ルールは前回と同じ、それぞれの累るい積せきされたダメージポイントＤＰが１００に達した時点でフィールドから排はい除じよされる方式。

　何も難しい事は無い。

「さて……上手くいくかどうか」

　小さく独り言を呟つぶやくと同時に、模擬戦開始のブザーがフィールド上に鳴り響いた。

　直後、真っ先に動いたのは羽奈だった。

　冷静に物事を捉え、分ぶん析せきの後に行動を起こすタイプの彼女からしたら、アグレッシブな戦法だ。

　前回と同じやり方では同様の結果しか出ないと考えたのだろう。動きを変えてきた。

　特とく徴ちよう的てきな大型ランスを真正面に構え、俺ではなく――

　蓮花へと向かって行ったのだ。

　しかもクロエまでもが蓮花を目標と捉え動き出していた。

　どうやら、まず最初に倒たおしやすい小敵の方から排除し、残された俺を二人がかりで押さえ込むという作戦らしい。その方が余計な邪じや魔まが入らず、戦せん闘とう力りよくを一ヶ所に集中できると考えたのだろう。

　蓋ふたを開けて見れば、やはり羽奈らしい堅けん実じつな戦い方だった。

　だが、俺は先に蓮花へある事を伝えていた。

　彼女は指示通り、戦闘開始と共に上空へ舞まい上あがり、すでに後方へ退いていたのだ。

　そこは天てん井じように張られた魔ま力りよく障しよう壁へきが後うしろ髪がみに触れそうなくらい、フィールドの限界領域ギリギリの場所だった。

　そんな蓮花に向かって飛び立った羽奈とクロエの間に、俺は立ちはだかった。

　これを無視する事は不可能だと悟った羽奈は切っ先を俺に向けてくる。

　それは明らかに剣速に切れの無い、様子見の一いち撃げきだった。だが――

　彼女の魔ま剣けんの尖せん端たんが俺の胸むな元もとを突ついた。

　文字通り、ダメージを受けたのだ。

　魔神装甲イーヴルギアに張られた魔力障壁が、衝しよう撃げきを吸収してハニカム状の光を見せ、観客席後方に設置されている電光掲示板にも間違い無く、

［神前央真　＋20ＤＰ］

　の文字が表示されていた。

　これに一番驚いたのは何気ない攻こう撃げきを当てた羽奈だった。

　なんで今のが??　みたいな顔をしている。

　前回、俺に圧あつ倒とう的てきな力でねじ伏せられていたから、その驚きは尚なお更さらだ。

　俺は眼前で困こん惑わくの色を隠かくせないでいる彼女に言ってやった。

「だからさっき、お手柔らかにって言っただろ？」

「えっ……??」

「俺は今回から魔王の力を使うのを止めたんだ。あれはアンフェアだと思ってさ。だから今の俺は俺自身の技量だけで戦ってるって事だな」

　それを聞いた羽奈は僅かな間、呆然としていたが、すぐに含ふくみ笑わらいを見せる。

「そう……そうですか。それは良い事を聞きました」

　彼女の目の色が変わったように見えた。

　途端、巨きよ大だいな魔剣が飢うえた猛もう獣じゆうのように唸うなりを上げて俺に襲おそいかかってきた。

　繰り出されるのは突きを主体とした連撃。

　いけると判断した彼女は目標を蓮花から切り替え、畳み掛けに入ってきたのだ。

　俺はなんとかその攻撃を受けしのぐ。

　すると羽奈は、すかさずダンタリオンの書しよ架かを展開させてくる。

　彼女のランス型魔剣が芯しん部ぶを残して螺ら旋せん状じように解け、無数の魔本と化す。

　その本達は俺の周囲を取り囲むと、瞬しゆん時じに形状を別の物へと変化させた。

　それは彫ちよう金きんが施ほどこされた撃鉄と、先が広がった特徴的な銃じゆう口こうを持つ、古式銃だった。

　容よう赦しやなく、一斉に引き金が引かれ、魔光子で形作られた弾だん丸がんが炸さく裂れつ音おんと共に発射される。

　まずいと察知した俺は真上へと飛び上がり、集中砲火から抜け出す。

　だがそこにタイミングを合わせたように羽奈の剣が迫せまってくる。

　逃にげ場ばを失った俺がそこに移動してくる事を狙ねらっていたのだ。

［＋30ＤＰ　【TOTAL】50ＤＰ］

　またもやダメージ。

　今度はまともに食くらった反動で、ある程度後方に吹ふき飛とばされる。

　そこに、とどめとばかりに追つい撃げきが迫る。

「これで、終わりです！」

　彼女は魔本を集結させ、再びランス型の魔剣を形作ると、体勢を崩くずしていた俺の腹部目掛けて渾こん身しんの一撃を振ふりかざしてきた。

　魔光子が円えん錐すい状じように固着し、目ま映ばゆい光を放つ。

　その激しい閃せん光こうは高エネルギーの魔力が結集している証しよう拠こだ。

　言葉通り、本当に終わらせるつもりの一撃。

「やべっ」

　後ろに反り返るような形で無防備に胴どう体たいを晒さらしていた俺は、普通ならば［THE END］の場面。

　だが、

「なーんてな！」

「!?」

　突然、むくりと身を起こし、薄うす笑わらいを浮うかべた俺に羽奈はぎょっとした表情を見せる。

　すかさず体勢を低くして、大きなモーションで仕し掛かけてきた彼女の懐ふところに入り込む。

　むしろ、無防備に腹を晒してしまったのは彼女の方だった。

「まさか……わざと!?」

　羽奈は腕うでを最上段に構えたまま顔がん面めん蒼そう白はくになっていた。

　しかし今いま更さら気づいても、動作に入ってしまった体は止められない。

　俺はがら空きになった彼女のヘソの辺りに剣の尖端を合わせ、刺突をお見み舞まいする。

「ぐうっ!?」

　羽奈は体勢を崩し、よろめいた。

　直後、

［雪代羽奈　＋１００ＤＰ　【TOTAL】１００ＤＰ　敗北］

　電光掲示板にはそう表示されていた。

「え!?」

　突然やってきた敗北に、羽奈は目を丸くしたままゆっくりと降下してゆく。だがすぐに状じよう況きようを理解した様子だった。

　そう、この模擬戦はどれだけ相手に致ち命めい的てきな損害を与あたえたかによってダメージポイントＤＰの数字が決まる。もちろん魔力を使った技で相手のダメージを累積してゆくのが通常の戦い方だろう。でも魔力を封印してしまっている今の俺は、この方法しかなかった。

　あからさまに無防備な〝急所〟を突くこと。

　それにより、模擬戦の判定システムが致命的なダメージを受けたと判断。それに応じたＤＰ数値を弾はじき出だしたのだ。

　フィールド上に着地した羽奈は屈くつ辱じよくに満ちた表情をしていた。

「私を油断させる為、わざとやられた振りをしていたんですね……」

　俺も彼女の近くに降り立つ。

「でも、そうでもしなければ、魔王の力を封印した俺じゃ上級魔剣士には勝てないからな」

　羽奈は悔くやしさに眉まゆをつり上げながらも頬ほおをピンク色に染めていた。

「おっと、こうしちゃいられない。まだ終わってなかった」

　そう、まだクロエが残っている。

　俺は天井を見上げた。

　そこには飛び回る二つの軌き跡せきが描えがかれていた。

　浮ふ動どうする為に放出される魔光子の粒つぶ。そいつが放つ残光。

　クロエは羽奈が俺に向かったことを確認した後、当初の予定通り蓮花を標的と捉え、戦闘に入っていたのだ。

　しかし、頻しきりに攻撃を加えるクロエに対して、蓮花は時たま見当外れな斬撃を放つだけで、ほとんど回かい避ひに全力を注いでいる。

　今もこの空間を目め一いつ杯ぱい使って高速で逃げ回る彼女の姿があった。

「逃げてばっかりではなく、ちゃんと勝負して下さい！」

　温おん厚こうなクロエも、これにはさすがに文句を飛ばしていた。

　そんな彼かの女じよ達たちの間に俺は飛び出した。

「こっからは俺が相手になるぜ、クロエ」

「央真さん!?」

　俺が目の前に分け入ってきた事で彼女は動きを止めた。蓮花も背後で逃とう走そうを止めていた。

「わかりました。いいですよ。蓮花さんですといつまで経たっても勝負してもらえませんから」

　クロエの意識が完全に俺に切り替わったのを感じた。

「いきます！」

　メイドドレス型の魔神装甲イーヴルギアから魔光子が溢あふれ出だし、彼女の体がふわりと舞い上がる。

　そのままファルカタのように湾わん曲きよくした魔剣で斬きり付つけてくる。

　俺は素す早ばやく回避したが、そこで彼女の手から魔剣が離はなれた。

　投げ放ったのだ。

　そいつはまるで円えん盤ばんのように高速で回転を始め、こちらに向かって飛んで来る。

　だが、この攻撃は前に離り島とうでの契約試験時に見た事があるから知っていた。

　彼女の手から伸びる魔光子の流れが回転する魔剣に繋つながっていて、まるでヨーヨーのように操あやつることができるのだ。

　分かっていれば避けるのは簡単。しかも俺には強い味方があった。

《次、下から》

　俺の頭の中に直接響く声。

　蓮花の声だ。

　彼女の魔神である俺は、魔神隷従剣レメゲトンソードを通して繋がっている関係。そしてなぜだか、彼女の心の声が俺にだけ聞こえてしまうのだ。
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　戦略や洞どう察さつ力りよく、そして剣技を理論的に身につけている彼女に、こうしてサポートして貰もらえば俺の戦闘はぐっと楽になり、相手より優位に立てる。しかも聞くより早く反応できるのは、声だけでなく彼女の意志そのものが伝わってきているからだ。

　実は先さき程ほどの羽奈との戦闘においても、ずっとこのサポートを受けていた。

《次、右から。捻ひねってくる》

　俺は言葉通りに反応して、これを難無く避けた。

　一歩下がった場所から戦闘を大局的に見ている彼女には、俺には見えないものが見えるのだ。

「どうして当たらないんですか……」

　読まれているような俺の動きにクロエは不ふ審しんを強くする。

「それくらいなら余よ裕ゆう、余裕」

「なら、増やしちゃいます！」

「え？　増やすって……おわっ!?」

　突とつ然ぜん、回転刃とは違う別の攻撃が、あらぬ方向から飛んできたのだ。

　これには蓮花も対応できなかったようで、俺は野性的勘で咄とつ嗟さに避けた。

　そいつは魔光子で形作られた巨大な拳だった。

　しかもその数が尋じん常じようじゃない。

　彼女の背中から伸びる無数の腕はまるで千手観音さながら。それらが回転する魔剣と共に襲ってくる。

　その圧倒的な手数に逃げる事も困難だ。蓮花もこれだけの数を判別して伝えるのは難しいようで伝達が途切れ途切れになる。

　だが、こうしている間も攻撃の手は緩ゆるまない。

　蓮花のサポートを頼たよりに避け続けるが反はん撃げきをする余裕も無く、このままではただ疲ひ弊へいしてゆくのみ。

　そろそろ、どうにかしたいと考えていたその矢先、脳内に蓮花の声が響く。

《準備はできてる。いつでも行けるわよ》

　来たか。これを待っていた。

　俺おれは後方に控ひかえていた彼女に視線だけで応答する。

　するとすぐに彼女の声が伝わってくる。

《至近の空間座標はココ》

　ココと言われても、どこだか分からないのが普通だ。

　しかし魔剣を通して伝わる彼女の意志がある。それによって感覚的にその場所が理解できた。

　俺は真横から迫ってきた回転刃を反転して避け、まるで最初から知っていたかのような動きで言われた場所に滑り込んだ。

　途端、相対していたクロエの表情が固まる。

「えっ??」

　彼女はまるで狐きつねに摘ままれたような表情をしていた。

　それもそのはず、彼女からは俺が突然消えたように見えているはずだからだ。

「驚おどろいてる暇ひまは無いぜ？」

　クロエの耳元で俺は囁ささやいた。

　自分の間合いの中、しかも顔に触ふれるほど至近に、突然、俺が現れた事で彼女は声を出すこともできず目を丸くしていた。

　この時の隙すきを利用して、彼女の背中に一撃を加える。

「っえ??　うそっ！　ひゃっ!?」

　短い悲鳴を残し、彼女の体は雷らい撃げきのようにフィールドへ弾かれた。

　だが直後、落下点に魔光子の粒が爆ばく風ふうのように舞い上がった。

　粒りゆう子しの煙けむりの中から、地面すれすれに浮くクロエの姿が現れる。

　彼女は魔光子の流れをフォトンドライブに全て持ってゆき、推力全開で地面に激げき突とつすることを直前で逃のがれたのだ。

　それだけじゃない。先程までの困惑は消え、すでに戦闘に徹てつする目つきに戻もどっていた。

「どこに??」

　彼女は俺の姿を上空に捜す。

　しかし、

「俺ならここだぞ」

「!?」

　俺の正面には顎あごを上げて天井を仰ぐクロエの姿があった。

　ハッとなって視線を下ろしてくる彼かの女じよの動きが、不思議とスローモーションに映る。

　先程の羽奈と同じ、無防備な胴体が剣けん先さきにあった。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の周りの空気が震ふるえた。

　魔神装甲イーヴルギアに張はり巡めぐらされた魔力障壁が光をちらつかせる。

　それは俺が彼女の急所を突いた衝撃だった。

　同時に試合終了を告げるブザーがフィールド上に響いた。

　電光掲示板には［神前央真＆泉せん明みよう寺じ蓮花チーム　勝利］の文字。

　クロエはというと羽奈が倒れたのと反対側の壁かべ際ぎわで、足を前に投げ出した状態で腰を地面につけていた。

　傍かたわらには彼女の魔剣が転がっている。

　自分がどうやって負けたのか理解できないといった顔。

　そこへ俺は駆け寄り、彼女に手を差し伸べる。

「大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「え……あ、ああ大丈夫です」

　しばらく呆然としていたクロエはそれで我に返り、俺の手を取って立ち上がった。

「央真さん、さっきのは一体……？　わたしの目が幻げん覚かくを見ていないのなら消えてませんでしたか？」

「まあ、消えてたといえば消えてたかな」

「??」

　彼女は益ます々ます、首を傾かしげる。

「あれは言うなれば次元潜行ってやつだ」

「次元潜行??」

「この前、旅りよ客かく船せんが鉄てつ騎きに襲われた時、蓮花が空間を切り開いて乗客を船外へ脱出させた事があったろ？　あの力を流用したのさ。この闘技場アリーナ内には小さくてあまり目立たないけど、すでに結構な数の空間の裂さけ目めが作られてる。その裂け目から俺は別次元に入り込み、違う穴から出たり入ったりしたってだけ。それが消えたように見えたのさ」

「そんな事が……でも、そんな裂け目、いつの間に作ったんですか？」

「それはほら、クロエが蓮花を追い回していた時さ」

「あっ……」

　彼女は思い当たる節があったようで、思わず声を漏もらした。

「そういえば蓮花さんは、わたしから逃げるだけでなく、まったく当てる気のない見当外れな攻撃をたまにしてきました。あれですかー……」

　その事に気づけなかった自分にしょんぼりとするクロエ。

　俺が模擬戦開始前に蓮花に耳打ちした作戦はこの次元潜行についてだった。それに自分でも結果がどう出るか分かりもしないうちに思いつきで試してみただけなので、彼女が気づけないのも当然といえば当然だった。

「私の演技力もなかなかのものだったでしょう？」

　得意気に近づいてきたのは蓮花だった。

「逃げ続けるというのは、私としてはちょっと気に入らないところだったけど」

「本気で逃げてたわけじゃなかったんですねー」

「当たり前でしょ！」

　クロエの発言に憤ふん慨がいする彼女。そこへむすっとした顔の羽奈がとぼとぼと近づいてきた。

　これに蓮花が反応する。

「あら、これはこれは上級魔剣士様。どうしたのかしら？　そんなに不機嫌な顔をして」

「……」

　しかし羽奈は何も言い返してはこなかった。

　仮にも72柱の魔神の一人を従えている者として、二度も俺に負けた事がかなり応こたえているようだ。それに加えて蓮花にいいように言われて反論できないのが悔しいみたいだった。

「まあ今回はたまたま上手いこと作戦がはまったってだけだと思うけどな。これでタネがバレてしまったから、次からはそうそう容易たやすくやらせてはくれないだろ。なにしろこの二人だから」

　俺がそう言うと羽奈とクロエは照てれ臭くさそうにしていた。

　蓮花だけが「そうかしら？」と不服そうだ。

「さて、次の試合の邪魔になるだろうから俺達は下がるか」

「そうね」

「はい」

「そうですねー」

　みんな納なつ得とくして控え室へと続く出口に向かって歩き出す。

　すると俺達が向かう先から、逆にこっちに走ってくる人間がいた。

「央真ぁー！」

　手を振りながら俺の名前を叫さけんでいるその生徒は見み間ま違ちがうはずもない人物。

「葵っ!?」

　彼女はポニーテールをゆっさゆっさと揺ゆらしながら近づいてくると、そのまま俺に抱だきついた。

「やったね、央真！　すごかったよ！　格好良かった！」

「や、やめろって！」

「央真はやる子だと思ってたよ。いい子、いい子」

　髪かみの毛けがぐしゃぐしゃになるまで頭を撫なで回まわしてくる。

「だから、そういう子供扱いはやめろって！　そもそも、なんでお前がここにいるんだよ。三年は今、別の授業中だろ」

「葵は残りの全課程免除されてるから出ても出なくてもいいんだよ。それに央真が模擬戦してるっていうから、きちゃった♡」

「きちゃった♡　じゃねえよ！」

「照れなくてもいいのにー」

「照れてない！」

　いくら幼おさな馴な染じみでもこれはキツい。

　傍そばにいた蓮花達たちの軽けい蔑べつ的てきな視線も辛つらい。

　それでも葵はマイペースで、持っていたタオルを俺に差し出してきた。

「はい、これ。いっぱい動いて汗あせかいたでしょ？」

「ああ……まあ」

　実際、それなりに汗をかいていたし、せっかくだからそいつ受け取ろうと手を伸のばした――のだが。

「あ、そうだ！　葵が拭ふいてあげるよっ。はい、こっち向いてー」

「い、いいから！　それくらい自分で拭けるって！」

　彼女は俺の言うことなんか微み塵じんも聞かず、勝手に顔だの首筋だのを拭き始める。

　それだけならまだしも、やけに密着してくるので柔やわらかな胸の膨らみが二の腕に当たってきて仕方が無い。

　益々、蓮花達の態度が険悪になる。

「あっ、ここら辺もびっしょりだねぇー」

「ほぉうっ!?」

　こうしている間も葵の手が腹の辺りから上着の中に入り込んでくる。ぞわぞわっとした感覚に思わず声が出てしまった。

　というか、今身につけているのは鉄てつ壁ぺきの守りであるはずの魔神装甲イーヴルギアだぞ？　敵意の無いものには簡単に侵しん入にゆうされちまうって事なんだろうか？

　とにかく俺は「いい加減にしろ」という言葉が喉のど元もとまで出かかっていた。

　だが先に、

「いい加減にしなさいよね」

　蓮花が俺の声を代弁していた。

「あれ？　蓮花ちゃんじゃない。いたの？」

「いたわよ！　あなた今まで何を見てたの!?」

「ごめーん、葵、央真のことしか見てなかったから、周りに飛んでる小蠅に全然気づかなかったー」

「今、なんて言ったのかしら？」

「え？　小蠅って言ったのよ。聞こえなかった？」

　蓮花の目つきが鋭するどいものに変わる。

　黙り込んで何かを堪こらえているようだった。

　そして――急に表情を緩ませる。

「ふふっ」

「何がおかしいの??」

「いえ、さすがは魔剣士隊本部への出向を放ほうり出だしてまで出戻ってくる、腰こし抜ぬけが言いそうな台詞せりふだと思って」

「……何を言ってるのかなあ？」

　これまで穏おだやかだったはずの葵も、今では無表情に近い冷めた顔で蓮花をにらみ返していた。

「他者を蔑さげすむことでしか自分を保てない、ちっぽけな人間ってことよ」

「言ってくれるねー……そういえば、体育祭で勝負とか言ってたけど、なんなら今ここでやっちゃってもいいんだよ？」

「私は全然、構わないわよ」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつの状態だった。

　元を正せば寮りようで俺と同室になるのはどっちか？　を決める勝負だったはずだが、いつの間にか互いのプライドを賭かけた戦いの様相を呈ていしていた。

「後こう悔かいしても、もう遅おそいからね？」

　言った葵は、指に嵌はめていた魔束輪ゴエテイアリングから自身の魔剣を現出させていた。

　それは細身で緩やかな曲線を持つ、鋼色の片刃刀。

　日本刀に良く似た魔神隷従剣レメゲトンソードだった。

　彼女はそいつを胸の前に掲かかげて唱える。

「魔麗装ドレスアツプ」

［序列58番〝アミィ〟の魔魂ソウルコードを確認。能力を起動しました］

　魔剣から機械的な音声。

　途と端たん、燃え上がる炎ほのおのような魔光子が彼女の体を包つつみ――

　――弾けた。

　現れたのは鈍にぶい光を放つ深しん紅くの魔神装甲イーヴルギア。

　その形状は、どことなくセーラー服をベースにしているようにも見える。特徴的なのは背中からは大きなリボン、または羽根のようにも見えるフィンが二枚伸びていたことだった。

「さーて、どう料理しようかな？」

　彼女から感じたのは圧倒的な威圧感。

　闘妃インビンシブ夜会ルクイーンで頂点を獲とった実績は伊達だてじゃないということだろう。

［ちょっと！　あんた達、何やってんの。予定外の試合は許可した覚えは無いわよ？］

　丁度その時、耳元に通信が入った。少し苛いら立だった感じの美影先生だった。

　しかしその声は、二人の耳には全く入っていない様子。

　近くにいた羽奈やクロエはもちろん、俺が止めようにも、すでに臨戦態勢に入っていた。

「ごちゃごちゃ言ってないで、さっさと来たらどうなの？」

「せっかちなんだね。いいよ、実力差っていうのを見せてあげる」

　葵は魔剣を肩かたの位置に構えた。

　刃紋が日を浴びて鈍い光を放つ。

　刹せつ那な、刀身に炎が渦うずを巻いて溢れ出し、瞬またたく間まに大きく燃え広がった。

　紅こう焔えんが描く螺ら旋せんは地面を食い破りながら真まっ直すぐに伸び、炎の隧道トンネルを作り出す。

　蓮花はその隧道トンネルの中心に飲み込まれていた。

《くっ……動けない!?　これが……黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズに一番近い者の力なの……？》

　彼女の心の声が聞こえてくる。

　どうやら渦巻く炎の勢いに押おされ、体が言う事を聞かないらしい。
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「うふふっ」

　葵は嘲あざ笑わらいながら魔ま力りよくを背中に集中させた。

　それで背中にあった二枚の羽根がスライドして広がり、六枚羽根となる。

　そこに大きな力が集約されてゆき、羽根の表面から魔光子が溢れ出す。

　魔剣は紅ぐ蓮れんの炎をまとい咆ほう哮こうを上げていた。

　葵は身動きの取れなくなった蓮花をフォトンドライブの推力で押し切るつもりだ。

「串くし焼やきになっちゃえば？」

　それで炎と共に鋭い切っ先が蓮花の魔神装甲イーヴルギアを貫つらぬく――

　――はずだった。

　だが実際は、飛び出す為ために右足に力を掛かけた直後、葵の様子に異変が訪おとずれた。

「うっ……!?」

　剣けんの構えが不安定になり、体勢が崩れる。

　足あし下もとがふらつき、そのまま倒れそうになったが、なんとか踏ふん張ばりを利かせて堪えた。

　それで意識が乱れたのか、蓮花の動きを封ふうじていた炎の隧道トンネルは消え去り、葵の魔剣にまとわりついていた火も勢いを無くして消えてしまった。

「もうっ、なんか調子が出ないみたい。今日はやめやめ」

　彼女はそう言って、この場から立ち去ろうとするが、明らかに何か問題がありそうだ。

　俺は即そく座ざに彼女に言葉を掛ける。

「おい、本当に大丈夫なのか？」

「え、何が？」

「今、お前、足下ふらついてただろ」

「ああこれ？　ちょっと貧血気味みたい。だからこの勝負はまたお預けだね」

「何、勝手なこと言ってんのよ」

　文句をつけてきたのは蓮花だ。

「あなたから吹っ掛けてきたくせに逃げるの？」

　挑ちよう発はつ的てきな事を言われても、葵は動じていない様子で、早々にフィールドを出て行こうとしていた。

「なんとでも言って。葵は今気分が乗らないのっ」

「闘妃インビンシブ夜会ルクイーンの優勝者ともあろう人間が、自分の体調管理もできていないなんてね」

　葵は去りかけた足を一度止め、僅わずかに振り返り、蓮花を見み据すえる。

「どっちが命拾いしたのか、よく考えた方がいいよ」

　そう言い残すと、彼女は闘技場アリーナの外へと消えて行ってしまった。

　しかしその足取りは、やはり少し覚おぼ束つか無ないように俺の目には映った。
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「そう言えば、あれから何の動きもありませんねえ」

　机の上で資料を整理しながら言ったのは、巻き髪ツインテールの学院長、鬼灯万里枝だ。

　彼女が尋たずねた人物は、近くのソファーに悠ゆう々ゆうと腰こし掛かけ、プチチョコアイスのＰｉｍｏピモを頬ほお張ばっていた。

「えぇ？」

　眠ねむたそうな目で背もたれから身を起こしたのは銀ぎん髪ぱつの美しい女性、紫刀美影。

「えぇ？　って、アイスに夢中で全然聞いてないでしょ！」

「ああ、ごめんごめん。あっという間に食べ尽くしてしまって呆ぼう然ぜんとしてしまったのよ。これ一箱に六個って少ないわよねー？　でも、そのくらいが丁度良くて後を引くって言う人もいるらしいけど、あたしは後引いたらもう食べないと気が済まないわー。そんなわけでもう一箱」

　そこで美影はおもむろにソファーから立ち上がり、壁際に設置されているサイドボードの引き戸を開ける。

　中には小型の冷れい凍とう庫こが収まっていて、扉とびらを開けると中にＰｉｍｏピモが大量に収まっていた。

　彼女はその内の一つを取り出すと、すぐに封を解いて食べ始める。

「ちょっと、いつの間に学院長室に冷蔵庫を置いたんですか!?　ここは美影先生の自室じゃないんですよ！」

「固いこと言わないのー」

「ここで言わなきゃ何を注意すればいいんですかっ！」

「あとこれ冷蔵庫じゃなくて、冷凍庫だから。アイス専用だから」

「どっちでもいいです！」

「で、なんだったっけー？」

　美影はピックをしゃぶりながら尋ねる。

「鉄騎ですよ、鉄騎！　あとソロモン王を名乗る者の存在もですけど。これからどうしたらよいものかと……」

「そうね、どうしようねえ」

「随ずい分ぶんと淡たん白ぱくな返答ですね」

「だって、そうとしか言えないでしょう？　他に情報も入ってこなければ、動きも無い。これじゃあ対策の立てようもないし」

「まー……そ、そうなんですけど。私達たちの……例の〝Ａ‐ＦＩＬＥ〟についてはどうしましょう？　ソロモン王の脅きよう威いが消え去っていない今、実行に移しても平気なのでしょうか？」

「全すべては無理かもしれないわね。でも、早さつ急きゆうに行っていく必要がありそうな状況になってきたようだし、段階的に進めてみてもいいんじゃないかしら」

「それって、片切さんの事ですよね？」

　万里枝は確かく認にんを求めるような視線を美影に送った。

「ええ、三年の片切葵。彼女が今一番危険ね」

「では彼女から狙っていくとして、その方法はどうしましょうか？」

「それはあたしに考えがあるわ。丁度良い事に今度、体育祭があるでしょ？　それから――」

　美影はわざわざ万里枝を自分の傍へと呼び寄せて耳打ちする。

　この学院長室には彼女らしかいないが念ねんの為ためだ。

「寮のあれを……ああして」

「ふんふん」

「で、準備の為のあれを……」

「ふむふむ」

　そんな声が密室の中だけで漏れ聞こえてくるのだった。







三章　体育祭準備







「じゃあ、これで全部ねー？」

　葵あおいが俺の私物が詰つまったバッグを小こ脇わきに抱かかえていた。

　蓮れん花かがそれを口くち惜おしそうな顔で見ている。

　さて、これがどんな状況なのか？

　ここは寮にある蓮花の部屋兼、俺の部屋だ。

　そしてそれがたった今、蓮花個人の部屋になった。

　察しのとおり、俺がこの部屋を出て行くことになったのだ。

　代わりに厄やつ介かいになる場所は、なんと葵の部屋。

　この状況に、俺も蓮花も文句を言わずに堪えているのは、部屋替えは学院側が決定したものだったからだ。

「荷物、意外に少ないのね」

「まあな。突然この島に飛ばされたわけで着の身着のままだったし、全部こっちで買い揃えたものだからな。着き替がえくらいしか入ってないぞ」

「そう、でもパンツ三枚は足りなくない？」

「勝手に開けんな！　それに男物はわざわざ島外から取り寄せなきゃいけないんだからな。結構大変なんだぞ」

　俺は彼女からバッグを奪うばい取とると、部屋の入り口から室内へ向き直る。

　目の前には仏ぶつ頂ちよう面づらのまま黙り込む蓮花が立っていた。

「それじゃあ、俺行くから」

「……」

　返事が無い。ただこちらをにらんでいるだけだ。

「あー……俺もさ、ここに残りたいって先生方には言ったんだよ？　でも、それが学院側の決定事項だからって全く聞き入れてくれなくてな。それに蓮花と同室っていうのは元々黙もく認にんしていただけで、正式な許可は出だしてないとか言われたらどうしようもないだろ？」

「……」

「良かったじゃない。央おう真まを取り合って無む駄だに勝負しなくて済んだし。蓮花ちゃんも無様な姿を晒さらさなくてよくなったわけだし」

「……」

「俺も葵と一いつ緒しよなんて御ご免めんなんだが、蓮花もこれで気を遣つかわず部屋を広く使えて……って、あれ？　蓮花??」

　彼女はうつむいたまま肩を震わせていた。

　心配になり、その肩に手を伸ばそうとした。

　だがその時……

　反対に彼女は俺を部屋の外へと突つき飛とばしてきたのだ。

「あっ、おいっ」

「ばかっ!!」

　短く言い放った直後、ピシャンと勢い良くドアが閉められてしまった。

　俺は思わず頭の後ろを掻かいていた。

「あららー、怖こわいねえ」

　葵が他人事のように言う。

「それじゃ、行こっか」

「あ、ああ」

　俺と葵は部屋を離れ、真っ直ぐに延びる廊ろう下かを歩き始めた。

　足を進めてすぐ、なんだか背後に視線を感じた気がして、悟さとられないように後ろを確認すると、ドアの隙すき間まからじっとこちらを見つめている蓮花がいた。

　なにやってんだよ……。

　ともあれ俺おれ達たちは二年生の寮棟を出て、三年生の棟に向かうことにした。

　その為には一いつ旦たん、野外に出なくてはならない。

　昇しよう降こう口ぐちから外に出ると眩まぶしさに一いつ瞬しゆん、目を細める。

　室内にいたので感じていなかったが、今は放課後の時分。日が傾かたむくにはまだ早い時間帯だ。

　棟の前には手入れされた鮮あざやかな緑が広がっており、その合間を二人で進む。

「それにしても急な決定だったねえ」

　歩きながら葵が話しかけてきた。

「え？　ああ、部屋替えの事か。なんでも男女がいつまでも同室では精神衛生上良くないとかで、今いま更さらながらに決まったらしいぜ」

「えー、でも葵も女の子なんだけどなっ」

「お前の部屋、二部屋あるんだろ？　闘妃インビンシブ夜会ルクイーンの優勝者は特別待遇で広めの部屋が与あたえられてるって聞いたぞ。これってその為の部屋替えだろ？　これでようやく俺も個室が持てるわけだ」

「うーん、それはどうかなー？」

「ん？　なんか問題でもあるのか？」

「えっ、いや、ほら、葵は本部に行っててしばらく部屋を空けてたから、何にも無い殺風景な部屋でねー、その辺が央真にはどうかなー……なんて、はは……」

　なぜか誤ご魔ま化かすような歯切れの悪い返事。

「あ、三年の寮棟が見えてきたよ」

　彼女が指差した先には、二年の寮棟と全く同じ形の建物があった。

　俺は特に気き兼がねなく中へと足を踏み入れる。

　内部も前とほぼ変わりない感じだったが、俺が一階の廊下を歩いていると、そこに並ぶ全ての部屋から女の子達が顔を出して、こちらの様子をうかがっていた。

　ヒソヒソ声まで聞こえてくる。

「あれが二年生に入って来たっていう男子？」

「ちょっと可愛かわいくない？」

「今日からこの棟で暮らすらしいよ」

「ええっ、うそっ!?　どうしよっ！」

　そんなふうに話す彼女達は学年が一つ上なだけあって、みんなお姉さんといった感じだ。

　興きよう味み津しん々しんで出で迎むかえてくれた女の子達に俺は手を振り返す。

「どうもどうも、今日からお世話になりまーす。みなさん美しくてなによりでーす」

　そう言うとみんな顔を赤らめて部屋に引っ込んでしまった。

「なんだ、先せん輩ぱい方がたはみんな照れ屋だなー」

　これに葵は呆あきれた顔をする。

「無理して愛あい想そ振ふりまかなくてもいいんだよ」

「無理なんかしてねえよ」

　なんか調子狂うなあと思いつつ、葵の先導で三階へと上る。

　上りきった階段の正面にドアがあった。そこで彼女の足が止まる。

「ここが葵の部屋だよ。さあどうぞ」

　言われた通り、遠慮無く中へと入る。

「うお、広いなー」

　蓮花の部屋の倍の面積はありそうだ。突き当たりの大きな窓以外は全てフラットな間仕切りの無いワンルーム。

　……ん？　ワンルーム!?

「おい、これ他に部屋は？」

「他には無いよ。この一部屋だけ」

「どういう事だよ。話が違ちがうじゃねえか！　俺は二部屋あるって言うからお前との同室を涙なみだを呑のんで了りよう解かいしたってのに」

「間違ってはいないと思うよ。この部屋がこれだけ広いのは元々パーテーションで仕切れるようになってるから。今はそれを取り払っているだけ。一人で使ってる分にはこっちの方が便利だから」

「じゃあ元に戻してくれよ」

「やだよ」

「なんでだよ」

「だって、せっかく準備したんだよ？　ほらー」

　そう言って彼女は部屋の端はしに鎮ちん座ざするセミダブルサイズのベッドを目で示した。

　そこには、すでにシーツが敷しかれ、枕まくらが仲良く二つ横に並んでいた。

「なんのつもりだこれは」

「見ての通り夫ふう婦ふの営みの準備だよ」

「いつ夫婦になったんだよ！」

「えーと……」

「今考えるな！　とにかくこれ片付けて、仕切りを出してくれ」

　葵は口を尖とがらせながらも提案してくる。

「じゃあさ、じゃあさ、もうちょっとだけ待ってくれる？」

「どうしてさ」

「葵達ってさ、何年か振りに会ったわけじゃない？」

「それがどうかしたか？」

「だから、その再会を祝して、ちょっとだけここに横になってくれないかなー？」

「どの辺が祝されてるのか意味が分からないので終了」

　そうとだけ告げて部屋の中を物色し始める。

「えっ、あっ、ちょっと！」

　止めようとする彼女に構わず、家具周りから上の方へ視線を向けると、天てん井じようにレールのようなものを見つける。

　そのレールが続く先を探さぐると、壁かべの隙間に収まっているパーテーション用のボードを発見した。

「なるほど、これか」

「あっ、それは！」

　早さつ速そく、そのボードを掴つかんで引っ張ると、まるで引き戸のように五枚の板壁がレール上を滑すべってゆき、あっという間に部屋が間仕切りされた。

「なんだ、案外お手軽じゃん」

　しかも作りがしっかりとしていて、通用扉もついてるし、これなら完全に個室と呼べるレベルだ。

　俺は間仕切りの向こう側に入り、葵に向かって手を挙げる。

「それじゃ、俺はこっちで」

「むぅ……」

　閉める扉の向こう側に、彼女のむくれた顔が見えた。

　だが、その表情で思い出す。

「そういえばお前、模擬戦の時、ちょっとやり合った事があっただろ？」

「え？　ああ、蓮花ちゃんか。何かと突っかかってくるんだよねー、あの子」

「お前も結構突っかかってるけどな」

「それで、それが何か？」

「あの時、お前足下ふらついてただろ？　どこか体の具合でも悪いのか？」

「んー」

　葵は顎に人差し指を当てて考え込む。

「別にどこも悪く無いと思うんだけど、ここ最近どうも体が重いなあーって思うことはあるよ？　でも、あんまり気にしてない」

「そうか、それでも一応調べておいた方がいいと思うぞ。自覚症状はあるんだし。何かあってからじゃ遅いしな」

「あれ？　葵のこと心配してくれるの？」

「心配というか当たり前の事を言っただけだ」

「じゃあじゃあ、心配ついでにして欲ほしいことがあるんだけど聞いてくれる？」

「なんだ？」

「添そい寝ねしてくれたら絶対調子良くなると思うんだー」

「ご機き嫌げんよう」

　俺は無感情で扉を閉めた。

　薄うすい壁の向こうで彼かの女じよの

「ああっ!?」

　という嘆なげきの声だけが聞こえてきていた。
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　明くる日の放課後。

　俺は学院内にある視聴覚室にいた。

　葵も一緒だ。

　しかし、室内には俺達以外誰だれもおらず、二人きりの状態。

「なんでお前がここにいるんだ？」

「葵は体育祭の実行委員に選ばれたからだよ。もしかして央真も？」

「選ばれたっていうか……勝手に決められた感じだけどな」

　今朝、廊下で美み影かげ先生に呼び止められた俺は、

「そうだ、神かん前ざき君。あなた体育祭の実行委員やってみる気はある？　というか、やってちょうだい。断る権利は無いから。じゃ、よろしくー」

　とか理り不ふ尽じんな事を言われ、一方的に決められてしまったのだ。

「なんだー、それじゃあ同じだね。葵も美影先生から言われたんだよ」

「なんだって!?　そんな決め方ありなのか!?　それで他の実行委員の人達は？　まだ誰も来ていないようだけど」

　俺は改めて室内を見回した。

　整然と並んでいる長机と椅い子す。そして部屋の前方に見えるシネマスクリーン。

　それは極ごく普ふ通つうの視聴覚室の風景だ。

　この場所が体育祭実行委員の会議室として開放されると美影先生から聞かされ、指定された時間通りにやってきたわけだが、この有様だ。

「みんな時間にルーズなんだな」

「違うと思うよ」

「違うって何が？」

「体育祭実行委員って私と央真の二人だけらしいし」

「はあ!?」

　おいおい、どういう事だこれは。

　まったく美影先生の考えている事が分からない。俺に何をさせようってんだ？

　ただ、これは言えるかもしれない。

　彼女が俺と葵を無理に一緒にさせ、その上で何かを企たくらんでいるという事。

「そもそもなんで俺達なんだよ。しかも二人だけの実行委員って、おかしいだろ。そんな少人数でどうやって回すんだ？　一いつ般ぱん的てきには全学年、各クラスから一人ないしは二人くらい選出するのが普通じゃないか？」

「でもここは魔剣士学院でしょ？　体育祭の競技も魔剣を使ったものが主なものだから、準備に手間がかかるものはあんまり無いんだよ。たとえば綱つな引ひきだったら、互たがいの魔光子を絡からませて引っ張り合えばいいので綱を用意する必要が無いしね」

「それにしたって二人は少ないだろ」

「まあ例年、六、七人でやってたから、少ないといえば少ないね」

「やっぱり、おかしいじゃないか。抗こう議ぎしてくる」

「待ってよー」

　外に行きかけた俺の腕うでを葵が掴んでくる。

「二人でぱっぱってやっちゃおうよ。そんな時間かからないから」

「なぜそんな事が言える」

「だって葵、去年もやったもの」

「え……」

「どうせ抗議にいっても、あの人は絶対聞き入れない性格だって央真も分かってるでしょ？」

「それはまあ……そうだけど」

「じゃあ決まりね。そこ座すわって」

　葵は傍そばにあった椅子を指さした。

　俺が渋しぶ々しぶながらに座ると、彼女はすぐ隣となりの椅子に腰掛けてくる。

「なんで隣なんだよ。向かい側に座ればいいだろ」

「いいから、いいから。はいこれ」

　なんとなく押し切られつつ、彼女は持っていた携けい帯たい端たん末まつを俺の前に差し出してきた。

　その画面には体育祭の競技名と思おぼしきものが羅ら列れつされている。

「これ去年の資料だけど、ほとんど内容は一緒だからそのまま使えると思って。央真の方にもデータ送っておくね」

「ん……ああ」

「で、実行委員の役割だけど、大まかに言って二つあるの。一つは競技種目を決める事。もう一つはその競技に必要な備品を準備する事ね。それでまずは競技種目の方なんだけど、これは生徒側で競技内容を決める事はできないの」

「じゃあどうするんだ？」

「学院側が用意したいくつかの競技の中から葵達が選せん択たくするだけなんだよね」

「マジでそれだけなのか」

「うん、さっきも言ったでしょ。そんなに手間は掛からないって。ここの体育祭は一いつ般ぱんの高校と違って、競技の勝敗がそのままクラスランキングのポイントに加算されることになるんだよ。だから競技内容も学院側が指定したものから選ばないと評価できないってわけ」

　そういえば前に蓮花が「体育祭は大きくランキングポイントを獲得できる最良の催もよおし」とか言ってたのを思い出す。

　俺も闘妃インビンシブ夜会ルクイーン出場を目指す者として、こいつは無視できない。

　でも、あれだな。俺達が競技を選んでいいって事は、自分が得意そうな競技に限って集める事もできるわけで。実行委員って立場が有利に使えるかもしれない。

「なるほどな。それで、どんな競技があるんだ？」

「うんとね、選択しかできないっていっても結構バラエティに富んでるんだよ。たとえばほら、これとか」

　彼女は端たん末まつに表示されている一覧を指先でスクロールして、ある箇か所しよで止める。

「弾入れ？　なんだそりゃ？」

「文字通り、魔光子で形作った魔ま弾だんを魔ま力りよく障しよう壁へきで囲った籠かごの中に入れて、その数を競きそう競技だよ。あとはこれとかも面おも白しろいね」

「魂たましい喰くい競走??」

「コース上に魔魂ソウルコードに見立てた魔光子の塊かたまりを設置しておいて、自分の魔ま神じんにその魂を食べさせつつゴールを目指すっていう、いわゆるパン食い競走の魔剣士版みたいなやつ」

「はあ……ちょっと突とつ飛ぴすぎてそれをやってる姿が想像できないけどな」

「でもやっぱり、葵のお薦すすめはこれだね」

「二に人にん三さん脚きやく？　これは他と違って随分と普通じゃないか？」

「名めい称しようはね。ほら、魔剣士ってみんなゴテゴテした魔神装甲イーヴルギアを身につけてるじゃない。足と足を紐ひもで結ぶのも難しい場合があるんだよねー。だからこの競技はちょっと違う方法で二人三脚をやるんだよ」

「違う方法？」

「そう、出走者は互いに体のどこかを常時密着させておかないといけないルールがあるの。その場所はどこでも自由なんだけど、試ためしにやってみる？」

　そう言って葵は俺にすり寄ってくる。

「今、試さなきゃいけない理由が分からないんだが！」

「いいから、いいから」

「何がいいんだよ」

　机に体が当たって端末が床ゆかに落ちる。

　しかし彼女はまったく気にも留めず、そのまま俺の体に触ふれようと手を伸のばしてくる。

　その時だった。

「体育祭実行委員会はこちらでよかったかしら！」

　扉を勢い良く開けて、蓮花が視聴覚室内に入ってきたのだ。

　しかも彼女だけでなく、背後には羽は奈な、クロエ、クロアの姿まである。

　これに葵は一旦手を引っ込めて、蓮花達たちを見据える。

「なあに？　今は委員会の会議中だよ？」

「私にはとてもそんなふうには見えないのだけれど？」

　葵は一瞬、言いよどむ。

「……で、あなた達揃そろいも揃って何しにきたの？」

「会議に参加しにきたのよ」

「何を言ってるの？」

　そこで蓮花は自信満々な態度を見せる。

「私達も体育祭実行委員に立候補したということよ」

「はあ!?」

「学院の仕事をやりたいと申し出ることに、なんの制約も無いと思いますが」

　一歩前へと出てきた羽奈がはっきりとした口調で言い放った。

「お二人では大変ですからねー。お手伝いをしないといけないと思いまして」

「右に同じ」

　クロエとクロアもそこに加わってきた。

「そういうわけだから、早速続きをやりましょ」

　蓮花達はどかどかと室内に入ってくる。

「ちょ!?　えっ？　なに??　待ってよー」

　戸と惑まどう葵にはまったく構わず、彼女達は俺達のいた机を取り囲むようにして着席していた。

「それで、何からやればいいの？」

「……っもう」

　蓮花の態度に、葵はむっとしながらも落ちた端末を拾い上げる。そして、受け入れる気になったのか全員の端末に向けて資料を転送した。

「今は当日の競技種目を決めていたところ。生徒全員が活かつ躍やくできるプログラムにしたいから、何か提案があったら一応聞くよ。あ、でも最終種目はテイク・ザ・ジョーカーで固定だから、そこは空けといてね」

「なんでそれだけ決まってんだ？」

　俺は素す直なおに疑問に思ったので聞いてみた。

「体育祭のクライマックス。毎年恒こう例れいのいわばメイン競技だからだよ。全学年入り乱れての本気バトルだからね。獲かく得とくできるポイントも飛び抜けて多いんだー」

「なるほどクラス選せん抜ばつ対たい抗こうリレーみたいなもんか」

「なんか違う気もするけれど、盛り上がり度では一緒かもね」

「俺は別の意味でみんなと盛り上がりたいけどな」

　言いながら蓮花達の姿を見み渡わたした。

　しかし、期待していた反応が無い。

「あれ？」

　みんな黙り込んでしまっている。

　いつもなら、赤くなったり、文句を言ってきたり、そういう事が起こるはずなのに、彼女達は能面のような顔でじっとしていた。

　その内に羽奈が口を開く。

「私達は神前君のそういう発言にもう惑まどわされないようにしました」

「え？」

　どういう事だ？

　そう思っていると、一番端の席に座っていたクロアが唐とう突とつに言う。

「幼おさな馴な染じみという立場に対抗する為ため」

「ちょっと!?　何しゃべってるんですか!!」

　羽奈は慌あわててクロアの口を両手で塞ふさいでいた。

　彼女だけじゃない。

　蓮花とクロエの二人も突とつ然ぜん身を乗り出して、クロアの口元に手を伸ばそうとしていた。

「と……とにかく、私達はそういう発言には動じませんから」

　すでに動どう揺ようしまくっている羽奈にそう言われてもまったく信しん憑ぴよう性せいが無い。

　それは頬ほおを染めながら、うんうんと頷うなずいている蓮花とクロエにも同様の事が言える。

　唯ゆい一いつ、クロアだけは無表情だったが、彼女は元からなんにも動じないからな。

「なんでもいいけど、早いとこ案を出してよね」

　葵が少し苛いらついた感じで言った。

　それでようやく、端末を使ってプログラム案を作成し始めた蓮花達。

　一見するとバラバラな感じがする彼女達だが、プログラム作りは意外にもスムーズに進み、小一時間程度でほとんどまとまっていた。

　残すはプログラムの中ちゆう盤ばんにぽっかりと空いた一競技のみ。自由競技を何にするかというところまできていた。

「自由競技って何だ？」

「えっとそれはね……」

「その名の通り競技内容を生徒達が自由に決めていいのよ」

　葵が答えてくれようとしたところに、蓮花が言葉をかぶせてきた。

　それに対してジト目を向けた葵だったが、蓮花は大して気にしていない様子。そのまま続ける。

「この一枠だけ、楽しむ為だけの競技にしていいって事。その代わりこの競技での順位や成績でポイントは一いつ切さい入らない決まりになっているわ」

「ほう」

「去年は確か仮装リレーでしたよね」

　羽奈がそう言うと、興味が湧わいたのかクロエが瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「羽奈さんは何の仮装をしたんですかー？」

「私はそれには参加しませんでした。でも泉せん明みよう寺じさんがとても面白い仮装をしていましたよ。ねえ？」

　蓮花は話題を振られると、話したくないのか口くち籠ごもってしまった。

「わーどんな仮装だったんですかー？　気になりますー」

「それはですね……」

「ちょっと!?」

　羽奈の口を塞ごうと、蓮花は慌てて立ち上がったが、すでに遅おそかった。

「アヒルです」

「「アヒル??」」

　俺とクロエが口を揃えて復唱していた。

　すると蓮花がほんのりと頬を染めながら、ふて腐くされた態度で言ってくる。

「本当は私がやる予定ではなかったのよ。当日それを着るはずだった子がたまたま体調を崩くずしてしまって、仕方無く私が代役を引き受けただけなんだから」

「でも自分の意志で引き受けたんだろ？」

「しょうがないでしょ。他にやりたがる人がいなかったんだから」

「そういうところは律りち儀ぎだよなあ」

「うるさいわね」

　そこへ羽奈が、今までいじっていた端末の画面を俺の方へ向けてくる。

「ちなみにこれがその時の写真です」

「っ!?」

　蓮花の顔が引ひき攣つるのが分かった。

　画面には全身着ぐるみ状態のアヒルが必死に走っている姿が写っていた。丁度くちばしの下辺りに穴が空いていて、そこから上気した蓮花の顔がのぞいている。

「かわいいー」

　思わずクロエは手を合わせ、表情を綻ほころばせた。

　逆に俺はすごく真しん剣けんな面おも持もちで言う。

「蓮花」

「な、なによ……」

「かわいい」

「……」

　彼女の顔が焼け落ちそうなほど赤く燃えた。

「そ、そんな事、真顔で言わないでくれるかしら？」

「俺は素直な気持ちを伝えたかっただけだぜ？」

　これに蓮花は、逃にげるように羽奈の方へと向き直る。
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「それよりこんな写真、早く消しなさいよ」

「いいじゃないですか。褒ほめられたのですし」

「私が消してと言ってるの」

「これは私の端末に入っているデータですから、いわば私の所有物です。消すのも私の自由。保存してＡ３大に引き延ばしてポスターにするのも私の自由です」

「や、やめなさいよ!?」

「あのさー……」

　二人が言い合っている最中、葵が呆れたような口調で割り込んできた。

「いい加減、案を出してもらえるかな？　そのつもりが無いのなら実行委員を降りて欲しいんだけど？」

　それで蓮花達はすっと静かになった。

「とは言っても、今から考えてもすぐには思いつかないだろうし、時間ももう遅いから、続きは明日にしよ。それまでにみんなアイデアを考えてきてね」

　全員それで納なつ得とくしたようだ。

　そこへクロアが音も立てずに突然、起立した。

「「「「「??」」」」」

　みんなが不思議なものを見るような目で彼女の動向を見守る。

　すると無表情のまま、ボソリと呟つぶやく。

「寮りようの門限まで残り５分」

「「「「「!?」」」」」

　この場にいた全員の血の気が引いた。

　魔剣士学院のあるこの弦げん月げつ島とうは特とく殊しゆな環かん境きようではあるが、寮にはちゃんと門限が設定されている。規則正しい生活習慣を重んじているからだ。

　そういった決まりは、一分、一秒が命取りになるかもしれない任務ミツシヨンや、失敗が許されない環境での基き礎そになるのだとか。

　だがここで問題なのは、門限が普通の寮よりもかなり早い時刻である事。そして、これが守れなかった時のペナルティが〝ランキングポイントの減点〟になるという事だった。

「なんでもっと早くに言わないのよ！」

　立ち上がった蓮花がクロアに噛かみついた。

「アヒルの容よう貌ぼうに全思考を奪われ、判断に遅ち延えんが生じた」

「……」

　彼女は眉まゆ根ねをピクリとさせたが、すぐに、

「とにかく急ぐわよ！」

　と言って、我先に廊下へ飛び出した。

「ちょっと、自分だけ先に行かないで下さい！」

「待って下さーい」

　羽奈とクロエ、そしてクロアも後に続いた。

　俺もこうしちゃいられない。こんな事で大事なポイントを減らしたくないからな。

　鞄かばんを掴み上げると、すぐさま彼女達の後を追う。

　すると、俺と併へい走そうする人物がいる。

　葵だ。

　彼女はすでに魔剣士隊本部に出向している身。今更ポイントを惜おしむようなことは無いはずだが……。

「なんだ、お前もポイント気にしてるのか？」

「ううん、これはもう闘妃インビンシブ夜会ルクイーンを目指して躍やつ起きになってた頃ころの癖くせだね。出場前はちょっとしたポイントでかりかりしてたから。勝手に体が動いちゃうっていうか、こんな事で減らされるのは嫌いやっ！　みたいな気持ちの方が先に出ちゃって、動かないと逆にムズムズしちゃうみたい」

「ふーん」

　俺は大した返答もしなかったが、彼女が闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの道程でどれだけの事をしてきたのか、その一いつ端たんが見えたような気がした。
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　翌日の放課後。

　実行委員のメンバーは、またもや視聴覚室に集まっていた。

「それで、何か考えてきた？」

　全員を見回すようにして葵が言った。

　そういえば彼女、いつの間にかリーダーのような役割に収まっているな。

　対するその他実行委員の面々は考えてきたアイデアを口に出だした。

「「「「仮装リレーで」」」」

　ハモったあとに驚おどろいて、

「「「「!?」」」」

　互いに目を向け合った。

「なんで、みんな同じなのよ」

　真っ先に文句を口にしたのは蓮花だった。

「私はその……」

　これに羽奈は言いい淀よどんでいたが、すぐに反発する。

「というか、去年で懲こりたはずの泉明寺さんが、なんでまた同じ競技を推おしてくるんですか？」

「それは……」

「央真が仮装を賛美したので」

　クロアが淡たん々たんとした口調で言った。

「ちっ、違うわよ！」

　図星だったのか、蓮花の表情に狼狽ろうばいがにじみ出る。

　ここにクロアが更さらに追い打ちをかける。

「ちなみに羽奈、クロエも同様の理由から仮装リレーを推すい薦せん」

「そっ、そんな訳ないじゃないですか！」

「わたしは、あの……かわいいなー、わたしもやってみたいなーと思っただけで、そんなつもりは決して……なかったとは言い切れませんが、そうじゃないですー！」

　二人も慌て始めたのでクロアの言った通りなのだろう。

　羽奈は不満を顔に出しながらクロアを詰きつ問もんする。

「あなたこそ、どういうつもりなんですか！」

「わたしは央真に可か憐れんであると褒められたい下心が存在する為、身近な成功例を借用してみただけ」

「「「「……」」」」

　あまりにストレートな答えに羽奈以下、絶句してしまった。

　下心とか自分で言っちゃってるしな。

「みんな同じ意見なのね。それじゃあ葵も仮装リレーにしよっと」

　一人落ち着いた調子の葵が、そんな事を言った。

「なんで合わせる必要があるんだよ」

「意見を出し合ってもまとまらない事の方が多いのに、これだけ意志が揃ってるんだからいいんじゃないかな。ここで別の意見を出しても長引くだけだし」

「俺が一いつ生しよう懸けん命めい考えてきた案はどうなるんだ」

「どのみち多数決だから」

「ぬおお……一晩かけて考えた名案がぁぁ」

「じゃあせっかくだから、その名案とやらを聞かせてよ。内容によっては旗色が変わるかもしれないし」

「いいのか!?」

「いいよ、言ってみて」

「俺が提案するのは騎き馬ば戦せんの変形型で、参加者全員がビキニ着用が前提。それで勝負を決する為に取り合うのは鉢はち巻まきや帽ぼう子しではなく、互いのビキニ！　この競技の名前は題して『ドキッ♡　水着だらけの騎馬戦は危険がいっぱい。あっちもこっちもぷるるん大パニック――』」

「「「「却きやつ下か!!」」」」

　しゃべっている途と中ちゆうで盛大にダメ出しされた。

　だが、クロアだけが「賛成」とか言い出して、その後ちょっとだけ揉もめた。







「それじゃ自由競技の枠は仮装リレーってことで決定……したいところなんだけど、一つだけ問題があるんだよね」

　プログラムリストをまとめかけた手を止めて、葵が言った。

「問題。そうだよな。みんな俺にかわいいって言って欲しいが為に衣装選びに苦労する姿が目に浮うかぶ。でも大丈夫、俺はみんな褒めるから！　元が綺き麗れいなんだから、どんな格好でもかわいいし！」

「で、その問題なんだけど――」

　普通にスルーされた。

「自由競技は希望者のみの参加だから、仮装リレーだと衣装を用意する手前、参加率が低くなっちゃうのが問題なんだよねー。この学院の生徒は普ふ段だんの授業だけでも結構ハードだから、衣装を作ったりとかする時間があまり取れなかったりするし、それだけで自分は見てるだけでいっか、ってなっちゃう人が大半だと思う。去年もそんな感じだったし。それでも好きな人は頑がん張ばって力作を作り上げて出場してくれるんだけどね」

　それを聞いた蓮花、羽奈、クロエの三人は衣装制作の事までは考えていなかったらしく、少し青ざめた顔をしていた。

　一人、淡あわい表情で姿勢正しく座っていたクロアは、またもや唐突に語り出す。

「わたしに新規参加者への負担軽減策がある」

「へーどんな？」

　葵が尋たずねた。

「既き製せい品ひんの衣装を借り入れる事により、参加へのハードルを下げる」

「なるほど、それなら誰でも気軽に参加できるな。さすがクロア」

「それほどでもない」

　俺おれが言ったことに珍めずらしく謙けん遜そんの言葉を返すクロア。しかし、表情は相変わらずの無表情なので感情はまったく読み取れない。

「取り入れても良さそうなアイデアだね。でもレンタルする衣装はバラエティー豊かにしつつ、ある程度厳選しないといけないかもね。何かこれは入れといた方がいいとか。お薦めの衣装はある？」

　葵がみんなから提案を求める。

　そこへクロアが真っ先に立ち上がった。

「この事態を予測し、事前にサンプルを調達してある」

　用意良すぎだろ！

　彼女はこうなる事を予測していたというよりも、最初からその方向へ無む理り矢や理り持って行くつもりだったんじゃないかと俺は思った。

「人数分用意してある」

「「「「え……」」」」

　クロアは自分の足あし下もとに置いてあった紙かみ袋ぶくろを持ち上げてみせた。

　これに全員、目を点にして固まる。

　朝からなんか持ってるなーとは思っていたが、ここで出てくるとはな。

　しばらく戸惑っていた彼かの女じよ達たちだったが、葵が先せん陣じんを切って動き出す。

「せっかくだから着てみよっか」

「でも、それってどんな衣装なんですかー？」

　クロエが不安そうに尋ねた。

「央真から高評価を得たアヒルの衣装。その前例を生かす為、動物の衣装を用意した」

「へ、へぇー……面白そうじゃない」

「そ、そうですね。着てみる価値はあるかもしれません」

　蓮花と羽奈は興味があるような台詞せりふを吐はきつつも、表情はやや引き攣っていた。

「じゃあ試着してみるから央真はちょっと外に出てね」

「えっ!?　ちょっ、おい！」

　突然、葵が俺の背中を押おしてきた。

　そのまま部屋の外へと出されてしまう。

「俺はみんなが着替えていても全然気にしないんだけどな」

「こっちが気にするの！　それに……」

　閉まりかけた扉とびらの隙すき間まから、葵が声のトーンを下げ、囁ささやいてくる。

「心にも無いこと、わざわざ言わなくていいんだよ？」

「そんな事は……」

「じゃあ、またあとでね」

「あっ」

　文句を言う前に扉が閉まってしまった。

　わだかまりが残ったまま、廊ろう下かで彼女達の着き替がえが終わるのを待つ。

　五分、いや十分は経たっただろうか。

　中からは何の反応も無い。

　というか聞こえない。

　それはこの場所が、しっかりとした防音対策が取られた視聴覚室だからだ。

　それにしても長い。

　ただ着替えるだけだというのに。

　待ち切れなくなった俺は、自分から扉を数センチ開けて中の様子を探さぐってみる。

　でも、よく見えない。

　仕方が無いので中に向かって叫さけんでみることにした。

「おーい、まだかー？」

「ひっ!?」

　短い悲鳴のようなものが上がる。この声は多分、蓮花だ。

「もう着替え終わったんじゃないか？　こっちは待ちくたびれちゃったぞ？」

「ちょっ、ちょっと待ってよ！　着替えはとっくに終わってるけど……まだ心の準備ができてないんだから……」

「なんだ、もう終わってるのか。それならそうと言ってくれればいいのに」

　俺は言いながら扉を開けた。

　直後、目の前に現れたのは、俺がこの学院に来てから初めてのハーレムらしい光景だった。

「こ、これは……!?」

　俺が入ってきた事に気づいた彼女達は、小動物のようにビクッとなって体を硬こう直ちよくさせる。

　そう、確かに小動物だった。

　彼女達の頭の上からは長い耳が生え、肩かたと胸むな元もとが大きく開いたエナメル生き地じのレオタードを身にまとい、太ももから足先までは黒いストッキングに覆おおわれている。

　全員が全員、この衣装を身につけていた。

「これは俗ぞくに言う……バニーガールじゃないか!?」

「なっ、何、勝手に入ってきてるのよ！　まだダメだっていったじゃない！」

　蓮花は胸元を隠かくしながらその場にへたり込んでしまった。

「神前君!?　あっ、あんまりジロジロ見ないで下さい！」

「これはなんだか良く分からないんですけどー……水着よりも恥はずかしいような気がしますー……」

　同様に羽奈とクロエも慌てた様子。

　平然としているのは葵とクロアだけだった。

「いかがですか？　欲情しましたか？」

　そう言ってきたのはクロアだ。クロエと同じ体型を惜しまずこちらに向けてくる。

「なんでお前は、いつもそんなにストレートなんだ……？」

　呆あきれたように言っていると、葵が前の方に躍おどり出でてくる。

「央真、どう？　どう？　これ似合ってる？」

「んーまあ……普ふ通つうかな」

　それで彼かの女じよは驚きよう愕がくの表情で固まった。しかし、すぐに満面の笑みを取とり戻もどす。

「なら、この衣装は採用決定！」

「どこをどう捉とらえたら、そういう結果になるんだよ」

「央真が葵に対して普通って言ったら、超ちようかわいかったって意味だもの」

　出たよ、いつものポジティブ思考が。

　まあ俺はどんな衣装が採用になったって構わないし、学院の子のバニーさん姿が少しでも多く見られるのなら、ただ嬉うれしいだけだし、むしろ歓かん迎げいだ。

　だが、これに難色を示す者がいた。

「反対です。この衣装は不健全な香かおりがします！」

　羽奈が訴うつたえた。

「そうです。確かにクロアの言う通り、動物は動物でしたが、これはちょっと違ちがう気がしますー」

　クロエも訴えた。

　すると葵が、

「どこが不健全なの？　どこがどう違うの？」

「「それは……」」

　二人は押し黙ってしまった。

「不健全なのは当たり前だわ」

　そこへ突然、声が割り込んできた。

　今までへたれていた蓮花だ。

　すでに立ち上がっていた彼女は、葵にゆっくりと視線を合わせる。

「バニーガールの起源は元々、クラブのウェイトレスが始まりなのよ。しかもこの姿には、ウサギのように年中発情中という意味合いが隠いん喩ゆとして含ふくまれているのを知ってて言ってるのかしら？　学院生には相応ふさわしくないと思わない？」

　葵はこれに対し、ケラケラと笑った。

「考えすぎだよー。かわいければそれでいいじゃない。その尻尾しつぽとか、とってもキュートだと思うんだけどなー」

　蓮花は反射的に丸くてふわふわした自分の尻尾を手で押さえていた。

「それに、逆にそこまで知ってることの方が驚きだよー」

「とっ、とにかく、この衣装は不採用にしてくれるかしら」

「そんなに言うのなら止めてもいいけど。でも、こんな程度の事にもびくびくしてるなんてちっぽけな人間だね」

「は？」

「いやね、そんなびくびくさんが、よくもまあ央真の契約主マスターを名乗っていられるなあって思ってね」

　その一言で蓮花の目の色が変わった。

　彼女の中で何かのスイッチが入ったのだ。

「なぜそこで央真の話題が出てくるのかしら？　関係無いでしょう？」

「そうかなあ？　蓮花ちゃんの怖おじ気けづいた姿を見ていたら急にそんな事を思い出しちゃっただけなんだけど」

　そこで蓮花は含み笑った。

「分かったわ」

「何が？」

「あなたが無理にでも央真の話題にこじつけて話を振ふってくる理由よ。そうやって央真を自分のもとに置いておくことが、さも最善のように言って、自分を安心させているだけなのよ」

「はあ？」

「私からしてみれば、央真がいないと自分の夢すら見つける事もできない、あなたの方こそ腰こし抜ぬけよ」

　カチンという音はこういう時にするものだと思った。

　実際、彼女の険しい表情からそんな音が聞こえてきたのだ。

「そういえば、蓮花ちゃんとは体育祭で勝負するとか約束しておきながら、お流れみたいな雰ふん囲い気きになってたね。あれ、また考え直してもいいんだよ？」

「望んでいるのはそっちでしょ？　あなたがそうしたいのなら、私はいくらでも受けるわよ」

　二人の間に張はり詰つめた空気が流れていた。

　火花すら見える気もする。

　これには他のメンバーも黙っているしかなかった。むしろ空気に呑のまれ、口など利きけなかった。

「最終競技のテイク・ザ・ジョーカー。蓮花ちゃんも出るよね？」

「ええ、もちろん」

「じゃあ、そこで」

「ええ」

　こんな所で再び決けつ闘とうの約束が交かわされてしまった。

　漂ただよう険悪な雰囲気の中、この後も実行委員の会議を続けるのは難しいのではと思われたが、意外にもスムーズに進行した。

　それは蓮花と葵の二人が、何事も無かったかのようにテキパキと動き始めたからだ。

　逆にそれが怖こわかったが。

　結局、仮装リレーは去年と同じ参加方式にして、全すべてのプログラムが決まった。

　併あわせてそれに必要な備品を書き出して、担当者を決める。

　それで実行委員としての準備はほぼ終わり、あとは当日にある僅わずかな仕事を残すのみとなっていた。




‡　‡　‡




　それから数日が過ぎ、明日はついに体育祭という日。

　俺は葵の部屋でくつろいでいた。

　とはいっても部屋の半分は、薄うすい仕切り壁に隔へだてられている為、今は完全に俺の個室になっている。

　ここに引っ越してから、久ひさし振ぶりに人間らしい生活を送っているような気がする。

　プライベート空間の広さもそうだが、なにより俺用のベッドを中に入れてもらったことが大きい。

　前のクローゼットでの生活もあれはあれで快適ではあったが、やはり人が寝ねるように作ってあるわけではないので、しばらく経つと背中とか腰こしの辺りが痛くなってくる。

　それに比べたら、柔やわらかで弾だん力りよくのあるベッドは天国のようだ。

　今もその上で横になっていたのだが、あまり寝ね付つけずにいた。

　どうやら悲しいことに体が、狭せまくてゴツゴツとした方に慣れてしまったらしい。

　それはさておき、先さき程ほどから薄壁隔てた向こう側でガチャガチャと物音がしているのが気になる。

　今は深夜と呼べる時間帯。

　消灯時間はとうに過ぎている。

　なのにもかかわらずだ。

　この壁の向こう側は無論、葵の部屋になっている。その物音を立てているのも当然、彼女だろう。

　俺は音そのものよりも、彼女が何かしでかそうとしているのではないかと、それの方が不安だった。

　ここ数日、毎晩のように俺の部屋に侵しん入にゆうを試み、見つかる、ということを繰くり返かえしてきた前科があるので、とうとう壁に穴でも開け始めたのではと思ったのだ。

　俺は彼女の様子を探る為、通用扉をそっと開け、隙間から向こう側をのぞき見る。

　するとそこにあったのは、予想していたものとは全然違う光景だった。

　彼女はスタンドライトの点ついた机に向かい、黙もく々もくと何かをやっている。

　ここからではよく見えないので、俺は扉を開けて堂々と彼女の部屋に入った。

　だが、よほど集中しているのか、こちらの気配にまったく気づいていないようだ。

　なので、こちらから声を掛かけた。

「よう、何してんだ？」

「あ、央真」

　彼女は特に驚く様子も無く、普通の反応を示した。それどころか、

「夜よ這ばいしにきたの？」

「ちげえよ！」

　相変わらずだった。

「そんな事より、何してんだ？　明日は体育祭当日だろ。実行委員は朝も早いんだし、もうそろそろ寝た方がいいんじゃないか？」

「あーでも、最後にこれだけやっておかないと気持ちが落ち着かなくて」

　葵が目を向けたのは、さっきまで黙々と手を動かしていた机の上。

　そこにはオレンジ色の照明を浴びて、美しく輝く片刃刀が置かれていた。

　彼女の魔神隷従剣レメゲトンソードだ。

　だが、それだけじゃない。

　机き上じようには様々な工具が散乱していたのだ。

　しかも柄の部分のカバーらしきものが外され、中から複雑な回路が露あらわになっていた。

　そういえば、魔神隷従剣レメゲトンソードは魔ま神じんの力を擬ぎ似じ的てきに再現エミユレートする機械であることをすっかり忘れていた。

　見た目は日本刀なのに、内部で回路に光が流れている姿を見ると物もの凄すごく違い和わ感かんを覚える。

「これは？」

「魔ま剣けんの整備だよ」

「整備って……普通、ここまで開けて中身をいじったりする子いるのか？」

「いないだろうね。学院内で使ってる分には滅めつ多たに壊こわれたりはしないし、不具合が出たら本部の整備課に送れば調整してもらえるし。でも、葵はこれをすることで自分の使っている剣の仕組みが良く分かるし、どう使ってあげれば全ての力を隅すみ々ずみまで余すこと無く発揮できるのかが分かるんだよ。整備するのはそれを再確認するのと、安心を得るっていうのがあるかな」
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　彼女は屈託無く笑った。

　授業の中に魔剣の内部構造についての講義はあるにはある。しかし、さらっと知識をなぞるくらいで、自分で整備できるほどには教わらない。そこからは葵の独学なのだろう。

　確かに、持っているスペックをフル活用しようと思うなら、己おのれの武器の事を己が一番良く知っていなければならないだろう。

　だからって、ここまでやれる奴やつはそうはいない。

　分かったのは、彼女がたまたま才能があって、それだけで闘妃インビンシブ夜会ルクイーンの優勝を勝ち取ったわけではないという事だった。

「すげえな。めちゃめちゃ頑張ったんだな」

「え……そ、それほどでもないよー。どうしたの？　急に褒めちゃって、央真らしくないよ？」

　葵は照てれ臭くさそうにしていた。

「もとはといえば俺のせいで魔剣士の道を選ばせてしまったんだ。なのにもかかわらず、すげー努力している姿が目に浮かんでな」

「それはもう言わない約束でしょ。葵は自分の意志で選んだんだから。それに魔剣の中身ってほんと凄いんだよ？　これを最初に考えた人、とんでもない頭脳の持ち主だと思う。葵も探究心がくすぐられて回路を見てるだけで楽しくなっちゃうんだ」

　嬉しそうに語り続ける。

　俺はただ黙だまって、そんな葵を見守っていた。

　すると彼女の方から、

「そういえば今の央真、昔の央真に戻ったみたいだね。あの事故より以前の……」

「そうか？」

　俺はわざと惚とぼけてみせた。

　彼女は俺がつい最近まで魔剣祭の事故の記き憶おくが無かったことを知らない。

　それをわざわざ伝えることは、無用な心配をさせることになる。だからお茶を濁にごしたのだ。

「それはそうと、そろそろ切り上げた方がいいんじゃないか？　明日に支障が出ちゃうぞ？」

「ああ、うん。あとはカバー閉じるだけだから、それだけやって寝るね」

「そうか、じゃあ俺は戻るよ」

「うん、お休み」

　葵は再び机に視線を落とした。

　俺は自分の部屋に戻る扉に手を掛けた際、ふと先さき程ほど葵が言っていた事を思い出す。

　それは、

『どう使ってあげれば全ての力を隅々まで余すこと無く発揮できるのかが分かる』

　という言葉。

「〝己の剣を知る〟……か」

「へ？」

　唐とう突とつだったんで、彼女はきょとんとしていた。

「あ、いや、葵のそれを見ててふと思っただけさ。こっちの事。おやすみ」

　瞼まぶたをパチパチとさせ、首を傾かしげる葵を置いて、俺は眠ねむりについた。







四章　魔剣士であること







　体育祭当日。

　学内闘技場アリーナは俺が今まで体験したこともない活気に溢あふれていた。

　全学年が一堂に会しているという事もあるが、観客席の外周に建てられた飲食中心の出店や、飲み物などを売って回る販はん売ばい員いんの姿もあって、ちょっとしたお祭りの様相を呈ていしていた。

　今は競技の真まっ只ただ中なか。

　授業ではあまり起きない声せい援えんが各所から上がっている。

　それだけ盛り上がっているということだ。

　ちなみの俺も結構楽しんでいた。

　なんというか、そこは魔剣士。普通の体育祭と違って、なにもかもが派手で思わず声が出てしまうのだ。

　さっきも二〇〇メートル走だったのだが、これがフォトンドライブの力を借りて全力で駆け抜けるもんだから、平均タイムが僅か数秒だったり、その時の衝しよう撃げき波はが台風並みにすごかったりと、色々新しん鮮せんで面おも白しろかった。

　現在の状じよう況きようはプログラムの中ちゆう盤ばんを過ぎた辺り。

　闘技場アリーナ内では次の競技である借り物競走の準備が始まっているところだった。

　これには蓮れん花か達たち、実行委員のメンバーも出場するようで、スタート地点に姿がうかがえた。

　そういえば、この借り物競走ってやつも、普通のネーミングだな。

　これも魔剣士ナイズされてド派手なんだろうか？

　とか考えているうちに一組目が出走しそうだ。

　見た感じ、初うい々ういしさがあったので恐おそらく一年生の組だろう。

　スタートラインに魔神装甲イーヴルギアを身につけた生徒達が十名ほど並ぶ。

　すぐにスタートを知らせるブザーが場内に鳴なり響ひびくと、次の瞬しゆん間かん、俺は空を見上げていた。

　彼女達が一いつ斉せいに八方へ散ったのだ。

　借り物のお題が書いてある札を取りに走り出す。とかではなく開始早々、魔光子を吹き上げて観客席に舞まい降おりる。

　今はフィールドを隔てる魔ま力りよく障しよう壁へきも解除されているようだ。

　何事かと思ったが、俺が気づかなかっただけで、お題はすでに観客席上部の電光掲示板に表示されていたのだ。

　そこには〝ヘアピン〟と表示されていた。

　一いつ般ぱん的てきな借り物競走と違ってお題は全員共通で一つらしい。

　しかしヘアピンなら、女生徒ばかりのこの学院なら結構な人数が持っていそうだ。

　みんな、あっさりと借りられたようで、次々にゴールとして指定された場所に駆け込んで行く。

　なんとなくルールは分かった。

　さて、こうしている間に次は蓮花達の番だ。

　彼女の他に羽は奈な、クロエ、そしてクロアも参加している。葵あおいはいないので二年生組だろう。

　それほど緊きん張ちようした様子は見られない。恐らく、獲かく得とくポイントがあまり高くないからだろう。見た限り簡単な競技だったし。

　間もなくしてスタートのブザーが鳴り、同時に電光掲示板へお題が表示される。

　そこに掲かかげられたのは、

〝パンツ〟

　という文字だった。

「ん？」

　最初はちょっと意外なお題に面食らったが、それならこの会場中どこでもあるなあと妙みように落ち着いた。

　むしろ、それなら俺が参加したかった！

　悔くやしさに拳こぶしを握にぎっていると、突とつ然ぜん、周囲の女の子達が蜘く蛛もの子を散らすようにササーッと退けていくのが目に入った。

　なんだ??　口走った覚えは無いが「参加したかった！」とかいう心の声が聞こえちまったのか？　いや、まさかなー……。

　そう思ってよくよく状況を確認してみると、なにやら前方から酷ひどいプレッシャーが近づいて来ていることに気づいた。

　みんなこのプレッシャーに押おし退のけられるようにいなくなったのだ。

　眼前にいた数人の女の子達までもが逃げ出すと、その正体がはっきりと視界に入ってくる。

　それは借り物競走に出場した魔ま剣けん士し達、十数人全員。

　彼女達が獲え物ものを狙ねらうような目で、俺に向かって一直線に飛んできていたのだ。

　次々に観客席に着地し、

「貸して！」

　みんなでハモるようにそう言って、俺を取り囲む。

　魔神装甲イーヴルギアを身につけた彼女達にこうして囲まれると非常に厳いかめしい感じがする。

「ってか、なんで俺なんだよ!?　他にもいくらだってあるだろ？」

　当たり前の質問を返したら、彼女達は指先を手元でからめ始める。

「だって……どうせなら……ね？」

　一人がそういうと、周りも同意するようにうんうんと頷うなずく。

「どうせなら、ってどういう事だよ！　とにかく俺のは貸せねえよ！」

「えー」

　不満の声が上がった。ブーイングもこれだけ重なれば、俺が悪いことをしているようにも思えてくるから不思議だ。

　そもそも、こんなのお題に入れた奴は誰だれだよ！　そういうの決めるの実行委員じゃないのか？

　そこまで考えて、やりそうな人間を二人思いついた。

　一人は葵。もう一人は……。

　俺は取り囲んだ集団をざっと見回す。

　すると人ひと垣がきの奥おくで、淡いながらも熱い視線を送ってきている人物が目にとまった。

　クロア……お前か！

　俺が視線を送ると、いつも無表情だった彼女が微かすかに笑ったような気がした。

　そんなこんなで揉めているうちに時間切れがきてしまったようで、この出走組は全員失格となってしまった。







　その後も体育祭は滞とどこおりなく進み、とうとうイベントの最後を締しめ括くくる競技へと移っていた。

　この体育祭のクライマックスにしてメイン競技。

　勝利者への獲得ポイントも大盤振る舞い。

　全員が注目する真剣勝負の場。

　競技名はテイク・ザ・ジョーカー。

　そのルールを説明すると、こういう事らしい。

　競技参加者のうち一人に前もって〝ある印〟を隠し持ってもらい、誰がその印を持っているのか当人以外は分からない状態で競技開始。

　最初に印を持った人間ジヨーカーを探し出した者が勝利者になる。逆に印を所持している者は最後まで逃げ延びれば勝利となる。

　当然、こういうルールになると戦せん闘とうは避さけられないので、毎年激しいバトルが繰り広げられるらしい。

　なのでポイントに執しゆう着ちやくの無い生徒は参加したがらないのだとか。

　それでも学年を問わず三十人近い生徒が参加を名乗り出た。

「それじゃ移動するわよー。スムーズにお願いねー」

　闘技場アリーナに設置されたスピーカーから、そんな放送が流れる。

　美み影かげ先生だ。

　最終競技は大規模戦になる為ため、この闘技場アリーナではキャパシティが足りないのだ。その為、弦げん月げつ島とうの東にある広大な森に会場を移して行うという。

　生徒達は彼女の指示に従い、ゾロゾロと闘技場アリーナの外へ動き出した。

　そこで全員、魔神装甲イーヴルギアをまとい、次々に飛び立って行く。

　普通の人間が歩いて行けば結構かかる距きよ離りをひとっ飛び。便利なものだ。

　見学者は森の手前にある高台に降り立ち、競技参加者は森の中なか頃ごろにある開けた場所へと降りる。

　結局、全体の移動は十数分で完かん了りようしていた。
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　森の中。そこかしこで爆ばく音おんが上がる。

　魔剣士達が剣を交えてぶつかり合う音だ。

　すでに最終競技、テイク・ザ・ジョーカーは開始されていた。

　闘妃インビンシブ夜会ルクイーンへの出場を狙っている俺も当然、これに参加中だ。

　あと知っている限りでは、事前に予告していた蓮花と葵が参加しているはず。

　羽奈とクロエの姿も移動中にチラッとみかけた。恐らく彼女達もいるだろう。

　競技を進めていけば、いずれ彼女達ともやり合う場面が出てくる。

　今の俺は魔ま王おうの力を封印中。蓮花のサポートも無い。

　この状態でどこまでやれるか？

　不安もあるが、わくわくする気持ちの方が上回っている。

　俺は魔剣を持つ手の握りを確かめる。

　右目の前に表示された透とう過かディスプレイには複数の光点がマップ上を移動したり、停止したりしていた。これは魔剣士が放つ魔光子の流れを捉え、視覚化したものだ。

「さて、どの辺から攻せめようか」

　決めかねていると、背後から高速でこちらに近づいてくる点があった。

　すぐさま振り向くと、目の前に魔神装甲イーヴルギアを身につけた女の子がニコニコしながら立っていた。

「みーっけ！」

　ショートカットで少し幼い感じのする彼女は、うちのクラスではないことは確実だが、顔は見かけたことがあるので多分同じ学年で他クラスの子だ。

「みーっけ、って言われてもなあ。俺はジョーカーじゃないぜ？」

「みんなそう言うんだよ。それに実際、印を持っていても『私だよー』とは言うわけないじゃん」

「まあ、そうか」

　彼女が言う通り、誰が印を持っているかなんて外見からでは分からない。自分が持っていないことは確実に分かるが、他の参加者からしたらそれが真実だとは言い切れないのだ。ようは打うち倒たおして無む理り矢や理り、持っているかどうか自分で確かめるしかない。

「でも、君は持ってないな」

「なんで分かるの？」

「所持者なら、わざわざリスクをおかしてまで攻めにいこうとは思わないから」

「そうかなー？　守りに入ってるとあからさまに怪あやしいから、逆にまずいと思うんだけど。まあいいや、とにかく確かめさせてもらうよ！」

　彼女はいきなり仕し掛かけてきた。

　手にした直刀の魔剣に魔光子を宿らせて斬きり付つけてくる。

　俺は半身を引いて、これを避ける。

　彼女は自分の攻こう撃げきが空を切ったことに驚おどろいている様子だった。

「結構、見えるな。太た刀ち筋すじが」

　それも蓮花がやっている自主練に毎日参加したり、彼女のサポートを受けながら戦ったりしたことでかなり感覚が鍛きたえられたんだろうな。

　力を封印していてもある程度のことには対応できそうだ。

　こうしている間にもショートカットの少女は追つい撃げきを続ける。

　俺はそいつを紙かみ一ひと重えで右へ左へと避け、最終的には隙すきを突ついて反はん撃げきに出る。

「印は確かここだったっけ……な！」

　少女の懐ふところに一気に駆け寄り、そこから魔剣を振り抜いた。

　直後、彼女の胸部装甲が弾はじけ飛とび、白い胸元が露わになる。

「ふえっ!?」

　突然の事に彼女は胸元を押おさえて、その場に座り込んでしまった。

　それでも魔剣を手放さないのは魔剣士としての誇ほこりか。

「なっ、なにすんのよ!?」

　顔は赤く、涙目だったが、剣けん先さきは俺おれの方に向けられている。

「何って、この競技のルールだろ？　ジョーカーの判子が押してある箇か所しよは規定通りなら胸元のみぞおち辺りだって聞いたぜ？　そいつを確かめるにはそうするしかないだろ？」

「むぅ……」

　彼女は正論を言われて口くち籠ごもってしまった。

「とりあえず、やっぱり君は持ってなかったな。じゃあ俺は行くぞ？　この辺はとばっちりを受うけ易やすそうだから早いとこ退いた方がいい」

「えっ……ああ、うん」

　少女は起き上がるとフォトンドライブを吹かして、そろそろと森の外へと向かい始めた。

　印が無いと知られたものは競技から退場しなくてはいけない決まりなのだ。

　彼女が木々の合間に消えて行くのを確認した俺は、次の相手を探すべく動き出した。

　が、一歩進んだだけで次の相手に遭そう遇ぐうしてしまった。

　丁度、目の前の森から深しん紅くの魔神装甲イーヴルギアが現れたのだ。

「あ、央おう真まだ」

　きょとんとした表情で言ってきたのは葵だった。彼女は出で会あい頭がしらに魔剣を構えるわけでもなく、戦闘の意志が無いのか両手はぶらりと下げ、無防備の状態。

「なんだ、やる気無いのか？」

「えっ、いやそういうわけじゃないけど」

「そっか、じゃあ勝手にやらせてもらうぜ？」

　俺は真っ向から彼女に斬り付けにゆく。

「えっ……!?」

　葵は慌あわてて構えを取り、なんとか俺の斬撃をその刃やいばで受け止めた。

「なっ、ちょっと、いきなり!?」

「差し当たって俺は闘妃インビンシブ夜会ルクイーンを目指してるんで、ポイントが欲ほしいんだよ」

「葵は印なんか持ってないよ」
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「その言葉がこの競技では、なんの役にも立たないことは分かってるだろ？」

「まあ、それはそうだね」

　刃同士が重なり合い、手元でキリキリと音を立てている。

「じゃあ、やろうか」

「ええ」

　俺の誘さそいに乗って葵が戦いの意志を見せた時だった。

　彼かの女じよは俺とは違う別の何かに反応し、その場から飛び退いた。

　刹せつ那な、何も無かった空間から黒い剣が伸のびてきて、そのまま空気を切きり裂さく。

「あれは……！」

　見覚えのある魔剣に俺は思わず声に出してしまった。

　まるで瞬間移動。

　こんな真ま似ねができる可能性を持っているのは俺以外で彼女しかいない。

「蓮花！」

　長い髪かみが歪ゆがんだ空間の中から全部現れると、そいつを片手で掻かき上あげた。

　微かな笑えみと視線が俺に向けられる。

「この前、央真がやったことをちょっと応用してみただけよ」

　模擬戦でクロエを相手に俺が見せた次元潜行。彼女はその事を言っているのだ。

　そこで蓮花の目つきが変わる。

「そんな事より、彼女とやるのはこの私よ」

「ええ、俺が先だったのに」

「それより以前に彼女と勝負する約束をしたのはこの私だから。ねえ、そうでしょう？」

　蓮花は葵に言葉を投げかけた。

「うん、そうだったね」

　葵は剣を構え直し、やる気を見せる。

　そこで蓮花は思い出したように俺を振り返る。

「そういえば央真とも勝負する約束してたわね。彼女を倒してからでいい？」

　返答する前に葵が反応する。

「随ずい分ぶんと軽く見られたもんだね。ま、いいや。どこからでもいいよ。葵には指一本触ふれられないと思うけど」

「油断していると、無様な結果を晒さらすことになるわよ」

　蓮花の心の内が研とぎ澄すまされてゆくのが、魔剣を通して俺に伝わる。

　次の瞬間、彼女の姿が消えた。

「!?」

　あらかじめ切り開いておいた空間の裂け目に入り込んだのだ。

　いつの間に……。

　葵は目を見張りつつ、周囲の気配を探さぐる。

　直後、彼女の背後に蓮花の姿が影のように浮かび上がった。

　そのまま葵に斬り付ける。

　が、思うようにはいかなかった。

　絶ぜつ妙みようの反応速度。

　葵は即そく座ざに身を反転させ、迫せまる斬撃を己の剣で迎むかえに行く。

　ただそれだけなら受け止めたに過ぎない。

　無論、結果はそれだけではなかった。

　魔剣が瞬しゆん時じに発火し、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまとったのだ。それはまるで手元で小規模な爆ばく発はつが起こったようだった。

　これに仕掛けた側だった蓮花は逆に体ごと大きく吹き飛ばされる。

　地面に轍わだちのような跡あとを残してなんとか堪こらえると、彼女の心の内が聞こえてくる。

《今の……魔光子を刀身に集めて、圧縮!?　それを一気に開放した？》

　同時に僅かな怯おびえのような感覚が伝わってくる。

　それは未いまだ彼女の中で拭ぬぐい切きれていない炎への恐きよう怖ふか？　はたまた圧あつ倒とう的てきな実力差をその一ひと振ふりに感じ、おののいたのか？

「それでお終しまい？」

　葵は呆ぼう然ぜんとしている蓮花を挑ちよう発はつする。

　言われて我に返った彼女は、再び空間の狭はざ間まに消える。

「またそれ？　そんな事しても無む駄だなの分かってるよねー？　いくら不意打ちをかけたって、そもそも蓮花ちゃんの力じゃ、葵に傷一つ付けられないでしょ？　ほら、こんなふうに――ねっ!!」

「ぐっ!?」

　蓮花は先程とは違ちがい、ワンクッション置いてフェイントをかけたつもりで斬り付けた。

　しかし、葵にとってはそんなこと、まったく無意味だった。

　彼女が地面に魔剣を突き立てると、そこを中心として放射状に炎が吹き上がる。

　蓮花は咄とつ嗟さに防御体勢を取ったが、そのまま火の壁に炙あぶられ弾き飛ばされた。

　葵はそこへ容よう赦しや無なく追い打ちをかける。

「防御するだけ無駄だよ」

　なんとか体勢を立て直そうとしている蓮花に紅蓮の剣が振ふり下おろされる。

　まともに食らった彼女の体は紅こう焔えんの尾おを引きながら宙を舞い、周囲の木々を二、三本なぎ倒してから地面に転がった。

　辺りに燻くすぶるような煙けむりと焼やけ焦こげた臭においが残る。

「この程度で黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指してるなんてね」

　葵は余よ裕ゆうの態度で倒れている蓮花を見下ろしている。

「いいのかな？　これで終わって。これじゃあ央真を取られてただ激げき昂こうしただけの人になっちゃうけど？」

「誰が終わりだって言ったのよ」

　草むらの中で蓮花が立ち上がった。だいぶダメージを受けているようで、足あし下もとがふらふらしている。

「私は黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズになる人間よ。少なくともあなたよりはその資格がある」

　葵の顔から余裕が消える。

「聞き捨てならないねー」

「前にも言ったわよね？　あなたは央真がいないと自分の夢すら見つける事もできない……腰こし抜ぬけだって」

「意味が分からないんだけど」

「じゃあ私が教えてあげるわ」

　蓮花は剣を体前に構えた。まだやる気だ。

「とことんやらないと分からないようだね。いいよ、実力差を思い知らせてあげる」

　葵は再び、剣に炎をまとわせた。

　しかし、先程までとは違う大きな力が剣先に宿っている。それが空気を介かいしてビンビン伝わってくる。いわゆるこいつは上級魔剣士の剣気。

　彼女は本気で打ちのめす気だ。

「燃えちゃいな」

　縦たて一いつ閃せん。

　それで地面を食い破り、次々に火柱が上がった。

　火柱は誘ゆう爆ばくするように連なり、蓮花を襲おそう。

　あれは今の蓮花では受け止めるどころか怪け我がさえ負いかねないレベルの力だ。

　俺は叫さけんだ。

「意地張らないで、避けろ！」

　だが彼女はそこから動こうとはしない。むしろ自分の剣で火柱を両断しようとしている。

「何をしようっていうの？　まさか、蓮花ちゃんの力で打ち消せるとでも思ってるの？」

　葵は嘲あざ笑わらう。

　しかしすぐに状況は一変した。

「そんな事してたら本当に燃えちゃう…………っ!?」

　葵、そして俺も、目の前で起きた事を呆然と見つめていた。

　蓮花が荒あれ狂くるいながら向かってくる炎の柱をいとも簡単に一刀両断してみせたのだ。

「なっ、なんで!?　本当にあれを打ち消したの？　でもどうやって……」

　戸と惑まどう葵。だがそれも僅わずかな間だった。

　彼女の背後で突とつ如じよ、爆発が起こったのだ。

「きゃあぁっ!?」

　葵は爆ばく風ふうに突き飛ばされるような形で前へ転がった。

　なんとか受け身を取るも、その顔は驚きよう愕がくに満ちていた。

　そして、

「この力……もしかして葵の……？」

「そうよ。今あなたが放ったものを、そのままお返ししたのよ」

「……!?」

　葵は未だ動どう揺ようしていたが、俺には蓮花がやったことの絡から繰くりが理解できた。

「なるほどな。一見すると葵の攻撃を打ち消したように見えたけど、実は自分の前に異空間への入り口を切り開いていたというわけか。そこへ丸ごと攻撃を吸い込ませ、別の出口、この場合は葵の背後だな。そこからそのまま吐き出させた。葵に太た刀ち打うちできる力が蓮花に無くても、自らの魔ま力りよくで攻撃されたらそれなりにまずい状況だものな」

「そんな事が……」

「信じられないのなら何度だって見せてあげるわよ」

　今度は蓮花の方が余裕ある表情を見せていた。

「それに、こんな手を使わなくとも、あなたのような人間には負けないわ」

「どういう事？」

「そんな迷いのある剣に私は負けないと言ってるの」

「迷い？　葵が？　そんなの無いよ」

「どうかしら？　あなたは本当は何がしたいの？　央真の為に魔剣士になった献けん身しん的てきな女でいたいの？　それとも、それなりに才能があって、なんとなく魔剣士になって、なんとなく黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指すの？」

「ち、違う……葵は……」

「違わないわよ。あなたには、あなたの〝本心が無い〟のよ。そんな人間に私が負けるはずがない」

「で、でも……そうじゃない……」

　葵は今までに見せたことの無い苦く悩のうの表情を露わにしていた。

　その姿を見て蓮花は軽く笑う。

「それが違うと言い張るのなら、もう分かってるんじゃないかしら？」

「えっ……？」

　葵は不意に問いを投げかけられ目を丸くした。

「あなたは魔剣士として生きて行く道を〝選ぶことが怖こわい〟のよ。もともと自分の為に選んだ道でないのに、それが好きになってしまった。努力もしてしまった。でも心のどこかで自分の為だけにその道を進んではいけないという歯止めがかかってしまっている。だからその言い訳を央真のせいにする」

「そっ、それは……」

「これだけは言えるわ。私が前に『央真がいないと自分の夢すら見つける事もできない……腰抜け』と言った時、あなたは怒おこったわ。なぜ怒ったの？」

「……」

「あなたの〝本心はとっくに決まってる〟のよ」

　葵は虚きよを衝つかれたような顔をする。

「蓮花ちゃん……あなた、鎌かまを掛かけたのね……」

「どうかしら？　私は適当な志の人間に黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズになられるのが嫌いやなだけよ」

　言いながら蓮花は微かに笑っていた。

　これに対し葵もようやく笑みをみせる。

「分かったよ。これで葵も自分の心に正直になれる。蓮花ちゃん、ありがとう」

「わ、私は何も……」

《お、お礼言われちゃったー!?》

「そして央真も」

　俺は「おう」とだけ答えた。

「じゃあ受けてくれるかな？　葵の本気を！」

「望むところよ」

　彼かの女じよ達たちは互たがいに構えを取り直した。

　先さき程ほどまでとは違うピリリとした空気が周囲に漂ただよう。

「最初から全力でいかせてもらうよ。圧倒的な力でねじ伏ふせる。それが黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを目指す蓮花ちゃんにとっての最大限の敬意だと思うから」

「そんな事言って、簡単にやられちゃったら格好悪いことこの上ないわね」

「大だい丈じよう夫ぶ、そんなの万に一つも無いから」

「言ってくれるわね」

「あ、そうだ。万が一、蓮花ちゃんが勝ったら央真を返してあげてもいいよ？」

「そう、ありがとう」

「なんでもう勝ったつもりでいるの？　まあいいや、じゃ行くよ」

　そう言って葵は片刃の魔ま剣けんを肩かたの位置に構え、刀身に片手を添そえる。

　この構えは……。

　俺は模擬戦の時を思い出していた。

　あの時も彼女はこの構えを取り、蓮花に挑いどんだ。

　だが結果は、技わざを出す前に葵の方から途と中ちゆうで打ち切ってしまったのだ。

　体調がすぐれなくて取とり止やめたように見えたが、今度は大丈夫なんだろうか？

　固かた唾ずを呑のんで見守っていると、辺りの空気が震しん動どうして彼女の魔剣に炎の渦うずがまとわりつく。

　それはすぐに大きな渦となって溢れ出し、葵と蓮花を繋つなぐ巨きよ大だいな炎の隧道トンネルとなる。

　背中にある二枚羽根のフィンはスライドして六枚に広がり、細かい光の粒りゆう子しを放出させていた。

　蓮花は例によって炎の渦の影えい響きようで身動きできないのか、苦い表情をしている。

　蹂じゆう躙りんした標的を魔剣で貫つらぬく。それがこの技の本質らしい。

「そんな状態じゃ、さっきのように攻撃を返すことはできないよね」

「さあ……それはどうかしら？」

「強がり言っちゃって。それじゃ、遠慮無く終わらせてあげる！」

　六枚羽根から魔光子の粒つぶが大量に吹き出す。

　途と轍てつもない推力が彼女の体に掛かっているのが傍はた目めからでも分かる。

　その体が不用意に飛び出さないよう両足で支えている。後ろになっている右足には特に力が入っていた。

　そのまま限界まで推進力を上げた後、自らの体が炎の紅矢となって標的に風穴を空ける寸法らしい。

　蓮花にはどんな策があるのか分からないが、待ち構えたまま。

　葵の方は十分な力を溜ため終おえたのか、腰こしを僅かに落とし、足に意志を伝える。

　それで、いよいよ紅蓮の矢が解き放たれる――――はずだった。

「えっ……？　か、体が……言う事を聞かない……？」

　異常を感じ、葵が戸惑いの表情をみせた。

　言葉の通り、彼女は自分の意志に反して動けないのか、未だ構えを取ったままの姿だ。

　そこで俺は何か不ふ穏おんなものが発はつ露ろする前まえ触ぶれを察知した。

　空気が怯えるように震ふるえ、辺りに冷気が流れ込む。

「蓮花！」

　俺は危険を感じて炎の隧道トンネルの中に飛び込んだ。

　途と端たん、体が重りを付けられたように急に鈍にぶい動きになる。

　飛び込んだ勢いでなんとか彼女の下に辿たどり着ついたが、ここからは一歩も動けなそうだ。

　直後、誰にでも分かる視覚的な異変が訪おとずれた。

「なっ、なに…………こ……れ………………いっ!?」

　葵の体が突如、〝黒い炎〟に包まれたのだ。

「葵っ!!」

　それはまるで自らが発火したかのように見えた。

　そしてそれが切っ掛けの如く、取り巻いていた紅あかい炎の隧道トンネルも瞬またたく間まに闇やみ色いろへと染まってゆく。

　揺ゆらめく暗黒の渦。

　燃え盛る劫ごう火かの勢いが激しくて葵の姿が確かく認にんできなくなる。

　しかもその黒炎がまるで生き物のように蠢うごめき、蓮花の足下を伝って這はい上あがろうとしていた。

「なっ、なにこれ!?　いやっ!?」

　蓮花は振り払おうと足をばたつかせるが思うように動けない。

「ちょっと待ってろ、今俺が！」

　彼女に引火した黒炎を叩たたき消けそうとするが、体の動きが鈍い上に、何をしてもまったく消える気配が無い。

　しかもまとわりついてくる黒炎は、引火というよりも生物的なものが侵しん蝕しよくしてゆくように見えた。

　このままでは蓮花の体はこの黒炎に蝕むしばまれてしまうことは確かだ。

　それでどうなるのかは分からないが、彼女が苦しそうな表情を見せているのは現実。

　でもどうしたら？

　すぐに思い立つ。

　そうだ。

　封印している魔王の力を解放する。

　こういう時に使わずして、いつ使うのか。

　即そく断だんした俺は、彼女の足下を確認する。

　すでに黒炎は膝ひざ上うえにまで侵蝕していた。

　やり方は分からないが、この黒炎も魔ま神じんの力の一部ならば魔王が屈くつ服ぷくさせられるはずだ。

「だったら」

　俺は蓮花の足下に手をかざした。

　それで俺の中に封ふうじてある魔王の力に触れようと、意識の中で心の手を伸ばす。

　もう少しで指先が力の根源に接せつ触しよくしようとした時、声が掛かる。

「ちょっと待って」

　現実でも俺の腕うでを掴つかんで止める者がいた。

　その細い手を辿るとそこには銀ぎん髪ぱつの女性がいた。

「美影先生!?　どうしてここへ？」

「理由？　助けに来る以外、何があるっていうの？」

「それはまあそうなんですが」

　俺は改めて美影先生を見つめる。

　彼女の手にはクレイモアにも似た巨剣があった。それは彼女の魔神隷従剣レメゲトンソードだが、魔神装甲イーヴルギアは身につけていない。

　魔剣からの魔力の恩おん恵けいは多少あるとはいえ、こんな場所で生身で大丈夫なんだろうか？

「それよりなんで止めたんですか？　このままじゃ蓮花が」

「それは火に油を注ぐ行こう為いだからよ」

「どういう事ですか？」

「時間が無いから今は必要な事だけを手短に説明するわよ」

「ええ」

「片かた切ぎりさんの魔神が暴走をしている状態なの」

「契約解放みたいな？」

「それとはちょっと違うんだけど、暴走した魔神が片切さんの体を乗っ取ろうとしているのよ。そしてその余波が泉せん明みよう寺じさんにも起きているって事」

「それは蓮花の体も乗っ取ろうとしてるって事ですか？」

「そうね。それにこのままここにいれば彼女だけでなく、あたしや神かん前ざき君の身にもいずれ侵蝕が進むでしょうね。でも乗っ取るなんてことは一時的なもの。だって人間の体が耐えきれずに死んでしまうから」

「!?」

「魔神は飢えが満たされるまで怒り狂って暴れ続けるわ。魔王の力を使えば逆に魔力という餌を与えるようなもの。だからそんな魔神に何を言っても無駄よ」

「じゃあどうすれば」

「ただ一つ、あなたの中の魔王が役に立つ方法があるわよ」

　彼女は耳を寄せるように手招きをしてくる。

　そこで耳打ちされた内容に俺はちょっとばかり驚いた。

「他の方法は無いんですか」

「直接でないと上う手まく働かない可能性があるわ」

「……」

「それじゃ、あたしはここで出来る限り食い止めるから、その間に神前君は片切さんの方を頼たのむわ。言った通りにね」

　彼女は片目を瞑つぶってそう言った。

　すると突とつ然ぜん、近くで火柱が上がった。無論、黒炎の火柱だ。

　身長の数倍の高さに吹き上がったそいつは俺おれ達たちを飲み込もうと倒れかかってくる。

　そこで咄嗟に動いたのは美影先生だ。

　俺達の前に出た彼女の身を鋼が包み込む。

　それは初めて見る美影先生の魔神装甲イーヴルギアだった。

　まるで騎士ナイトのように気品溢れる白銀の輝き。西洋甲冑を女性的に表現した、そんな風体。

　彼女は旋風の如く回転斬りを決める。

　それで迫ってきた火柱は四散し、同時に俺達の周囲から黒炎が円形に退いた。

　右に薙いだ格好で腕を止め、斬撃の余よ韻いんを残す彼女。

　その姿から絶対的な安心感を覚える。

　この人は強い。

　背中からそう感じた。

　だが、ふと俺の視線が別の所に囚われる。

　剣を振るった右腕。

　その先を辿ると、肘から先の装甲が異様なほどの〝黒さ〟を持っていたのだ。

　他の装甲が高貴な雰ふん囲い気きの白銀でまとめられているから、尚なお更さらその黒さが目立っていた。

　これを目にした途端、俺の中でもしやという思いが生まれる。

　だが、俺よりも先に蓮花が反応を示した。

《まさか……あなたは……。あの時と髪の色は違うけれど……私は覚えている。その雄渾な背中、そして……その腕。間ま違ちがいないわ……》

　脳内で囁ささやいた後――目が見開かれる。

「……右腕のルプス！」

　黒炎に侵蝕されながらもその名を叫んだ蓮花。

　美影先生は幼い頃ころ、火災に巻き込まれた蓮花を救った黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズの一人、右腕のルプスだったのだ。

　だが、背後から注がれる憧あこがれと尊敬の眼差しに対し、当の本人は僅かに振り向いただけで、すぐにまた前を向いてしまう。

　そして、こう言った。

「あんまり長くは持たないから、よろしくね」

　それは俺に向けた言葉だった。

　今は彼女の正体に目を向けている場合じゃない。早くこの暴走を止めなければ葵の身が危険だ。

　しかし現状はなかなか厳しい状じよう況きようだった。

　俺は荒れ狂う黒炎の中に彼女の姿を捜すが、あまりに勢いが激しくて何も確認できない。

　唯ゆい一いつ分かるのは方向だけ。
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　葵が黒炎に包まれ、その場から動いていないのなら、恐おそらくこの渦を巻く暗黒の中心に彼女は今もいるはずだ。

　ただ体も思うように動かせず、生き物のように暴れ回る黒炎の中をどうやってそこまで行く？

　フル回転で思考を巡らせていると、そこへ蓮花の声が脳内に漏もれてくる。

《私が……片切さんへの反撃用に事前に設置しておいた……次元の裂け目があるわ。それを……利用できるかも……》

　声を受けて俺は彼女の方へと振り向いた。

　だが、その言葉とは裏腹に苦悩の表情を浮かべている。多分、口に出だして伝えられないほど苦しいのだ。

　でも、そいつは使えそうだ。

　彼女が葵の全力技を受けようとした時、余裕の態度でいられたのはこれがあったせいだ。

　ということは、異次元からの出口となる裂け目が葵の傍そばに空けられている可能性が高い。

「場所は」

　すぐさま俺は蓮花に尋たずねた。

《私のすぐ真横――右側》

　聞くや否や、俺はその場所へ飛び込んだ。

　次元潜行。

　この空間とは異なる空間に身を沈め、流れに沿って進む。

　前方に出口と思おぼしき光が口を開けているのが見える。

　そこへ素す早ばやく近付き、飛び出した。

　元の空間。

　眼前に現れたのは闇の炎を全身にまとった葵の姿だった。

「!?」

　彼女の変わり果てた姿に俺は息を呑む。

　反照する深紅の輝きを持っていたはずの魔神装甲イーヴルギアが、ドス黒く染まっていたのだ。

　その光を吸収してしまうような艶の無い黒は、美影先生の右腕に似た色合いだ。

　彼女は周囲の猛り散らす炎とは違い、そこに静かにたたずんでいた。

　逆にその静けさが心配になる。

　不安に襲われた俺は彼女に手を伸ばす。

「おい、葵」

　名前を呼ぶが反応は無い。

　まさか……もう……。

　血の気が引くような感覚を覚えた矢先、うつむき加減だった彼女の顎あごが上がる。

　そこにあった瞳ひとみは――俺の良く知る幼おさな馴な染じみの目付きではなかった。

　刹那、目の前の空気が裂ける。

「んっ!?」

　俺は反射的に身を反らせた。

　彼女が突如、自らの魔剣で斬り付けてきたのだ。

「くそっ、もう乗っ取られちまってるのか!?」

　彼女にはもう完全に自分の意識は無いのか、俺に対する追撃の手を緩めない。

　しかも足下の自由はほぼ利かない状態なので、長いこと攻こう撃げきを避け続けるのは不可能に近い。

　だからといって魔ま王おうの力を使うこともできない。

　ほんの僅かでも隙を生じさせられれば、美影先生の言っていた方法を試すことができるというのに。

　その為ためには今ある力を最大限に生かすより他は無い。

　今ある力――

　それは俺自身の力。

　不意に葵が自分の魔剣を整備していた時の姿を思い出す。

　その時に俺が感じたのは、剣が持っているスペックをフル活用しようと思うなら、己おのれの武器の事を己が一番良く知っていなければならないという事。

　今の俺は何を知っている？

　現状把握だ。

　自身の力である剣技は、中学の時の剣道経験とこの学院に来た時から始めた蓮花との練習、そして授業内で身につけた程度のものしかない。

　手にしている黒王の剣は魔神隷従剣レメゲトンソードとして起動する最低限の魔力を流し、こうして形を保っている。このままでは、ただの剣に過ぎない。

　蓮花のサポートも今は得られない。

　これが今の俺の現状だ。

　それだけでは……どうにも……。




　ん？　それだけでは？




　ふと俺は〝ある事〟を思いついた。

　これなら行けるかもしれない。

　隙すきさえできれば、それでいいのだから。

　ならば善は急げだ。

　こうして思考している間も俺は攻撃を避け続けていた。

　とはいっても剣を当てにゆくだけだ。

　いずれは疲ひ弊へいし、防ぐ手立てを失ってしまう。




　その前に――実行する！




　葵は有り余る力を振るうように体ごと突っ込んでくる。

　そして黒炎に包まれた刃やいばが俺の首元を狙ねらってきた。

　やるなら今しかない。

「ここだ！」

　俺は刀身を立て、相手の剣を当て擦るようにして懐ふところに一気に飛び込んだ。

　自分だけの力でどうにもならないのなら、これしか無いだろう。

〝相手の力を利用すればいい〟

　そう、カウンターだ。

　金属の擦れる音が耳をつんざく。

　俺は剣を当てたまま、物もの凄すごい勢いで突っ込んできていた彼女の手元まで一気に刃を滑すべらせる。

　迸る火花。

　斬きり付つけた俺の力に、向かってきた葵の力が加わり斬撃の威力が倍加する。

　直後、手元に伝わる衝しよう撃げき。

　相手の鍔が弾はじけ飛とび、そのままの勢いで胸部装甲にまで亀裂を生じさせる。

　これで彼女とはゼロ距きよ離りの間合い。

　眼前には虚ろな表情の葵の顔があった。

　そこで美影先生に言われた、この事態を打開する方法を思い返す。

　それは魔王が有する隷れい従じゆうの力を用いた、起死回生の策だった。

　あんまり気は進まないが、このチャンスを逃すわけにはいかない。

「こいつは貸しだからな」

　今の葵にその言葉が通じているのかは分からないが、一点を見つめ続ける彼女に俺はそっと身を寄せる。

　そして――

　――唇と唇を重ねた。

　途端、荒れ狂っていた黒炎が一いつ瞬しゆんにして消え去った。

　まるで雨雲から太陽が顔を出したように周囲が明るくなる。

　体を蹂躙していた力も同時に消失していた。

「あ……あれ??　央真？」

　目の前で葵が不思議そうに瞳をぱちくりとさせていた。

　血色の良い肌はだと柔やわらかい表情。どうやら元に戻もどったようだ。

　彼女は俺が抱きかかえるほど物凄く近くにいる事に戸惑いを見せる。そして微かすかに残る感かん触しよくを確かめるように指先で唇をなぞる。

「んん？　おかしいなあ……ねえ央真、なんかした？」

「いいや、何も」

「うーん……そうかなあ……でもなんか変なんだよねえー……」

　葵は腕を組んで首を傾げていた。

　暴走中の記き憶おくが曖昧らしい。それならそれで、思い出さないでいてくれた方が都合がいい。後々それをダシに何を要求されるか分からないからな。
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「それより、やはりジョーカーは葵だったのだな」

「え？」

　唐とう突とつだったのか、彼女は目が点になっていた。

　そのうちに体育祭の最終競技中だったことを思い出した葵は、ふと自分の胸むな元もとに目をやる。

「あ……」

　声にならない声が漏れる。

　胸部装甲が砕け、柔らかい膨ふくらみが露あらわになっていたのだ。

　丁度、みぞおちの部分にジョーカーである事を示す、校章の判子が押おされているのが見えた。

「ひゃあっ!?」

　彼かの女じよは慌あわてて胸元を両りよう腕うでで隠かくした。

「な、ななななんで!?　いつの間にこんな事になってるの!?」

「蓮花と対たい峙じした時、葵は全く印を探そうという素そ振ぶりすら見せなかったからな」

「そんな事、今聞いてないっ！」

「でもこれで、ポイントが貰もらえるのか？」

「しっ、知らないよ！　そんなの先生に聞いてよ！　それより、ちょっとあっち向いてて！」

「ああ、悪い」

　そう言って俺は、彼女を抱だき締しめた。

「え？　ええええええぇぇっ!?　な、なに、なに、なんで!?　こんな所で!?　ちょっと葵、まだ心の準備が！」

　彼女は俺の腕の中で頬ほおを紅潮させ動揺していた。

　そこで俺はようやく自分自身に起きている事を自覚する。

　こいつは外げ道どうモードになってるな……。

　今まで気がつかなかったが、恐らくキスをした直前くらいから。

　さて、今回はいつ切れるだろうか。

　そんな事を悠ゆう長ちように考えていると、背後に気配を感じる。

　首だけで振り返ると、そこには半眼で俺をにらむ蓮花の姿があるのだった。







終章







　体育祭も無事（？）終わった明くる日、俺は例によって学院長室に呼び出されていた。

　室内には万ま里り枝え先生と美み影かげ先生。

　いつもの二人だ。

「よくやってくれたわね」

　そう言ってきたのは美影先生だ。

　俺はいきなり褒ほめられて面食らう。

「あれ？　どういう風の吹き回しですか？　開口一番、褒めてくれるだなんて」

「言葉のままよ。先日の片かた切ぎりさんの件で、あたしの言った通りに動いてくれたでしょ？」

「まあ、それしか方法が無いって事でしたから。でもあれって、どういう事なんですか？　何が切っ掛けで暴走だなんて……」

　そこで美影先生と奥おくの机にいた万里枝先生の表情が真しん剣けんなものに変わる。

「最初に言っておくけど、これは他言無用よ」

「はあ」

「あれは魔神隷従剣レメゲトンソードと、そこから生じた魔ま剣けん士しが持つ欠陥よ」

　体にビリリと電気が走ったような感覚に陥る。

「欠陥だって??」

「そう、欠陥。魔神隷従剣レメゲトンソードは完璧な存在ではない。人が魔ま神じんの力を操あやつるには弊害が起きるのよ。侵しん蝕しよくというね」

　そこで俺は美影先生の魔神装甲イーヴルギアで見た、黒い右腕のことを思い出す。

「もしかして先生の右腕も……？」

「ええ、そうよ。右腕だけで押しとどめているけれど、侵蝕された証」

　彼女は、今は普ふ通つうの素手である自分の右手をふと見つめた。

「って事は黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズと呼ばれる人達たちはみんな……」

「推察の通りね」

　魔剣士隊のエリート部隊、黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズは、その名の通り装甲の一部が黒色である事から名付けられたものだ。

　隊員は頭や胴どう体たいも含ふくめ、両手足の六つの部位のどこかが黒色の装甲をしている。

　美影先生は知っての通り、右腕だ。

「黒鎧は最強の証だと勝手に思い込んでましたが、それは間違った解釈だったんですね」

「確かに黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズは魔剣士中で最高峰の力を持った存在よ。でも最強であるが故ゆえに、誰だれよりも魔神侵蝕のリスクが高い存在なの」

「それは……魔剣士として強ければ強いほど、危険が伴うってことですか？」

「その通りよ。それだけ人間が持て余す力……といったところかしら」

「じゃあ、美影先生が黒鎧ステイール・六肢オブ・シンズを除隊されたっていうのは……」

「これ以上、魔神の力を使うとあたしも色々とマズいのよ。だから一線から退いたってわけ」

　先日の暴走事件で彼女が「あんまり長くは持たないから――」と言ったのはそういう訳か。

　それに闘技場アリーナを襲おそった鉄騎事件の時もそうだ。魔神装甲イーヴルギアをまとおうとした彼女に対して万里枝先生が必死に止めていたのを思い出す。

「もう、美影先生ってば、私との約束破って魔力を使ってしまうんですもん。あれほど、控えるようにって言ったのに」

　学院長席から、膨れっ面で言ってきたのは万里枝先生だ。

「仕方が無いでしょう？　緊急事態だったんだから」

「だって……私は美影先生の体が心配なんですよぅ……今回は何事も無くて良かったですけど……」

　彼女の瞳は僅わずかに潤んでいるようにも見えた。

　そこで俺は、ふと最悪のケースを考えてしまった。

「ってことは、学院の生せい徒と達たち全員が暴走の危険性を孕んでいるって事ですよね」

「そうよ。今すぐにというわけでもないけど、特に魔神の力が強い72柱クラスの上級魔剣士は、他の子達よりも危険度が高いのは確かよ」

　真っ先に羽は奈なとクロエの姿を思い浮かべた。

「でも、魔剣士隊本部はこの事実を承知してるんですよね？　欠陥の事実を知って尚、何も対策は取っていないなんて事は……」

「取ってないわよ」

「は？」

「魔剣士が国の防衛力の要となってしまっている今、そう簡単に解散することはできないのよ。それに、たとえ暴走が起こったとしても周囲に甚大な被害をもたらす契約解放とは違ちがって、該当の魔剣士一人が犠牲になるだけで済む」

「な……んだと？」

　俺は自分の体が怒りで自然と打ち震えたのを感じた。

「そんなピリピリしないで。矛先を向ける側を間違ってるわよ。あたし達はその現状をなんとかしたいと思っているんだから」

　美影先生は企みに満ちた顔で笑う。

「何か考えがあるんですか？」

「片切さんとの事で分かったでしょ？　そこで神かん前ざき君の魔王としての隷従の力が必要になってくるのよ」

「まさか……」

　嫌な予感がした。

「あたし達は当初、神前君をソロモン王として迎え入れたのを覚えているわよね？　それはソロモン王の隷従の力を利用して、魔剣士達の暴走を抑制しようと考えていたからなの。しかし現実はソロモンではなく、魔王だった。でも魔王にも魔神を従えさせる同じような力があると確信したわけよ。だから模擬戦の時だったかしら？　片切さんに暴走の前兆が見られたことから、それを未然に防ぐ為に神前君と彼女がイチャイチャしやすい環かん境きようを整えてあげたというわけ。部屋を同室にしたりとか、体育祭の実行委員にしてみたりとかね。実際、神前君がヘタレすぎて失敗に終わったんだけど」

「いやいやいや！　イチャイチャ以外、暴走を抑制する方法は無いんすか！」

「無い」

「即答かよ！」

「魔剣士がなぜ魔剣士でいられるのか神前君も知っているでしょ？」

「魔神が好む、美しき処女……ってやつですか？」

「そう、それが失われる……まではいかなくとも、ちょっとイチャイチャして適度に処女性が薄まれば上手いこといくんじゃないかって思ってるわ」

「マジか!?」

「無論、そこに隷従の力が加わってこそ、なんだけどね。というか、なんでさっきからブーブー言ってるの？　嬉うれしいはずでしょ？　神前君がずっと望んでいたハーレムじゃない。あたし達がそれを容認するって言ってるのに」

「それはそうなんですが……」

「万里枝ちゃん、例の資料を神前君に見せてあげて」

　美影先生が言ったのを受けて、万里枝先生は机き上じようの端たん末まつに手を伸のばす。

「あー、はいはい……って、そうじゃなくて、ちゃんと学院長って呼んで下さい！」

「いいから早く」

「もうっ……」

　彼女は不満そうにしながらも開いたファイルの画面を俺に向けてきた。

「これが私と美影先生だけで秘密裏に計画しているモノです」




【Ａ‐ＦＩＬＥ】




　資料のタイトルにはそう書かれていた。

「このＡ‐ＦＩＬＥの〝Ａ〟ってどういう意味ですか？」

「楽園アルカデイアのＡよ」

　答えたのは美影先生だ。

「まさに神前君にハーレムという名の楽園を築いてもらいたくて付けた名めい称しようね」

「絶対、後付けですよね？」

「本当は魔剣士達の楽園を目指すという意味だけどね。似たようなもんでしょ」

「……」

　彼女の言葉に構わず、俺は資料のページを進めてみた。

　するとそこには学院の生徒達の細かな分ぶん析せきデータが載っていた。

　単純に出身や成績とかだけじゃなく、趣しゆ味みや好きな食べ物、果ては身体測定の結果まで載っていた。プロフィールが丸裸状態だった。

「なんというか……俺が見ていいものなんすか、これ……」

「当たり前でしょ。敵を知るには内側から。これ鉄則よ」

「なんか違う気がする」

「一応、暴走の危険度が高い順に並べてあるから、その辺を考慮してイチャイチャしてちょうだい」

「してちょうだい……って言われても、それでいくと今一番まずい状態なのは美影先生なんじゃないんすかね？」

「え？　ああ、あたしはいいのよ」

「いや、よくないでしょ」

「じゃあ、後でいいわ。後で。それより万里枝ちゃんも結構まずいんじゃなかったっけ？」

「ふえっ!?　わっ、私こそ後でいいです！　美影先生こそどうぞ、どうぞ」

「なんで譲り合いになってんだ！」

　こんな調子だから、この人達の言ってる事を信用していいんだろうか？　と、ちょっと不安になってしまう。

　そこで、ふと魔王との約束を思い出す。

〝我わが配下の魔ま神じん達たちをソロモンの軍門から取り戻せ〟

　果たして学院でハーレムを築くことが、その約束を果たすことに繋つながってゆくだろうか？

　そんな事を考えてしまうのだった。




‡　‡　‡




「じゃあ、そういうわけだから」

　俺は全私物である小さなバッグを肩かたに掛かけ、葵あおいに別れを告げた。

「ちょっと待ってよ、どういう事!?」

　部屋の中から彼女が追いかけてくる。

　ここは学院裏手にある三年生の寮内。そして、つい先日まで世話になっていた葵の部屋だ。

「いや、また学院側から部屋移動してくれって通達がきてな。今度は彼女の所に行かなきゃいけないんだ」

　廊ろう下かへ出たところ、次に世話になる部屋の主が迎えに来ていた。

「羽奈ちゃん!?」

　葵は調子がはずれたような声を上げた。

　羽奈はずっとうつむき加減で、俺と目を合わせないようにしている。

「なんで彼女の所なの？」

「なんでって言われてもなあ。学院側に聞いてくれよ」

「むぅ」

　葵は不満を目め一いつ杯ぱい顔に出していた。しかし、その原因は羽奈の存在だけじゃなかった。

「で、どうして蓮れん花かちゃんまでここにいるわけ？」

　そう、羽奈の隣となりにはまるで当たり前のような顔をして蓮花が立っていたのだ。

「迎えに来たに決まってるでしょ」

「蓮花ちゃんは、この件に関係無くない？」

「私の魔神が人様の所で粗相をしてはいけないでしょう？　だから付き添いに来ただけよ」

「また、無茶な言い訳してー」

「そ、そんなことないわよ！　あなたこそ、そろそろ魔剣士隊本部に戻ったらどうなの？　あんまりいい加減な事してると推すい薦せん取り消されちゃうわよ？」

「言われなくても戻るよ。そうでないとあなた達に葵の居場所を奪うばわれちゃうかもしれないからね」

　蓮花と羽奈は一瞬、驚おどろいた顔を見せたが、すぐに表情を緩ゆるませる。

「分かってるじゃない。精々、戦々恐々として待っていればいいわ」

「そうです。首を洗って待っていて下さい」

　そう二人が言ったところに俺が付け加える。

「安心して戻ってくれていいぜ」

「なあに？　その言い方。また葵を邪魔者のようにしてー」

「だって、これで心置き無く俺のハーレムが作れるかと思うと嬉しくて嬉しくて、つい」

　そこで彼女の顔が企みに満ちたことを俺は見逃さなかった。

「あーそうだ。葵が行く前に、これだけはみんなに言っといたほうがいいかな？」

　蓮花と羽奈はなんとなく彼女に注目する。

「央おう真まって、普ふ段だんハーレムだのなんだのって言ってると思うけど、これって本心じゃないからね？」

「ちょっ!?」

　突然そんな事を言い出したものだから、思わず俺は動どう揺ようを表に出してしまった。

　蓮花達たちも驚いた顔を向けてくる。

「本当は物凄く普通の男の子。でもある事件が切っ掛けで、そういう振ふりをしているだけなんだー。これでも本人は女の子を楽しませているつもりらしいけど」

「何を言ってるんだ、そんなわけないだろ」

「幼馴染みなんだから央真のことで分からないものなんて何も無いよ」

　疑いの視線が俺を襲う。

　確かに葵の言う通りだった。

　魔剣祭での事故があってから俺はそんなふうに振る舞い始めた。

　でも、事故直後の記憶がごく最近まで失われていたので、周囲には本気でハーレム目指している奴やつに見えていたはずなんだけどなあ……。

　まあ、全すべてを思い出したからと言って、女の子の笑え顔がおを守りたいという俺の意志は変わらない。

　蓮花と羽奈は訝いぶかしげに俺を見てきていたが、堂々と胸を張って言い放つ。

「とりあえず、疑う前にこれだけは言っておきたい。二人はいつになったら俺に攻略されるのか？　それを問いたい。話はそれからだ」

　彼女達は揃そろいも揃って顔を赤くした後、唇を引き結ぶ。

　そこから出た言葉はこうだった。

「「ばかぁっ!!」」







〈了〉







あとがき







　どうも、藤ふじ谷たにです。

『外道王子の魔神隷従レメゲトン３』をお届けいたします。

　３巻目にして、いきなり〝まさに外道〟のネタが切れてしまったので普通の出だしです。

　すみません。（汗）




　さて、本編はお楽しみ頂けましたでしょうか？

　本巻から新キャラクターの葵あおいが参戦しております。彼女の登場によって央おう真まの周辺にやや変化が訪れたようです。次巻はその辺りからクライマックスへと繋つながって行きますので、お付き合い頂ければ幸いです。

　そういえば前巻で自分が熱中症になった！　という話をしたのですが、不運は続くもので、その後すぐ、今度はギックリ腰になってしまったのです。

　運動不足なところへ急に体を動かしたのが原因です。

　熱中症から回復した嬉しさからとはいえ、いきなり〝反復横跳び〟なんていう真似をしたらそれはもう……ね？（汗）

　なんでそこで反復横跳びなのかという突っ込みはさておき、アレは危険です。

　皆さんも、起き抜けの反復横飛びとか、食事中の反復横跳びとか、通勤通学中の反復横跳びとか、風呂場やトイレでの反復横跳びとか、路上での反復横跳びとか、コンビニ店内での反復横跳びとか、大変危険ですのでくれぐれもやらないようにして下さい。

　え？　そんな所ではしない？




　謝しや辞じです。

　井上巧様、毎回イラストが上がってくるのを楽しみにしております。本巻では学院長のお掃除姿がとても気に入っています。ありがとうございます！

　そして担当さん、編集部の皆様、そしてこの本が出版されるまでにご尽力頂いた全ての方々にお礼申し上げます。

　ではまた、次巻でお会いしましょう。




平成二十六年一月吉日















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／井上巧先生
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